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索引








はじめに

Oracle Database Applianceは、事前作成され、すぐに使用できるクラスタ・データベース・システムで、デプロイ、操作および管理がOracle Database Applianceで容易にできるよう最適化されています。Oracle Database Applianceでは、ハードウェアおよびソフトウェアを統合することにより、手動でアセンブルされた統合されていないソリューションの複雑さを解消します。Oracle Database Applianceを使用すると、デプロイ時間を数週間または数か月から数時間に短縮すると同時に、最適状態には及ばず管理が困難なデータベース環境が構築される原因となることが多い構成エラーや設定エラーを防止できます。


対象読者

このガイドは、Oracle Database Applianceを構成し、Oracle Database Applianceの固有のシステム・メンテナンス機能を使用するユーザーを対象にしています。また、このガイドは、システム管理者、ストレージ管理者およびネットワーク管理者が、Oracle Database Applianceのハードウェアに関するドキュメントに説明されているとおりにシステム要件について理解する際の補足となります。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティの詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。





関連ドキュメント

Oracle Database Applianceには、次のドキュメントが同梱されています。

	
『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』


	
『Oracle Database Appliance製品へのアクセスに関するドキュメント』


	
『Sunハードウェア・システム安全上の注意』




Oracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリでは、次のドキュメントが公開されています。

	
『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』


	
『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』(このガイド)


	
『Oracle Database Applianceリリース・ノートfor Linux x86-64』


	
『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』


	
『Oracle Database Applianceサービス・マニュアル』


	
『Oracle Database Applianceセーフティおよびコンプライアンス・ガイド』


	
『Oracle Database Applianceライセンス情報』




Oracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリは次の場所にあります。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dba21

Oracle Databaseの使用の詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』


	
『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』


	
『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』


	
『Oracle Database管理者ガイド』


	
『Oracle Database概要』


	
『Oracle Databaseリファレンス』


	
『Oracle Database SQL言語クイック・リファレンス』




Oracle VMの使用方法の詳細は、次の場所にあるOracle VMリリース3.2.1のドキュメント・ライブラリを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E35328_01/index.html





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle Database Applianceについて

『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』はOracle Database Applianceおよび関連ソフトウェアの理解と管理に役立ちます。このマニュアルは、Oracle Database Applianceハードウェアのすべてのバージョンに適用されます。特定のバージョンが対象であると明確に示されないかぎり、「Oracle Database Appliance」という用語はすべてのハードウェア・バージョンを意味します。

この章は2つの主要な項で構成されており、最初の項ではこのマニュアルについて、2番目の項では製品について説明しています。内容は次のとおりです。

	
『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』について


	
Oracle Database Applianceについて






『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』について

『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』は、主にOracle Database Applianceのソフトウェア構成、デプロイおよび管理について説明します。ハードウェアの準備と設置の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』および『Oracle Database Applianceサービス・マニュアル』を参照してください。この項(手順番号は不明)では、この章と残りの章の内容の概要を示します。次の項「Oracle Database Applianceについて」には、Oracle Database Applianceのハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク要件およびデプロイ手順についての説明が含まれます。

第2章は2つの項で構成されています。最初の項は、Oracle Database Applianceの配達前に完了可能な手順について説明しています。これらの手順は次のとおりです。

	
構成およびデプロイメント・オプションを選択します。


	
情報を収集します(確認結果を記録するために、章(手順番号は不明)ではチェック・リスト表を印刷可能です)。


	
オフラインのOracle Appliance Managerコンフィギュレータを実行して、後でOracle Database Applianceでデプロイするための構成ファイルを作成します。




この章(手順番号は不明)の残りの箇所は、このマニュアルの大部分と同様に、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』で説明されているようにOracle Database Applianceハードウェアをすでに入手して設置していることを前提としています。つまり、必要な電源出力と十分な空調を有し、前面および背面のパネルにアクセスできる環境にシステムが設置されているということです(これらの作業はすべてオーナーズ・ガイドで説明しています)。

この章の2番目の部分(手順番号は不明)では、次のトピックについて説明しています。

	
インターコネクト、ストレージ・ユニットおよびパブリック・ネットワーク接続への配線


	
システムの電源投入


	
ILOMの構成


	
ソフトウェアのダウンロード用に初期ネットワークを構成




Oracle Database Applianceが稼働したら、基本ソフトウェアをデプロイし、オプションで初期データベースを構成します。このようなタスクについては、第3章および第4章で説明します。ベア・メタル・デプロイメントについての章(手順番号は不明)の手順、およびOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイメントについての章(手順番号は不明)の手順に従います。デプロイの後で、第5章で説明されているように、必要なパッチの適用など、必要なインストール後の手順を実行します。

Oracle Database Applianceの継続的な管理およびメンテナンスのタスクについては、スタート・ガイドの残りの章を参照してください。

	
第6章「Oracle Database Applianceでの仮想マシンの管理」

この章は、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをインストールした場合にのみ該当します。この章では、プライマリ・データベース・ドメインの仮想イメージを個別に実行するための、1つ以上の仮想マシン・ドメインの設定、使用の他、削除について説明します。


	
第7章「Oracle Database ApplianceでのOracle Databaseの管理」

Oracle Database ApplianceにおけるOracle Databaseの管理に関する一般情報を必要とする場合、および次のような特定のタスクがある場合に、この章を参照します。

	
データベース・ホーム、データベースおよびインスタンスの管理または追加


	
Oracle Grid Control管理ユーザーの追加作成


	
シングル・インスタンス・データベースのOracle RACまたはOracle RAC One Nodeへの変換


	
Oracle Databaseの上位リリースへのアップグレード


	
データベース・ヘルス・チェックの実行





	
第8章「Oracle Database Applianceのトラブルシューティング」

この章では、Oracle Database Applianceに関するトラブルシューティングおよび問題解決に役立つ、ツールやOracle Appliance Managerコマンドについて説明しています。




『スタート・ガイド』には、このマニュアル全体に記載されているタスクに関連する情報がある、4つの付録が含まれています。参考までに、4つの付録の一覧を次に示します。

	
付録A「Oracle Database Applianceの参照情報」

この付録には、CPUのサイズと数、ディスク・グループ・サイズ、デフォルト・パスワードなど、ハードウェアおよびソフトウェアの仕様が記載されています。また、Oracle Appliance Managerのコマンドライン・ツールGridInst.plについても説明します。また、この付録にはソフトウェアのインストールおよび構成前に構成情報を収集するときに使用する表が記載されています。これらの表は、適切な担当者が記入できるように、印刷用に作成されています。


	
付録B「コア数およびCapacity-on-Demand (システム規模に応じた支払い)」

この付録では、Capacity-on-Demand機能を使用して、リソース変更の要求に応じてコア数のライセンス情報を更新する方法について説明します。


	
付録C「Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定」

この付録では、データベースの作成時に、他のデータベースが使用しているリソースに影響を及ぼすことなく適切なリソース・セットをそれぞれのデータベースに割り当てられるようにテンプレートを使用する方法について説明します。


	
付録D「Oracle Appliance Manager (OAKCLI)リファレンス」

この付録では、コマンドとともに使用できるオブジェクト、使用可能なオプション(パラメータ)と、ほとんどの場合は一般的な使用方法の例を含め、Oracle Appliance Manager (OAKCLI)コマンドの構文について説明します。以前のリリースのOracle Database Applianceでは使用できないコマンドや、オプションが異なるコマンドもあります。









Oracle Database Applianceについて

この項では次のようなOracle Database Applianceの概要について説明します。

	
「Oracle Database Applianceとは」、続いて次の項


	
「Oracle Database ApplianceのIPアドレスおよびネットワーク・インタフェース」


	
「Oracle Database Applianceソフトウェア」


	
「Oracle Database Applianceインストールの概要」






Oracle Database Applianceとは


Capacity-on-Demand (システム規模に応じた支払い)方式のライセンスを提供するOracle Database Appliance

後述する制限内で、ワークロードに応じてOracle Database Applianceで必要な任意の数のプロセッサをデプロイします。Capacity-on-Demand方式のソフトウェア・ライセンスを使用することにより、通常のハードウェアのアップグレードに伴う過度のコストや停止時間を発生させずにプロセッサ・コアを増やして簡単にスケールアップできます。

Oracle Database Appliance X4-2では、最小4個のプロセッサ・コアから48個のプロセッサ・コアにスケールアップできます。Oracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォームをデプロイする場合、ODA_BASEドメイン専用にプロセッサ・コア(最小2個のプロセッサ・コアから最大48個のプロセッサ・コア)をライセンス保有します。

Oracle Database Appliance X3-2では、最小4個のプロセッサ・コアから32個のプロセッサ・コアにスケールアップできます。Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォームをデプロイする場合、ODA_BASEドメイン専用にプロセッサ・コア(最小2個のプロセッサ・コアから最大32個のプロセッサ・コア)をライセンス保有します。

Oracle Database Applianceでは、ベア・メタルまたはOracle Database Appliance仮想化プラットフォームで2個のプロセッサ・コアから24個のプロセッサ・コアにスケールアップできます。

ベア・メタルとOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのどちらを使用するかは、企業の方針や、それぞれの実装によってもたらされるメリットに応じて決定されます。




	
関連項目:

Capacity-on-Demandライセンスの詳細は付録B「コア数およびCapacity-on-Demand (システム規模に応じた支払い)」を参照してください。












Oracle Database ApplianceのIPアドレスおよびネットワーク・インタフェース

次の表は、Oracle Database Applianceに必要なIPアドレスの最小数とデフォルト・ネットワーク・アドレス(適用可能な場合)を示します。


表1-1 Oracle Database Applianceの最小IPアドレス要件

	タイプ	ベア・メタルの最小IPアドレス数およびデフォルト値	仮想化プラットフォームの最小IPアドレス数およびデフォルト値
	
ホストIP

	
2

	
2


	
プライベートIP

	
4

192.168.16.24

192.168.16.25

192.168.17.24

192.168.17.25

	
2

192.168.16.27

192.168.16.28


	
Dom 0 IP

	
適用なし

	
2

192.168.16.24

192.168.16.25


	
RAC VIP

	
2

	
2


	
SCAN IP

	
2

	
2


	
Oracle ILOM IP

	
2

	
2


	
ユーザー仮想マシンIP

	
適用なし

	
各仮想マシンに対して1つ以上








次の各表に、Oracle Database Applianceにおける物理ネットワーク・デバイス、物理インタフェースおよびインタフェース名間のマッピングの一覧を示します。各表は、ハードウェア・バージョン、インターコネクト・タイプ、実装(ベア・メタルおよび仮想化プラットフォーム)などの特性によってグループ分けされています。主グループは次のとおりです。

	
表1-2および表1-3には、ベア・メタルの実装に関するOracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2のマッピングを示します。


	
表1-4および表1-5には、仮想化プラットフォームの実装に関するOracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2のマッピングを示します。


	
表1-8および表1-9には、仮想化プラットフォームの実装に関するOracle Database Applianceマッピングを示します。


	
表1-6および表1-7には、ベア・メタルの実装に関するOracle Database Applianceマッピングを示します。





表1-2 Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2のオンボード・デュアル10 GbEネットワーク・インタフェース(ベア・メタル)

	物理インタフェース	インタフェース名
	
Eth0

	
Eth0


	
Eth1

	
Eth1









表1-3 Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2のオンボード・クワッド10 GbEネットワーク・インタフェース(ベア・メタル)

	物理インタフェース	インタフェース名
	
Eth2およびEth3

	
bond0


	
Eth4およびEth5

	
bond1











	
注意:

ファイバー・パブリック・ネットワーク接続を定義すると、PCIeボードにbond0が構成されます。








表1-4 Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォームおよびOracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォームのオンボード・デュアル10 GbEネットワーク・インタフェース

	物理インタフェース	インタフェース名
	
Eth0およびEth1

	
Eth0 (プライベート)









表1-5 Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォームおよびOracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォームのオンボード・クワッド・ポート10 GbEネットワーク・インタフェース

	物理インタフェース	インタフェース名
	
Eth2およびEth3

	
Eth1


	
Eth4およびEth5

	
Eth2









表1-6 Oracle Database Applianceのデュアル・ネットワーク・インタフェース(ベア・メタル)

	タイプ	物理インタフェース	インタフェース名
	
内部デュアル1 GbE

	
Eth0

	
Eth0


	
内部デュアル1 GbE

	
Eth1

	
Eth1


	
オンボード・デュアル1 GbE

	
Eth2およびEth3

	
bond0


	
オンボード・デュアル・ポート

	
Eth8およびEth9

	
xbond0











	
注意:

ファイバー・パブリック・ネットワーク接続を定義すると、PCIeボードにbond0が構成されます。








表1-7 Oracle Database Applianceのクアッド・ポート1 GbEネットワーク・インタフェース(ベア・メタル)

	物理インタフェース	インタフェース名
	
Eth4およびEth5

	
bond1


	
Eth6およびEth7

	
bond2









表1-8 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデュアル・ネットワーク・インタフェース

	タイプ	物理インタフェース	インタフェース名
	
内部デュアル1 GbE

	
Eth0およびEth1

	
Eth0


	
オンボード・デュアル1 GbE

	
Eth2およびEth3

	
Eth1


	
オンボード・デュアル・ポート

	
Eth8およびEth9

	
Eth4









表1-9 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのクアッド・ポート1 GbEネットワーク・インタフェース

	物理インタフェース	インタフェース名
	
Eth4およびEth5

	
Eth2


	
Eth6およびEth7

	
Eth3











	
注意:

Eth0の構成を変更しないでください。また、ベア・メタル・デプロイメントではEth1の構成を変更しないでください。変更した場合、内部クラスタ通信が失敗します。










	
関連項目:

システムの設定準備が整ったら、詳細な図や完全なアセンブリの手順について、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。












Oracle Database Applianceソフトウェア

次の表では、Oracle Database Applianceリリース2.9で使用可能なソフトウェアの一覧を示します。


表1-10 Oracle Database Applianceのソフトウェア

	コンポーネント	インストールまたはダウンロード
	
Oracle Database Applianceオペレーティング・システム・イメージ(次を含む):

	
Oracle Appliance Manager (OAKCLI)モジュールおよびコンフィギュレータ


	
Oracle Linux


	
ハードウェア・ドライバ




	
インストール


	
Oracle Database Applianceエンドユーザー・バンドル(次を含む):

	
Oracle Databaseクローン・バイナリ


	
Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)


	
Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ




このコンポーネントはベア・メタルOracle Database Applianceでのデプロイに必要です。

	
ダウンロード


	
Oracle Database Applianceパッチ・セット・バンドル(次のOracle Database Applianceパッチを含む):

	
BIOS


	
ハードウェア・ドライバ


	
Oracle Linux


	
Oracle ILOM


	
Oracle Databaseクローン・バイナリ


	
Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ




	
ダウンロード


	
ODA_BASEテンプレート(次を含む):

	
Oracle Databaseクローン・バイナリ


	
Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)


	
Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ




このコンポーネントはOracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのデプロイに必要です。

	
ダウンロード












Oracle Database Applianceインストールの概要

インストールは3つの主な手順で構成されます。

	
Oracle Database Applianceの準備および設定

この手順の内容は次のとおりです。

	
サーバー設置場所を準備します。


	
Oracle Database ApplianceのサポートID (SI)をMy Oracle Supportに登録し、Oracleからソフトウェアおよびサポートを取得できるようにします。


	
ドメイン・ネーム・サーバー(DNS)でネットワーク名およびアドレスを設定します。

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータを使用して、名前およびアドレスを生成したり、既存の名前およびアドレスを検証したりします。コンフィギュレータはOracle Technology Networkからダウンロードできます。第2章に記載されているように、Oracle Database Applianceの配達前に、ローカル・マシンに構成ファイルを作成できます。




	
注意:

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータは、このURLhttp://www.oracle.com/technetwork/server-storage/engineered-systems/database-appliance/overview/index.htmlからダウンロードします。








	
サーバー設置場所のラックにOracle Database Applianceハードウェアを設置します。




	
関連項目:

Oracle Database Applianceハードウェアの設定の詳細は『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。








	
電源およびネットワーク・ケーブルをOracle Database Applianceに接続します。


	
外部ファイルをロードするための初期ネットワーク構成を作成します。




手順1を完了するための詳細は、このマニュアルの章(手順番号は不明)および『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	
Oracle Database Applianceでのソフトウェアのインストールおよびデプロイ

この手順の内容は次のとおりです。

	
Oracle Database Applianceソフトウェア・パッケージをダウンロードしてOracle Database Applianceにコピーします。


	
Oracle Appliance Manager Configuratorを実行し、必要な情報を選択または入力します。

デプロイ中に、2つのノードのOracle Grid Infrastructureインストール(Oracle ClusterwareおよびOracle Automatic Storage Management)を構成します。また、Oracle Database Enterprise Edition、Oracle RAC One NodeまたはOracle RACを構成するオプションも用意されています。初期デプロイの後は、データベースの追加、コア数の構成、およびインスタンス・ケージングの構成が可能になり、Oracle Database Applianceをデプロイした後で仮想ドメインを追加します。




第3章「ベア・メタルOracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ」にベア・メタルOracle Database Applianceでこの手順を完了するための詳細を示し、第4章「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのOracleソフトウェアのデプロイ」にOracle Database Appliance仮想化プラットフォームでこの手順を完了するための詳細を示します。


	
インストール後タスクの完了

この手順の内容は次のとおりです。

	
デプロイ後に適用するパッチをダウンロードします。


	
デフォルト・パスワードをリセットします。




第5章「Oracle Database Applianceのインストール後のタスク」にこの手順を完了するための詳細を示します。

















2 Oracle Database Applianceのデプロイの準備

この章では、Oracle Database Applianceでのソフトウェアのデプロイ前に実行するタスクのチェックリストについて説明します。この章は、次の2つの項に分割されています。

	
Oracle Database Applianceの配達前にオプションで完了可能なタスク(第1項: 配達前のタスク)


	
貴社においてこのシステムを物理的にインストールした後でOracle Database Applianceにアクセスする必要があるタスク(第2項: インストールおよび構成タスク)。







	
注意:

電子機器は、静電気による損傷を受けやすくなっています。接地された静電気防止リスト・ストラップ、フット・ストラップまたは同等の安全機器を使用して、システムの設置時または点検時の静電気損傷(ESD)を防ぎます。










	
関連項目:

	
Oracle Database Appliance設定タスクの概要は『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』を参照


	
より詳細なハードウェア・インストールの手順および安全ガイドラインを取得するには『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照














第1項: 配達前のタスク

この項では、Oracle Database Applianceが配達される前に完了可能な次のタスクを説明します。

	
My Oracle SupportへのサポートIDの登録


	
Oracle Database Applianceの構成オプションの計画


	
システム要件の情報収集


	
Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの使用









My Oracle SupportへのサポートIDの登録

ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。ハードウェアSIは、Oracle Database Applianceを購入した際に提供されています。新規ソフトウェア・ライセンスを取得した場合は、新規ソフトウェアSIも登録する必要があります。SIの登録プロセスは完了するまで最大24時間かかる場合があります。




	
注意:

登録したSIがない場合、Oracleからサポートを受けたりソフトウェアを入手することはできません。












Oracle Database Applianceの構成オプションの計画

Oracle Database Applianceは、ベア・メタル・システムまたは仮想化システムとしてデプロイできます。ベア・メタル・インストールの場合、使用可能なCPUコア数と、必要なデータベース構成オプションがある場合はそのオプションを決定します。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・インストールの場合、検討対象の追加オプションが多数あります。次の項を参照して、ご使用のシステムに適した計画を立てます。

	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオプションの選択

この項では、共有ディスクや仮想ローカル・エリア・ネットワークなどのオプションの使用について説明します。この項は、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームに関連します。


	
データベース構成オプションの選択

この項では、初期データベースを構成するためのシングル・インスタンス(Oracle RAC One)、Oracle RACデータベースおよびサイズ設定テンプレートの使用について説明します。この項は、ベア・メタルまたは仮想化システムへのデプロイ中に初期データベースの構成を計画する場合に該当します。


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのODA_BASEのサイズ設定

この項では、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの初期データベースに対する適切なドメイン・サイズの選択について説明します。この項は、ベア・メタル・インストールには該当しません。






Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオプションの選択

仮想マシンを実装する前に、その実行方法と稼働場所を決定する必要があります。要件に基づいて、高可用性オプションの提供、CPUおよびネットワーク・アクセスについて競合する仮想マシン間の干渉の低減、より多くのストレージ領域の提供、仮想マシンの自動起動の有効化が可能です。これらのオプションの一部には、Oracle Database Applianceサーバー以外で追加のネットワーク構成が必要です。

デフォルトでは、各ノードに1つのローカル・リポジトリを保持し、最大サイズはハードウェアによって異なります。

	
Oracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォーム: 350GB


	
Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォーム: 350GB


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム: 250GB




デフォルト・リポジトリに仮想マシンを作成した場合、仮想マシンは配置されたノードでのみ稼働できるため、フェイルオーバー機能がありません。

もっとも柔軟な共有マシン環境を獲得するには、共有ディスク・システムを仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)とともに使用します。共有ディスクは、高可用性オプションを提供するため、内部ストレージの使用が低減します。VLANにより、ネットワーク上のトラフィックの分割が簡単になります。

共有ディスクを使用する場合、作成するリポジトリは共有ストレージ上に存在するため、ASMディスク・グループに、DATAまたはRECOの一方または両方で領域を消費します。共有ディスクでは仮想マシンは、リポジトリが使用可能となったときは常に自動的に起動して、優先ノード上で動作し、優先ノードが使用不可能な場合は他のノードにフェイルオーバーしたり、このノードで起動したりします。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでは、同じネットワーク・インタフェース・カード(NIC)ポートで複数のVLANがサポートされます。各VLANは、基本的に、同じ物理接続上の他のVLANを使用して動作する独立した論理ネットワークです。VLANを使用することで、必要な物理接続およびNICの数を最小にし、さらにトラフィックを同時に分離します。各VLANには、異なるVLAN IDが割り当てられます。取り付けられたVLANスイッチでは、VLAN IDを使用して、同じリンク上で動作する異なるVLAN間のトラフィックを分離します。VLANは、構成後、個別の物理接続とまったく同様に機能します。




	
注意:

仮想LANは、使用する前に物理スイッチで構成する必要があります。












データベース構成オプションの選択

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle Database Applianceのデータベース・デプロイメント・オプション


	
Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート




続行する前に、この章の「チェックリスト表」に記載されているチェックリスト表を印刷できます。このチェックリストを使用して、決定や、計画済のOracle Database Applianceの構成のために収集する情報を記録します。



Oracle Database Applianceのデータベース・デプロイメント・オプション

Oracle Appliance Managerでは、Oracle Database Applianceの内部にミラー化されたディスク上にOracle Databaseソフトウェアをインストールします。Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの初期デプロイ中に、データベースの作成ができ、あるいはデータベース作成を先送りできます。デプロイ中に初期データベースの作成を計画している場合、次のオプションから1つを選択する準備をします。

	
Enterprise Edition: 次の特性がある、Oracle Database 11gリリース2 Enterprise Edition (自動フェイルオーバーなし)

	
シングル・インスタンスのOracle Database Enterprise Editionホーム


	
ノード0にインストール済(この後にoakcli create databaseコマンドを使用していずれかのノードに追加のデータベースを作成できます)。





	
Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC) One Node: 次の特性がある、Oracle RAC One Node 11gリリース2

	
Oracle RAC One Nodeに指定のOracle Database Applianceホーム・ノードがある


	
両方のサーバーにOracle RACソフトウェアがインストール済


	
自動フェイルオーバー


	
Enterprise Editionライセンスが必要


	
各サーバーにOracle RAC One Nodeライセンスが必要(1つの例外: 1つのサーバーをバックアップ・サーバーとして指定する場合、10日ルールに従ってライセンスなしでサーバーを使用できます)。




	
関連項目:

次のURLから入手できる10日間ルールの詳細はOracleソフトウェア投資ガイドを参照
http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/sig-070616.pdf













	
Oracle RAC: 次の特性がある、Oracle Real Application Clusters 11gリリース2

	
Oracle RACホーム


	
両方のサーバーにOracle RACソフトウェアがインストール済


	
Enterprise Editionライセンスが必要


	
各サーバーにOracle RACライセンスが必要(10日ルールに不適格)












Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート

Oracle Database Applianceソフトウェアには、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。各データベース・クラスには様々なワークロード・プロファイルおよびパフォーマンス要件があります。テンプレートには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれています。テンプレートは、Oracle Database Applianceハードウェアのバージョンごとに若干異なります。ご使用のハードウェアに適したリストを使用して、有効なテンプレートを見つけてください。

Oracle Database Appliance X4-2には、次のテンプレートのうち1つを選択します。

	
超極小規模: SGA 2MB、PGA 1GB、200プロセス、16MBログ・バッファ、1GB オンラインREDOログ・ファイル


	
非常に小規模: SGA 4GB、PGA 2GB、200プロセス、16MBログ・バッファ、1GBオンラインREDOログ・ファイル


	
小規模: SGA 8GB、PGA 4GB、400プロセス、16MBログ・バッファ、1GB REDOログ・ファイル


	
中規模: SGA 16GB、PGA 8GB、800プロセス、32MBログ・バッファ、2GB REDOログ・ファイル


	
大規模: SGA 24GB、PGA 12GB、1200プロセス、64MBログ・バッファ、4GB REDOログ・ファイル


	
非常に大規模: SGA 48GB、PGA 24GB、2400プロセス、64MBログ・バッファ、4GB REDOログ・ファイル


	
超巨大規模: SGA 64GB、PGA 32GB、3200プロセス、64MBログ・バッファ、4GB REDOログ・ファイル


	
超超巨大規模: SGA 96GB、PGA 48GB、4800プロセス、64MBログ・バッファ、4GB REDOログ・ファイル




Oracle Database Appliance X3-2には、次のテンプレートのうち1つを選択します。

	
超極小規模: SGA 2MB、PGA 1GB、200プロセス、16MBログ・バッファ、1GB オンラインREDOログ・ファイル


	
非常に小規模: SGA 4096MB、PGA 2048MB、200プロセス、16MBログ・バッファ、1GBオンラインREDOログ・ファイル


	
小規模: SGA 8192MB、PGA 4096MB、400プロセス、16MBログ・バッファ、1GB REDOログ・ファイル


	
中規模: SGA 16384MB、PGA 8192MB、800プロセス、32MBログ・バッファ、2GB REDOログ・ファイル


	
大規模: SGA 24576MB、PGA 12288MB、1200プロセス、64MBログ・バッファ、4GB REDOログ・ファイル


	
非常に大規模: SGA 49152MB、PGA 24576MB、2400プロセス、64MBログ・バッファ、4GB REDOログ・ファイル


	
超巨大規模: SGA 65536MB、PGA 32768MB、3200プロセス、64MBログ・バッファ、4GB REDOログ・ファイル




Oracle Database Applianceには、次のテンプレートのうち1つを選択します。

	
超極小規模: SGA 2MB、PGA 1GB、200プロセス、16MBログ・バッファ、1GB オンラインREDOログ・ファイル


	
非常に小規模: SGA 4096MB、PGA 2048MB、200プロセス、16MBログ・バッファ、1GBオンラインREDOログ・ファイル


	
小規模: SGA 8192MB、PGA 4096MB、400プロセス、16MBログ・バッファ、1GB REDOログ・ファイル


	
中規模: SGA 16384MB、PGA 8192MB、800プロセス、32MBログ・バッファ、2GB REDOログ・ファイル


	
大規模: SGA 24576MB、PGA 12288MB、1200プロセス、64MBログ・バッファ、4GB REDOログ・ファイル


	
非常に大規模: SGA 49152MB、PGA 24576MB、2400プロセス、64MBログ・バッファ、4GB REDOログ・ファイル







	
注意:

テンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されているため、これらのテンプレートを使用することを強くお薦めします。
Oracle Appliance ManagerまたはDatabase Configuration Assistant (DBCA)のいずれかを使用して、Oracle Database Appliance上にデータベースを作成します。テンプレートは両方のユーティリティで使用できます。












	
関連項目:

システムに適したテンプレートの選択に役立つ情報は、付録C「Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定」を参照














Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのODA_BASEのサイズ設定

データベースをOracle Database Appliance仮想化プラットフォームにデプロイする予定の場合は、この項を一読してODA_BASEドメインのサイズ設定に役立ててください。ODA_BASEドメインは、Oracle Grid InfrastructureおよびOracle Databaseにメモリーおよび演算能力を提供します。

ODA_BASEアーキテクチャは、ノード上の他の仮想ドメインのアクティビティがデータベースのパフォーマンスに影響することを防ぎます。ODA_BASEのサイズを設定するためにOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのテンプレートを使用することを強くお薦めします。使用しているバージョンのOracle Database Applianceで使用可能なテンプレートは、次の適切な表および関連情報を参照してください。

次の表では、Oracle Database Appliance X4-2上でODA_BASEのサイズ設定に利用可能なコア数およびRAMメモリーのサイズを示します。最も小さいコア数であっても2つの非常に小規模なデータベースに対応できるため、表には関連データベース・テンプレートに関する情報が含まれていません。特定のコア数のODA_BASEで動作するデータベース・クラスの組合せを判断するには、各データベースのPGAおよびSGAサイズの合計が必要です。これらのサイズについては、「Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート」の項にあるOracle Database Appliance X4-2のデータベース・テンプレートのリストで検索します。


表2-1 Oracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォームでデータベース・テンプレートを選択するためのコア数およびRAMサイズ

	コア数(ノードごと)	RAMサイズ(GB)
	
2

	
32


	
4

	
64


	
6

	
96


	
8

	
128


	
10

	
160


	
12

	
192


	
14

	
224


	
16

	
244


	
24

	
244








次の表では、Oracle Database Appliance X3-2上でODA_BASEのサイズ設定に利用可能なコア数およびRAMメモリーのサイズを示します。最も小さいコア数であっても2つの非常に小規模なデータベースに対応できるため、表には関連データベース・テンプレートに関する情報が含まれていません。特定のコア数のODA_BASEで動作するデータベース・クラスの組合せを判断するには、各データベースのSGAおよびPGAサイズの合計が必要です。これらのサイズについては、「Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート」の項にあるOracle Database Appliance X3-2のデータベース・テンプレートのリストで検索します。


表2-2 Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォームでデータベース・テンプレートを選択するためのコア数およびRAMサイズ

	コア数(ノードごと)	RAMサイズ(GB)
	
2

	
32


	
4

	
64


	
6

	
96


	
8

	
128


	
10

	
160


	
12

	
192


	
14

	
224


	
16

	
244








次の表では、Oracle Database Appliance上でODA_BASEのサイズ設定に利用可能なコア数およびRAMメモリーのサイズを示します。この表には、コア・サイズごとに同等のデータベース・テンプレートも示すため、データベースを1つしかデプロイしない場合は、データベース要件に合ったコア数を選択します。


表2-3 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのデータベース・テンプレートとコア数およびRAMサイズの適合

	コア数(ノードごと)	RAMサイズ(GB)	関連データベース・テンプレート
	
2

	
16

	
超極小規模


	
2

	
16

	
非常に小規模


	
4

	
32

	
小規模


	
6

	
48

	
中規模


	
8

	
64

	
大規模


	
10

	
80

	
非常に大規模


	
12

	
88

	
超巨大規模








デプロイを予定しているOracle Databaseが1つのみの場合は、Oracle Databaseに選択するテンプレートと同じ名前を持つODA_BASEのテンプレートを使用してください。ただし、ODA_BASEテンプレートと同じサイズ分類のデータベース・テンプレートを選択する必要はありません。たとえば、小サイズのODA_BASEテンプレートを使用して2つの極小サイズ・データベースをホストします(大サイズのODA_BASEテンプレートを使用すると、1つの大サイズ・データベースと1つの小サイズ・データベースをホストするか、または1つの中サイズ・データベースと1つの小サイズ・データベースおよび2つの極小サイズ・データベースをホストします)。テンプレート・サイズを選ぶときは、選択したデータベース・テンプレートの合計要件がODA_BASEテンプレートの容量を超えないよう注意してください。








システム要件の情報収集

この項の前半の「チェックリスト表」では、Oracle Database Applianceのデプロイ前に収集する必要がある情報について説明します。「チェックリスト表」には4つ表があり、表ごとに情報タイプが異なります(これらの表は印刷し、見つけて確定した値を記入するのに使用できます)。この項の後半の「その他の構成情報」には、Oracle Database Applianceのデプロイメントを開始する前に、ストレージおよびネットワークの管理者と共有する必要があるその他の情報を示します。



チェックリスト表

必要に応じて、ご使用のシステムに適したチェックリスト表を印刷して、進捗の記録や、システム要件に関して収集した情報を保存するために使用します。


システム詳細のチェックリスト

次の表は、必要なシステム情報のチェックリストです。選択した値を1列目(値列)に記録しながらチェックリストを進んでいきます。


表2-4 システム詳細構成のチェックリスト

	値	システム情報	説明
		
システム名

	
Oracle Database Applianceで実行しているクラスタの名前を指定します。この名前は、Oracle Database Applianceネットワーク・アドレスのデフォルトのルート・ワードとしても使用されます。この名前は、RFC-952標準に記載されているホスト名の仕様に準拠している必要があります。たとえばこの名前は、英数字の名前である必要があり、数字で始めることはできません。


		
リージョン

	
Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のリージョンを選択します。


		
タイムゾーン

	
Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のタイム・ゾーンを選択します。


		
データベース・デプロイメント

	
操作するデプロイメント・オプションのタイプを次から選択します。

	
Oracle Database Enterprise Edition (EE)


	
Oracle RAC One Node


	
Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)














	
注意:

13文字を超えるhost nameは使用しないでください。host nameの長さ合計は15文字までですが、Oracle Appliance Managerでは指定したhost nameに-cという2文字が追加されます。また、host nameにはすべて小文字を使用することをお薦めします。












カスタム・ノードのネットワーク・アドレス構成のチェックリスト

デフォルトで、ネットワーク・インタフェースの名前は、インストール中に指定したOracle Database Applianceのシステム名から導出されます。また、デフォルトで、パブリックIPアドレス用のアドレスは、ノード0のパブリックIPアドレスに指定したアドレスから順に割り当てられます。

構成に指定する名前とアドレスがドメイン・ネーム・サーバー(DNS)で構成されていることを確認してください。パッチ・セット1以降を使用すると、DNSが使用不可能であっても、指定したアドレスは、IPの名前およびアドレスの解決を提供するために/etc/hostsファイルで構成されます。

Oracle Database Appliance X4-2をデプロイする場合、オプションで、銅線パブリック・ネットワークまたはファイバー・パブリック・ネットワークに接続できます。ネットワーク計画が正しいタイプのパブリック・ネットワークに基づいていることを確認します。

DNSを使用して、単一クライアント・アクセス名(SCAN)のアドレス指定を許可することをお薦めします。SCANの詳細は、「ネットワーク管理構成のチェックリスト」を参照してください。DNSを使用しないでデプロイしたのに、後でDNSを作成してSCANを追加する場合、『Oracle Database Applianceリリース・ノートfor Linux x86-64』に記載されているように追加のVIPアドレスを指定する必要があります。

カスタム構成を実行し、IPアドレスを自分で選択するには、次の表を使用して、Oracle Database Applianceシステムの必須アドレスのネットワーク・アドレスを構成するのに役立てます。次のノード・アドレスの完全修飾ドメイン名(完全名およびIPアドレス)を取得します。完了した項目をチェック列でマークし、使用しようとしている非デフォルト値をカスタム値列に記録しながら、チェックリストを進んでいきます。


表2-5 ネットワーク・アドレス構成のチェックリスト

	チェック	必須情報	デフォルト値	カスタム値(該当する場合)
		
ドメイン名

	
なし

	
		
DNSサーバー(1次、2次、3次)

	
なし。

	
		
サブネット

Oracle Database Applianceに割り当てられたすべてのネットワーク・アドレスは、同じサブネット上にある必要があります

	
デフォルトで、ノード0のパブリックIPアドレス用のIPアドレスを入力した場合、Oracle Database Applianceのその他のIPアドレスは、ノード0のパブリック・アドレス、ノード1のパブリック・アドレス、ノード0のVIPアドレス、ノード1のVIPアドレス、SCANアドレスの順序で入力されます。

	
		
ノード0のOracle ILOM SPホスト名(オプション)

	
systemname1-ilom

	
		
ノード1のOracle ILOM SPホスト名(オプション)

	
systemname2-ilom

	
		
単一クライアント・アクセス名(SCAN)

SCANは、クラスタに使用される仮想IP名です。DNSでSCANを構成し、ランダムに2つのIPアドレスに解決します。

	
systemname-scan

	
		
ノード0のパブリックIPアドレス

	
systemname1

	
		
ノード0の仮想IPパブリックIPアドレス

	
systemname1-vip

	
		
ノード1のパブリックIPアドレス

	
systemname2

	
		
ノード1の仮想IPパブリックIPアドレス

	
systemname2-vip

	
		
ネットマスク

	
255.255.252.0

	
		
ゲートウェイ

	
なし

	









	
注意:

正しく構成されたOracle Database Applianceでは、ノードに対して同じサブネット上で少なくとも6つのパブリック・アドレスが必要です。つまり、各ノードのパブリックおよび仮想のIP名とアドレス、およびクラスタの単一クライアント・アクセス名(SCAN)に解決される2つのアドレスが必要です。
すべての名前は、英数字とハイフン("-")は使用できるがアンダースコア("_")は使用できないという、RFC-952標準に準拠している必要があります。









各ノードにパブリック・インタフェース用のIPアドレスを指定します。このインタフェースは、Oracle Database仮想化プラットフォームのbond0またはEth1 (Eth2とEth3のボンド)で、ノードのホストIPアドレスに使用されます。

カスタム・インストールを選択した場合、次のうち必要なオプションのインタフェースに名前およびアドレスを指定できます。

	
bond1 (イーサネット・ボンド)


	
bond2 (イーサネット・ボンド)


	
xbond0 (バックアップなど、大容量転送用)




bond1およびbond2を、管理、バックアップ、障害時リカバリまたはネットワーク・インタフェースを必要とするその他のオプションに使用します。各インタフェースのネットマスクおよびゲートウェイを指定する準備をします。





システム管理構成のチェックリスト

次の表に示された情報があることを確認します。完了した項目をチェック列でマークし、使用しようとしている非デフォルト値を値列に記録しながら、チェックリストを進んでいきます。


表2-6 システム構成情報のチェックリスト

	チェック	必須情報	値
		
Oracle Database Applianceのサーバー名

	
		
Oracle Database Applianceのサーバー・ドメイン名

	
		
パブリック・ゲートウェイ・アドレス

	
		
ドメイン・ネーム・サーバー(DNS)アドレス

	
		
ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)サーバー・アドレス

	
		
サブネット・マスク

	
		
Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)ローカル・シリアル・コンソール

	
		
ノード0のOracle ILOMが割り当てられたサーバーのSPアドレス

	
		
ノード1のOracle ILOMが割り当てられたサーバーのSPアドレス

	
		
ノード0に構成されたOracle ILOMホスト名

	
		
ノード1に構成されたOracle ILOMホスト名

	
		
ネットワーク・ケーブルは、隣の値列に示すように、すべてのIPアドレス・ポートに接続されています

	
	
パブリック・ネットワーク・スイッチに接続された、パブリック・ネットワーク・アクセス用の、bond0 (Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの場合はEth1)として構成された、2つのイーサネット・ポート。


	
パブリック・ネットワーク・スイッチに接続された、パブリック・ネットワーク・アクセス用の、bond1 (Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの場合はEth2)として構成された、2つのイーサネット・ポート。


	
パブリック・ネットワーク・スイッチに接続された、パブリック・ネットワーク・アクセス用の、bond2 (Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの場合はEth3)として構成された、2つのイーサネット・ポート。


	
パブリック・ネットワーク・スイッチに接続された、10 GbEインフラストラクチャ(オプション)のパブリック・ネットワーク・アクセス用の、xbond0 (Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの場合はEth4)として構成された、2つのイーサネット・ポート。


	
パブリック・ネットワーク・スイッチに接続された、Oracle ILOMソフトウェア(オプション)への接続の1つのイーサネット・ポート(NET MGT)


	
端末またはターミナル・エミュレータに接続された、ローカルOracle ILOMインタフェースの1つのシリアル管理ポート(SER MGT)














	
注意:

ファイバー・パブリック・ネットワーク接続を定義すると、PCIeボードにbond0が構成されます。








Oracle Database Appliance管理者に対する質問

	
各サーバーのローカル・システム時間が同期されるように、各サーバーにネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)サービスが構成されていますか。

NTPサーバーがあり、NTPを使用してノード間の時刻を同期化する場合、サーバーのアドレスを指定する準備をしてください。それ以外の場合は、Oracle Grid Infrastructureソフトウェアが、クラスタ時刻同期化サービス(CTSS)を使用して、ノード間の時刻の同期化を行います。


	
パブリックIPアドレスのケーブルは、クラスタの単一点障害を回避するために、冗長なスイッチに差し込まれていますか。


	
Oracle Database Applianceには、どのルート・パスワードを使用する必要がありますか。ルート・パスワードは、ご使用のシステムのセキュリティ要件に従う必要があります。











その他の構成情報

この項に含まれている情報に、注意する必要があります。Oracle Database Applianceのデプロイを計画している環境の適性を把握するために、この情報を他のシステム管理者と共有することも必要です。


ストレージ構成のチェックリスト

ストレージ管理は、Oracle Database Applianceに統合されています。追加のストレージ構成は必要ありません。

Oracle Database Applianceには、両方の操作ファイル(オペレーティング・システム、Oracle Grid Infrastructureホーム、Oracle Databaseホーム、ツール)、ユーザー・データ(データベース・ファイル)およびログ・ファイル(データベースREDOログ)用に統合されたストレージが含まれています。操作ファイルは、各サーバー内のミラー化された内部システム・ディスクに格納されています。データ・ファイルおよびデータベースREDOログ・ファイルは、次のようにディスクに格納されます。

	
Oracle Database Appliance X4-2およびOracle Database Appliance X3-2では、データ・ファイルはストレージ・シェルフおよびオプションのストレージ拡張シェルフに格納されます。


	
Oracle Database Appliance X4-2およびOracle Database Appliance X3-2では、データベースREDOログ・ファイルはストレージ・シェルフおよびオプションのストレージ拡張シェルフの半導体ドライブ(SSD)に格納されます。


	
Oracle Database Applianceでは、データ・ファイルおよびデータベースREDOログ・ファイルは共有ストレージ・ベイに格納されます。







	
注意:

ディスク・ハードウェアの容量は1 KB = 1,000バイトとして計算されますが、ソフトウェアの記憶域要件は1 KB = 1,024バイトに基づいています。つまり、定格容量900GBのディスクにはソフトウェア記憶域が約860GBしかありません。












ネットワーク管理構成のチェックリスト

DNSで名前およびアドレスを構成する前に、英数字とハイフン("-")は使用できるがアンダースコア("_")は使用できないという、RFC 952標準にすべてのネットワーク名が準拠していることを確認します。

次の表を確認して、Oracle Database Applianceに必要なIPアドレスの少なくとも最小数をネットワーク管理者が予約していることを確認します。この表には、該当する場合、デフォルトのIPアドレスも示します。


表2-7 IPアドレス要件

	タイプ	ベア・メタルのIPアドレス最小数	仮想化プラットフォームのIPアドレス最小数
	
ホストIP

	
2

	
2 (ODA_BASE用)


	
プライベートIP

	
4

192.168.16.24

192.168.16.25

192.168.17.24

192.168.17.25

	
4

192.168.16.24 (Dom 0用)

192.168.16.25 (Dom 1用)

192.168.16.27

192.168.16.28


	
Dom 0 IP

	
0

	
2


	
RAC VIP

	
2

	
2


	
SCAN IP

	
2

	
2


	
Oracle ILOM IP

	
2

	
2


	
ユーザー仮想マシン

	
0

	
各VMに対して1つ以上








Oracle Database Applianceに関して構成したアドレスが次の3つの条件を満たすことをネットワーク管理者に確認します。

	
静的なIPアドレス


	
他のすべてのIPアドレス、仮想IP (VIP)アドレス(Real Application Clusters通信で使用)およびSCANアドレスと同じサブネット


	
これには次の機能が含まれます。




	
次の特性がある、各ノードのパブリックIPアドレス:

	
各ノードへのインストール前にDNS上に構成され、インストール前にそのノードに対して解決可能





	
次の特性がある、各ノードのVIPアドレス:

	
各ノードへのインストール前にDNS上に構成されるが、現在は使用されていない





	
次の特性がある、Oracle Database ApplianceのSCAN:

	
SCANとして指定された名前に2つのIPアドレスが関連付けられ、両方のアドレスがランダムな順序でDNSによってリクエスタに返されるように、インストール前にDNS上で構成されている


	
インストール前にDNS上に構成され、現在は使用されていないアドレスに解決される


	
数字以外で始まる名前を使用する










	
注意:

プライベート・ネットワークのIPアドレスおよびサブネットは変更しないでください。また、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームを使用している場合は、第4章「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのOracleソフトウェアのデプロイ」で説明されているように追加のIPアドレスが必要になります。










	
注意:

SCANをNetwork Information Service (NIS)で構成することはできません。










	
関連項目:

SCANに関する包括的概要はOracle Technology Networkのテクニカル・ペーパー、単一クライアント・アクセス名(SCAN)を参照:
http://www.oracle.com/technetwork/database/clustering/overview/scan-129069.pdf


















Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの使用

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータは、デプロイ・プランを入力したり実際のデプロイ前にネットワーク設定を検証できるJavaベースのツールです。コンフィギュレータは、ローカル・クライアント・システム(Windows、Linux、UNIXシステムのいずれか)にダウンロードして実行します。

コンフィギュレータ・セッションの終了時には、デプロイ・プランを構成ファイルに保存できます。デプロイの準備ができたら、この構成ファイルをOracle Database Applianceにコピーすると、オンラインのOracle Appliance Managerコンフィギュレータがこの内容を使用してプランをデプロイします。また、ファイルのコンテンツを印刷し、この印刷をチェックリストとして使用して外部ネットワーク構成を設定できます。

構成ファイルを保存する前に、ネットワーク設定をテストすることをお薦めします。ただし、このテストは、Oracle Database Applianceに使用するのと同じネットワークにクライアント・システムが接続されている場合のみ、正しく機能します。

コンフィギュレータの実行の手順:

	
Oracle Database Applianceのバージョンに対応するスタンドアロンOracle Appliance Managerコンフィギュレータをダウンロードします。すべてのバージョンのコンフィギュレータは、次のURLにある「Overview」ページで入手できます。


http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/engineered-systems/database-appliance/index.html





	
注意:

Oracle Database Applianceがすでに使用可能であり、構成オプションを理解している場合は、事前にインストールされているコンフィギュレータをOracle Database Applianceのノード0から実行して、1回のセッションでデプロイを完了できます。ただし、構成をデプロイする前に、次の2つの章で説明されているように、初期ネットワークを構成して、エンドユーザー・バンドルをインストールするかODA_BASEを構成する準備ステップを完了する必要があります。








	
Windowsクライアント上でコマンドconfig.bat、またはLinuxクライアント上でコマンド./config.shを使用して、コンフィギュレータを起動します。Oracle Appliance Managerの「Welcome」ページが表示されます。

[image: oam_welcome.pngの説明が続きます]



「Next」をクリックします。


	
「Configuration Type」ページで、構成タイプ、環境およびハードウェアについてオプションを選択します。「Browse」をクリックして、既存の構成ファイルをオプションでロードできます。

[image: oam_configtype.pngの説明が続きます]



「Typical」構成は推奨オプションですが、Oracle Database ApplianceをSAPデータベースおよびアプリケーションに使用する場合を除きます(その場合は「SAP Application」を選択します)。「Custom」オプションは、次の1つ以上の項目について、追加または代替のネットワーク・インタフェースを構成するかデフォルト値を上書きする場合に選択します。

	
データベース・ブロック・サイズ、言語、地域、バックアップ・ファイルの場所、またはDATAおよびRECOディスクグループのディスク冗長性レベル


	
Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)サーバー


	
Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成


	
Oracle Cloud File Systemのファイル・システムとサイズ


	
ネットワーク・タイム・プロトコル・サーバー




「Typical」または「Custom」オプションを選択する前に、「Custom」オプションを使用してコンフィギュレータを実行して、ご使用のバージョンのOracle Database Applianceのデフォルト値を確認します。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをインストールしている場合は、環境オプションとして「Virtualized Platform」を選択するか、デフォルト値「Bare Metal」のままにします。X3-2またはX4-2ハードウェアでインストールしている場合は、ハードウェア・オプションとして「ODA-X3-2」または「ODA-X4-2」をそれぞれ選択するか、デフォルト値「ODA V1」のままにします。

初回実行時、「Browse」オプションは、ロードする構成ファイルがまだ作成されていないため役に立ちません。

この例では、「Typical」、「Virtualized Platform」および「ODA-X4-2」の各オプションが選択されています。




	
注意:

「SAP Application」のオプションは、ベア・メタル・オプションでのみ有効です。







「Next」をクリックします。


	
「System Information」ページで、システム名を指定し、リージョンおよびタイム・ゾーンのリストから正しい値を選択します。

「Database Deployment」フィールドで、必要なデータベース・デプロイメントのタイプを選択します。

	
Oracle Database Enterprise Edition (Oracle RACなし)


	
Oracle RAC One


	
Oracle RAC




「New Root Password」および「New Root Password (confirm)」フィールドに、rootユーザーの新しいパスワードを入力します。このパスワードは構成ファイル内で暗号化され、デプロイメント時にパスワードをリセットするために暗号化解除されて使用されます。

[image: oam_sysinfo.pngの説明が続きます]



「Next」をクリックします。


	
「Network Information」ページに、ドメイン名、DNSサーバー・アドレス、2つのノードのパブリック・アドレスとVIPアドレス、SCAN名とアドレス、ネットマスク・アドレスおよびゲートウェイ・アドレスを指定します。次に例を示します。

[image: oam_gennet.pngの説明が続きます]



この画面にデータを入力するとき、一部のフィールドでは、先に入力した値から導出された値があらかじめ設定されます。たとえば、ノード0のパブリックIPアドレスに指定したアドレスが192.0.2.18の場合、ノード・アドレスは次のように割り当てられます。

	
ノード0のパブリックIPアドレス: 192.0.2.18


	
ノード1のパブリックIPアドレス: 192.0.2.19


	
ノード0の仮想IP (VIP)アドレス: 192.0.2.20


	
ノード1の仮想IP (VIP)アドレス: 192.0.2.21


	
SCANアドレス(SCAN VIP名に解決される2つのアドレス): 192.0.2.22、192.0.2.23







	
関連項目:

非標準パブリックIPアドレスの要件の詳細は、この章の「カスタム・ノードのネットワーク・アドレス構成のチェックリスト」を参照







「Next」をクリックします。


	
「Database Information」ページで、初期データベースを作成するかどうかを選択します。データベースを作成するボックスをチェックした場合は、Oracle Enterprise Manager Controlを作成するボックスもチェックしてデータベースの詳細を指定します。これらの詳細にはデータベース名(入力必須)の他に、データベース構成テンプレートとデータベース言語があり、いずれも使用可能な値から選択します。(適切なテンプレートの選択に役立つガイドラインは「Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート」を参照してください。)しかし、初期データベースを作成しない場合は、「Create Initial Database」チェック・ボックスを選択しないでください。

[image: oam_dbinfo.pngの説明が続きます]



「Next」をクリックします。


	
「Network Validation」ページで、ネットワーク設定を検証して、検証出力をファイルに保存するか、または、次の例に示すように、「Skip Network Validations」チェック・ボックスを選択して検証ステップを省きます。

[image: oam_netval.pngの説明が続きます]



構成のデプロイ前にネットワークを検証することをお薦めします。ただし、アプライアンス用に構成したネットワーク・サブネットに属するサーバーでOracle Appliance Managerコンフィギュレータを実行していないかぎり、検証は失敗します。このような場合は、「Skip Network Validations」チェック・ボックスを選択してから「Next」をクリックして、次のページに進みます。検証を実行した場合は、結果を確認します。結果を確認した後、続行する準備ができたら、「Next」をクリックします。検証が失敗した場合は、これらの結果をネットワーク管理者とともに確認するために検証出力を保存します。入力した構成情報を保存し、ネットワーク・アドレスを後で修正するには、「Skip Network Validations」を選択して「Next」をクリックし、次のページに進みます。


	
「Summary」ページで、選択した構成オプションを確認します。「Save」をクリックして構成ファイルを保存するか、「Back」をクリックして選択内容を変更します。

構成ファイルのコンテンツを印刷し、この印刷を使用してデプロイ・プランのために構成エントリを確認できます。「Oracle Database Applianceでの構成のデプロイ」および「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの構成のデプロイ」で説明されているように、実際のデプロイ時に構成ファイルを使用することもできます。

[image: oam_summary.pngの説明が続きます]



Oracle Database Applianceでコンフィギュレータを実行しているとき、初期ネットワークを構成してエンドユーザー・バンドルをインストールするかODA_BASEをデプロイする準備ステップを完了したら、「Install」をクリックして、作成した構成をデプロイできます。デプロイを完了する準備が整っていない場合は、まず「Save」をクリックし、次に「Finish」をクリックします。次の各章で説明されているように、必要に応じてファイルをOracle Database Applianceにコピーできるように、名前と場所を覚えておきます。また、オフラインのOracle Appliance Managerコンフィギュレータを再実行し、デプロイメントの前に構成ファイルをロードし、変更して保存することもできます。









第2項: インストールおよび構成タスク

この項では、ベア・メタル・システム(第3章「ベア・メタルOracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ」を参照)または仮装化プラットフォーム(第4章「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのOracleソフトウェアのデプロイ」を参照)をデプロイする前にOracle Database Applianceで完了する必要がある次のタスクについて説明しています。

	
Oracle Database Appliance X4-2へのケーブルおよび周辺機器の取付け


	
Oracle Database Appliance X3-2へのケーブルおよび周辺機器の取付け


	
電源コードの取付けとOracle Database Applianceの初回電源投入


	
Oracle Integrated Lights Out Managerの構成


	
初期ネットワークの構成


	
Oracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンの確認









Oracle Database Appliance X4-2へのケーブルおよび周辺機器の取付け

この項は、Oracle Database Appliance X4-2の配線について説明し、次に概説する5つの部分で構成されています。

	
Oracle Database Appliance X4-2へのインターコネクト・ケーブルの取付け

Oracle Database Appliance X4-2の2つのノード間で、提供されるインターコネクト・ケーブルのペアの一方を設置します。この項では、これらのケーブルの接続に使用可能な2つのオプションについて説明します(1つは銅線パブリック・ネットワークを設置するためのオプション、もう1つはファイバー・パブリック・ネットワークを設置するためのオプションです)。


	
Oracle Database Appliance X4-2ストレージ・シェルフへのケーブルの取付け

製品に同梱されているインターコネクト・ケーブルを使用してOracle Database Appliance X4-2ノードをストレージ・ユニットに接続します。製品に同梱されている『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』にも同じ配線情報が記載されています。


	
Oracle Database Appliance X4-2への周辺機器の取付け

Oracle Database Appliance X4-2への対話型アクセス用にキーボード、マウスおよびモニターを追加します。


	
Oracle Database Appliance X4-2へのストレージ拡張シェルフの追加

実行中のOracle Database Appliance X4-2に、ストレージ拡張シェルフを追加します。


	
Oracle Database Appliance X4-2ストレージ拡張シェルフへのケーブルの取付け

製品に同梱されているケーブルを使用して、ストレージ拡張シェルフへの配線を完了します。新規Oracle Database Appliance X4-2の一部として設置されるストレージ拡張シェルフ用と、既存システムに追加されたストレージ拡張シェルフ用のこれらの手順は同一です。




最初の3つの部分を完了して、Oracle Database Appliance X4-2ノード間のインターコネクトを追加し、データベース・ストレージにノードを取り付け、周辺機器を接続します。ご使用のシステムにストレージ拡張シェルフが含まれている場合にのみ、4番目および5番目の部分で配線を完了します。



Oracle Database Appliance X4-2へのインターコネクト・ケーブルの取付け

Oracle Database Appliance X4-2の2つのノードを、同梱されているインターコネクト・ケーブルのペアの一方と接続します。一方のペアのインターコネクト・ケーブルはRJ45コネクタ付きのCat-6銅線ケーブルで、もう一方のペアはSFP+コネクタ付きのtwinaxケーブルです。各ペアの一方のケーブルは緑色の被覆で保護されているか各端に緑色のラベルが付いており、もう一方のケーブルは黄色の被覆で保護されているか各端に黄色のラベルが付いています。次のようにして、どちらのペアが必要かを決定して設置します。

	
Oracle Database Appliance X4-2からパブリック・ネットワークへの接続に銅線ケーブルが必要な場合は、ノードのインターコネクトにtwinaxのペアを使用します。twinaxインターコネクト・ケーブルを設置するには、図2-1および関連する手順を参照してください。この場合、提供される銅線インターコネクト・ケーブルを処分(または、別の目的で使用)します。


	
Oracle Database Appliance X4-2からパブリック・ネットワークへの接続にファイバー・ケーブルが必要な場合は、ノードのインターコネクトにCat-6のペア銅線ケーブルを使用します。銅線インターコネクト・ケーブルを設置するには、図2-2および関連する手順を参照してください。この場合、提供されるtwinaxインターコネクト・ケーブルを処分(または、別の目的で使用)します。





図2-1 パブリック・ネットワークへの銅線ケーブル接続を使用する場合のOracle Database Appliance X4-2とインターコネクトの配線

[image: 図2-1の説明は図の下にあります。]





前述の図は、パブリック・ネットワークに銅線ケーブルを使用する予定の場合に、Oracle Database Appliance X4-2インターコネクト用に提供されるtwinaxケーブルを接続する場所を示しています。色を区別できる場合は、被覆またはラベルが緑色と黄色のケーブルと、図に示されている色付き線を一致させます。また、ケーブルの色ラベルと、ソケット識別ラベルの背景色を一致させることもできます。色分けを使用できない場合は、この図のコールアウト番号を使用して手順に従います。インターコネクト・ケーブルは交換可能であるため、色分けを無視しても問題ありません。

インターコネクト・ケーブルは、ラベル番号1のPCIe3接続ストリップ(背面パネルの左側にあるPCIe3ストリップ)に差し込みます。ノード0の接続ストリップのNET 0ソケットに緑色のケーブル(コールアウト1)の一方の端を差し込み、もう一方の端をノード1のNET 0ソケットに差し込みます。同様に、ノード0の接続ストリップのNET 1ソケットに黄色のケーブル(コールアウト2)の一方の端を差し込み、もう一方の端をノード1のNET 1ソケットに差し込みます。


図2-2 パブリック・ネットワークにファイバー・ケーブルを使用する場合のOracle Database Appliance X4-2とインターコネクトの配線

[image: 図2-2の説明が続きます]





前述の図は、パブリック・ネットワークにファイバー・ケーブルを使用する予定の場合に、X4-2インターコネクト用に提供されるCat-6ケーブルを接続する場所を示しています。色を区別できる場合は、被覆またはラベルが緑色と黄色のケーブルと、図に示されている色付き線を一致させます。色分けを使用できない場合は、この図のコールアウト番号を使用して手順に従います。インターコネクト・ケーブルは交換可能であるため、色分けを無視しても問題ありません。

インターコネクト・ケーブルは、100 - 10 GbEラベルが付いた4ソケット接続ストリップ(前述の図の挿入図を参照)に差し込みます。ノード0の接続ストリップのNET 1ソケットに緑色のケーブル(コールアウト1)の一方の端を差し込み、もう一方の端をノード1のNET 1ソケットに差し込みます。同様に、ノード0の接続ストリップのNET 0ソケットに黄色のケーブル(コールアウト2)の一方の端を差し込み、もう一方の端をノード1の接続ストリップのNET 0ソケットに差し込みます。






Oracle Database Appliance X4-2ストレージ・シェルフへのケーブルの取付け

次の図を使用して、単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X4-2に、提供されるケーブルを差し込む手順を説明します。色を区別できる場合は、各ケーブルの端にあるラベルと、次の図に示されている色付き線を一致させます。また、ケーブルの色と、ソケット識別ラベルの背景色を一致させることもできます。色分けを使用できない場合は、表2-8で説明されているコールアウト番号を使用して単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X4-2の配線を完了します。終端が同じケーブルはすべて交換可能であるため、色分けを無視しても問題ありません。


図2-3 ストレージ・シェルフ用のOracle Database Appliance X4-2のケーブル

[image: 図2-3の説明は図の下にあります。]





前述の図および次の表に記載されているケーブルは、出荷される各Oracle Database Appliance X4-2製品に同梱されています。これらのケーブルはすべて黒ですが、各端に色付きラベルが付いており、説明におけるケーブルの色の参照および背面パネルのラベルの色と一致します。




	
注意:

各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットには"X PCIe3"というラベルが付いています。"X"はPCIeスロット番号です。表2-8では、これらのスロットをPCIeスロット1、PCIeスロット2およびPCIeスロット3と識別し、左から右に向かってラベルの番号と一致しています。ストレージ・シェルフの背面パネルには、2つのIOモジュールが上下に配置されています。各IOモジュールには、3つのポートがあり、0、1および2と番号が付いています。表2-8では、これらのポートを上部ポートまたは下部ポートと識別し、それぞれ上部IOモジュールのポートと下部IOモジュールのポートに対応します。








表2-8 単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X4-2の配線用コールアウトの説明

	図2-3のコールアウト番号	説明
	
1

	
ダークレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS1


	
終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート1





	
2

	
ダークブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS0


	
終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート0





	
3

	
ライトブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS1


	
終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート0





	
4

	
ライトレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS0


	
終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート1














	
関連項目:

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。







Oracle Database Appliance X4-2は、ストレージ拡張シェルフに2倍の容量のデータベース・ストレージを搭載して出荷できます。ストレージ拡張シェルフは、必要に応じて後で調達し、元のストレージ・シェルフに追加することもできます。既存システムにストレージ拡張シェルフを追加する必要がある場合は、「Oracle Database Appliance X4-2へのストレージ拡張シェルフの追加」および「Oracle Database Appliance X4-2ストレージ拡張シェルフへのケーブルの取付け」の手順に従います。






Oracle Database Appliance X4-2への周辺機器の取付け

Oracle Database Appliance X4-2には、モニターやキーボードなど、人間とのやり取りに使用するデバイスが装備されていません。(ネットワーク経由ではなく)直接ログインするには、ノード0のグラフィックス・カード・ポートにモニターを、USBポートにキーボードとマウスを取り付けます。キーボードおよびマウスの入力は次の図のコールアウト1を、モニター入力は同図のコールアウト2を参照してください。


図2-4 Oracle Database Appliance X4-2の周辺機器の接続(ノード0)

[image: 図2-4の説明は図の下にあります。]









Oracle Database Appliance X4-2へのストレージ拡張シェルフの追加

初めにOracle Database Appliance X4-2にストレージ・シェルフを1つのみ設置してデプロイした場合は、データベースまたはアプリケーションを停止することなく、いつでもストレージ拡張シェルフを追加できます。




	
ヒント:

データベースのアクティビティが比較的少ないときに、ストレージ拡張シェルフを追加することをお薦めします。Oracle Database Applianceが新規ストレージを認識するとすぐに、ASMがディスク・グループを自動的にリバランスするため、操作が完了するまでデータベースのパフォーマンスが低下する可能性があります。







ストレージ拡張シェルフを入手したら、次の手順に従ってユニットを設置してデプロイします。

	
可能な場合はストレージ拡張シェルフをOracle Database Appliance X4-2の下に、それ以外の場合は提供されるケーブルを接続するのに十分近い場所に物理的に配置します。




	
注意:

ストレージ拡張シェルフは通常、Oracle Database Applianceの下部の、ストレージ・シェルフの下に設置されます。しかし、ラックは通常、下から上へプロビジョニングされる必要があるので、空きがない場合があります。このような場合、システム全体をラックに再配置するのを避けるには、ストレージ拡張シェルフをサーバー・ノードの上に配置します。あるいは、別の隣接するラックに配置してもかまいません。








	
ストレージ拡張シェルフは、元のストレージ・シェルフとまったく同じ方法で設置します。提示されたラベルの適用およびラックへのユニットのマウントに関する詳細な手順は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』の第4章「ラックへのシステムの設置」を参照してください。


	
次の「Oracle Database Appliance X4-2ストレージ拡張シェルフへのケーブルの取付け」の説明または『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』に従って、提供されるケーブルを設置します。




	
注意:

データベースが既存するOracle Database Applianceにストレージ拡張シェルフを追加したときに、誤って接続すると、データ損失を招く可能性があります。








	
この章で後述する「電源コードの取付けとOracle Database Applianceの初回電源投入」に従って、提供される電源コードを取り付けます。




	
注意:

次の項「Oracle Database Appliance X4-2ストレージ拡張シェルフへのケーブルの取付け」で説明されているようにケーブルを増設するまで、電源を投入しないでください。













	
注意:

ストレージ拡張シェルフは、初期設定時に設置したものであろうと、後から追加したものであろうと、Oracle Database Applianceから取り外さないことをお薦めします。












Oracle Database Appliance X4-2ストレージ拡張シェルフへのケーブルの取付け

次の図を使用して、Oracle Database Appliance X4-2のストレージ拡張シェルフに、必要なケーブルを差し込む手順を説明します。参考までに、図には元のストレージ・シェルフ用のケーブルが記載されています。色を区別できる場合は、各ケーブルの端にあるラベルの色と、次の図に示されている色付き線を一致させます。また、ケーブルの色と、ソケット識別ラベルの背景色を一致させることもできます。色分けを使用できない場合は、表2-9で説明されているコールアウト番号を使用してストレージ拡張シェルフの配線を完了します。終端が同じケーブルはすべて交換可能であるため、色分けを無視しても問題ありません。


図2-5 ストレージ拡張シェルフ用のOracle Database Appliance X4-2のケーブル

[image: 図2-5の説明は図の下にあります。]





前述の図および次の表に記載されているケーブルは、出荷される各Oracle Database Appliance X4-2ストレージ拡張シェルフに同梱されています。これらのケーブルはすべて黒ですが、各端に色付きラベルが付いており、説明におけるケーブルの色の参照および背面パネルのラベルの色と一致します。




	
注意:

各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットには"X PCIe3"というラベルが付いています。"X"はPCIeスロット番号です。表2-11では、これらのスロットをPCIeスロット1、PCIeスロット2およびPCIeスロット3と識別し、左から右に向かってラベルの番号と一致しています。ストレージ拡張シェルフの背面パネルには、2つのIOモジュールが上下に配置されています。各IOモジュールには、3つのポートがあり、0、1および2と番号が付いています。表2-11では、これらのポートを上部ポートまたは下部ポートと識別し、それぞれ上部IOモジュールのポートと下部IOモジュールのポートに対応します。








表2-9 Oracle Database Appliance X4-2ストレージ拡張シェルフの配線用コールアウトの説明

	図2-5のコールアウト番号	説明
	
1

	
ダークレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS1


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、上部I/Oポート1





	
2

	
ダークブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS0


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、上部I/Oポート0





	
3

	
ライトブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS1


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、下部I/Oポート0





	
4

	
ライトレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS0


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、下部I/Oポート1














	
関連項目:

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。














Oracle Database Appliance X3-2へのケーブルおよび周辺機器の取付け

この項は、Oracle Database Appliance X3-2の配線について説明し、次に概説する4つの部分で構成されています。

	
単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X3-2へのケーブルの取付け

製品に同梱されているインターコネクト・ケーブルを使用してすべてのOracle Database Appliance X3-2構成に対する配線を完了します。製品に同梱されている『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』にも同じ配線情報が記載されています。


	
Oracle Database Appliance X3-2への周辺機器の取付け

Oracle Database Appliance X3-2への対話型アクセス用にキーボード、マウスおよびモニターを追加します。


	
Oracle Database Appliance X3-2へのストレージ拡張シェルフの追加

実行中のOracle Database Appliance X3-2に、ストレージ拡張シェルフを追加します。


	
Oracle Database Appliance X3-2ストレージ拡張シェルフへのケーブルの取付け

製品に同梱されているケーブルを使用して、ストレージ拡張シェルフへの配線を完了します。新規Oracle Database Appliance X3-2の一部として設置されるストレージ拡張シェルフ用と、既存システムに追加されたストレージ拡張シェルフ用のこれらの手順は同一です。




最初の2つの部分の手順を完了して、Oracle Database Appliance X3-2ノード間のインターコネクトを提供し、データベース・ストレージにノードを取り付け、周辺機器を接続します。ご使用のシステムにストレージ拡張シェルフが含まれている場合にのみ、3番目および4番目の部分を完了します。



単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X3-2へのケーブルの取付け

次の図を使用して、単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X3-2に、提供されるケーブルを差し込む手順を説明します。色を区別できる場合は、ケーブルの色(緑色のケーブルと黄色のケーブルの場合)または各ケーブルの端にあるラベルと、次の図に示されている色付き線を一致させます。また、ケーブルの色と、ソケット識別ラベルの背景色を一致させることもできます。色分けを使用できない場合は、表2-10で説明されているコールアウト番号を使用して単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X3-2の配線を完了します。終端が同じケーブルはすべて交換可能であるため、色分けを無視しても問題ありません。


図2-6 単一ストレージ・シェルフ用のOracle Database Appliance X3-2のインターコネクトとケーブル

[image: 図2-6の説明は図の下にあります。]





前述の図および次の表に記載されているケーブルは、出荷される各Oracle Database Appliance X3-2製品に同梱されています。緑色と黄色のインターコネクト・ケーブル以外のケーブルはすべて黒ですが、各端に色付きラベルが付いており、説明におけるケーブルの色の参照および背面パネルのラベルの色と一致します。




	
注意:

各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットには"X PCIe3"というラベルが付いています。"X"はPCIeスロット番号です。表2-10では、これらのスロットをPCIeスロット1、PCIeスロット2およびPCIeスロット3と識別し、左から右に向かってラベルの番号と一致しています。ストレージ・シェルフの背面パネルには、2つのIOモジュールが上下に配置されています。各IOモジュールには、3つのポートがあり、0、1および2と番号が付いています。表2-10では、これらのポートを上部ポートまたは下部ポートと識別し、それぞれ上部IOモジュールのポートと下部IOモジュールのポートに対応します。








表2-10 単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X3-2の配線用コールアウトの説明

	図2-6のコールアウト番号	説明
	
1

	
ダークブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS0


	
終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート0





	
2

	
ライトブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS1


	
終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート0





	
3

	
ダークレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS1


	
終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート1





	
4

	
ライトレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS0


	
終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート1





	
5

	
緑色の銅線ケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット1、NET0


	
終点: ノード1、PCIeスロット1、NET0





	
6

	
黄色の銅線ケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット1、NET1


	
終点: ノード1、PCIeスロット1、NET1














	
関連項目:

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。







Oracle Database Appliance X3-2は、ストレージ拡張シェルフに2倍の容量のデータベース・ストレージを搭載して出荷できます。ストレージ拡張シェルフは、必要に応じて後で調達し、元のストレージ・シェルフに追加することもできます。既存システムにストレージ拡張シェルフを追加する必要がある場合は、「Oracle Database Appliance X3-2へのストレージ拡張シェルフの追加」および「Oracle Database Appliance X3-2ストレージ拡張シェルフへのケーブルの取付け」の項の手順に従います。






Oracle Database Appliance X3-2への周辺機器の取付け

Oracle Database Appliance X3-2には、モニターやキーボードなど、人間とのやり取りに使用するデバイスが装備されていません。(ネットワーク経由ではなく)直接ログインするには、ノード0のグラフィックス・カード・ポートにモニターを、USBポートにキーボードとマウスを取り付けます。キーボードおよびマウスの入力は次の図のコールアウト1を、モニター入力は同図のコールアウト2を参照してください。


図2-7 Oracle Database Appliance X3-2の周辺機器の接続(ノード0)

[image: 図2-7の説明は図の下にあります。]









Oracle Database Appliance X3-2へのストレージ拡張シェルフの追加

初めにOracle Database Appliance X3-2にストレージ・シェルフを1つのみ設置してデプロイした場合は、データベースまたはアプリケーションを停止することなく、いつでもストレージ拡張シェルフを追加できます。




	
ヒント:

データベースのアクティビティが比較的少ないときに、ストレージ拡張シェルフを追加することをお薦めします。Oracle Database Applianceが新規ストレージを認識するとすぐに、ASMがディスク・グループを自動的にリバランスするため、操作が完了するまでデータベースのパフォーマンスが低下する可能性があります。







ストレージ拡張シェルフを入手したら、次の手順に従ってユニットを設置してデプロイします。

	
可能な場合はストレージ拡張シェルフをOracle Database Appliance X3-2の下に、それ以外の場合は提供されるケーブルを接続するのに十分近い場所に物理的に配置します。




	
注意:

ストレージ拡張シェルフは通常、Oracle Database Applianceの下部の、ストレージ・シェルフの下に設置されます。しかし、ラックは通常、下から上へプロビジョニングされる必要があるので、空きがない場合があります。このような場合、システム全体をラックに再配置するのを避けるには、ストレージ拡張シェルフをサーバー・ノードの上に配置します。あるいは、別の隣接するラックに配置してもかまいません。








	
ストレージ拡張シェルフは、元のストレージ・シェルフとまったく同じ方法で設置します。提示されたラベルの適用およびラックへのユニットのマウントに関する詳細な手順は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』の第10章「ラックへのOracle Database Appliance X3-2の設置」を参照してください。


	
次の「Oracle Database Appliance X3-2ストレージ拡張シェルフへのケーブルの取付け」の説明または『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』に従って、提供されるケーブルを設置します。




	
注意:

データベースが既存するOracle Database Applianceにストレージ拡張シェルフを追加したときに、誤って接続すると、データ損失を招く可能性があります。








	
この章で後述する「電源コードの取付けとOracle Database Applianceの初回電源投入」に従って、提供される電源コードを取り付けます。




	
注意:

次の「Oracle Database Appliance X3-2ストレージ拡張シェルフへのケーブルの取付け」で説明されているようにケーブルを増設するまで、電源を投入しないでください。













	
注意:

ストレージ拡張シェルフは、初期設定時に設置したものであろうと、後から追加したものであろうと、Oracle Database Applianceから取り外さないことをお薦めします。












Oracle Database Appliance X3-2ストレージ拡張シェルフへのケーブルの取付け

次の図を使用して、Oracle Database Appliance X3-2のストレージ拡張シェルフに、必要なケーブルを差し込む手順を説明します。参考までに、図には2つのノードおよび元のストレージ・シェルフ用のケーブルが記載されています。色を区別できる場合は、各ケーブルの端にあるラベルの色と、次の図に示されている色付き線を一致させます。また、ケーブルの色と、ソケット識別ラベルの背景色を一致させることもできます。色分けを使用できない場合は、表2-11で説明されているコールアウト番号を使用してストレージ拡張シェルフの配線を完了します。終端が同じケーブルはすべて交換可能であるため、色分けを無視しても問題ありません。


図2-8 ストレージ拡張シェルフ用のOracle Database Appliance X3-2のケーブル

[image: 図2-8の説明は図の下にあります。]





前述の図および次の表に記載されているケーブルは、出荷される各Oracle Database Appliance X3-2ストレージ拡張シェルフに同梱されています。これらのケーブルはすべて黒ですが、各端に色付きラベルが付いており、説明におけるケーブルの色の参照および背面パネルのラベルの色と一致します。




	
注意:

各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットには"X PCIe3"というラベルが付いています。"X"はPCIeスロット番号です。表2-11では、これらのスロットをPCIeスロット1、PCIeスロット2およびPCIeスロット3と識別し、左から右に向かってラベルの番号と一致しています。ストレージ拡張シェルフの背面パネルには、2つのIOモジュールが上下に配置されています。各IOモジュールには、3つのポートがあり、0、1および2と番号が付いています。表2-11では、これらのポートを上部ポートまたは下部ポートと識別し、それぞれ上部IOモジュールのポートと下部IOモジュールのポートに対応します。








表2-11 Oracle Database Appliance X3-2ストレージ拡張シェルフの配線用コールアウトの説明

	図2-8のコールアウト番号	説明
	
7

	
ダークブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS0


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、上部I/Oポート0





	
8

	
ライトブルーのSASケーブル:

	
始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS1


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、下部I/Oポート0





	
9

	
ダークレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS1


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、上部I/Oポート1





	
10

	
ライトレッドのSASケーブル:

	
始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS0


	
終点: ストレージ拡張シェルフ、下部I/Oポート1














	
関連項目:

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。














電源コードの取付けとOracle Database Applianceの初回電源投入

Oracle Database Applianceの初回起動の準備が整ったら、電源ケーブルを取り付けてシステムの電源を投入するステップを完了します。使用しているバージョンのOracle Database Applianceに適用される項の手順に従ってください。



Oracle Database Appliance X4-2への電源コードの取付け

次の図(Oracle Database Appliance X4-2の背面パネルの図)のコールアウトおよび次の表をガイドとして使用して、提供される電源コードをOracle Database Appliance X4-2に差し込みます。電源コードを差し込む前に、電力を供給する電気コンセントが接地されていることを確認します。


図2-9 Oracle Database Appliance X4-2の電源コードの接続

[image: 図2-9の説明は図の下にあります。]





AC回路を1つのみ使用する場合は、各コンポーネントの両方の電源コードをその回路に接続します。ただし、N+1の電源の冗長性を維持するには、2つの異なるAC回路を使用します。次に、両方のノードとストレージ・シェルフについて、各AC回路から各コンポーネントに1本の電源コードを接続します。前述の図においてコールアウトで識別されている推奨される電源接続は、次の表を参照してください(2つの異なるAC回路はAC1およびAC2で示されています)。




	
注意:

電源ケーブルを差し込む前に、ストレージ・シェルフの電源装置のオン/オフ・スイッチがオフの位置にあることを確認します。ストレージ拡張シェルフが設置されている場合は、両方のストレージ・シェルフの電源装置のスイッチがオフの位置にあることを確認します。








表2-12 Oracle Database Appliance X4-2用の電源コードの接続

	図2-9のコールアウト番号	コンポーネント	AC回路
	
1

	
ノード1

	
AC1


	
2

	
ノード0

	
AC1


	
3

	
ノード1

	
AC2


	
4

	
ノード0

	
AC2


	
5

	
ストレージ拡張シェルフ(単一ストレージ・シェルフの実装の場合は不要)

	
AC1


	
6

	
ストレージ・シェルフ

	
AC1


	
7

	
ストレージ・シェルフ

	
AC2


	
8

	
ストレージ拡張シェルフ(単一ストレージ・シェルフの実装の場合は不要)

	
AC2











	
関連項目:

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。












Oracle Database Appliance X3-2への電源コードの取付け

次の図(Oracle Database Appliance X3-2の背面パネルの図)のコールアウトおよび次の表をガイドとして使用して、提供される電源コードをOracle Database Appliance X3-2に差し込みます。電源コードを差し込む前に、電力を供給する電気コンセントが接地されていることを確認します。


図2-10 Oracle Database Appliance X3-2の電源コードの接続

[image: 図2-10の説明は図の下にあります。]





AC回路を1つのみ使用する場合は、各コンポーネントの両方の電源コードをその回路に接続します。ただし、N+1の電源の冗長性を維持するには、2つの異なるAC回路を使用します。次に、両方のノードとストレージ・シェルフについて、各AC回路から各コンポーネントに1本の電源コードを接続します。前述の図においてコールアウトで識別されている推奨される電源接続は、次の表を参照してください(2つの異なるAC回路はAC1およびAC2で示されています)。




	
注意:

電源ケーブルを差し込む前に、ストレージ・シェルフの電源装置のオン/オフ・スイッチがオフの位置にあることを確認します。ストレージ拡張シェルフが設置されている場合は、両方のストレージ・シェルフの電源装置のスイッチがオフの位置にあることを確認します。








表2-13 Oracle Database Appliance X3-2用の電源コードの接続

	図2-10のコールアウト番号	コンポーネント	AC回路
	
1

	
ノード1

	
AC1


	
2

	
ノード0

	
AC1


	
3

	
ノード1

	
AC2


	
4

	
ノード0

	
AC2


	
5

	
ストレージ拡張シェルフ(単一ストレージ・シェルフの実装の場合は不要)

	
AC1


	
6

	
ストレージ・シェルフ

	
AC1


	
7

	
ストレージ・シェルフ

	
AC2


	
8

	
ストレージ拡張シェルフ(単一ストレージ・シェルフの実装の場合は不要)

	
AC2











	
関連項目:

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。











Oracle Database Appliance X4-2の初回電源投入

この項は、次の2つの部分に分割されています。

	
システム・プロセッサの電源をオンにする


	
パブリック・ネットワーク・オプションの定義




両方の部分における手順は、新規に設置したOracle Database Appliance X4-2を必要なソフトウェアで構成する前に、完了しておく必要があります。続行する前に、必要な電源ケーブルのすべてがOracle Database Appliance X4-2の両方のノードおよびストレージ・シェルフに、また設置されている場合は、ストレージ拡張シェルフにも取り付けられていることを確認します。電源ケーブルの取付けの詳細は、「Oracle Database Appliance X4-2への電源コードの取付け」を参照してください。




	
注意:

ファンの電源が投入され、前面パネルのLEDが点滅し始めるため、電源コードを取り付けるとすぐに2つのノードが稼働しているように見えることがあります。しかし、システム・プロセッサを正しく起動するには、「システム・プロセッサの電源をオンにする」の項における手順を完了する必要があります。









システム・プロセッサの電源をオンにする

	
ストレージ・シェルフの電源装置のオン/オフ・スイッチをオンの位置に切り替えます。

各ストレージ・シェルフには、電源スイッチが2つ(背面パネルの右側と左側に1つずつ)あります。

ディスクの初期化が始まり、電源装置LEDが緑色に点灯します。これには、数分かかることがあります。


	
ストレージ拡張シェルフが設置されている場合、ストレージ拡張シェルフの2つの電源スイッチをオンの位置に切り替えます。

ディスクの初期化が始まり、電源装置LEDが緑色に点灯します。これには、数分かかることがあります。

ノードの前面にある緑色のSP LED (次の図におけるコールアウト1を参照)が点滅をやめて常時点灯になり、ストレージ・ユニットおよびサーバー・ノードの初期化ステップが完了するのを待ちます。


図2-11 Oracle Database Appliance X4-2の前面: 電源パネル

[image: 図2-11の説明は図の下にあります。]








	
注意:

ストレージ・シェルフが完全に初期化されるまでは、サーバー・ノードに主電源を投入しないでください。








	
サーバー・ノードごとに、次のようにします。

	
ノードの前面パネルにある電源凹型ボタン(前述の図におけるコールアウト2を参照)を押します。


	
ノードの前面パネルにある緑色の電源OK LED (前述の図におけるコールアウト3を参照)が点滅をやめて常時点灯になるまで数分待ちます。




	
注意:

電源ボタン(前述の図におけるコールアウト2を参照)を何度も押さないでください。








	
両方のシステム・ノードの前面にある緑色の電源OK LED (前述の図におけるコールアウト3を参照)が常時点灯になるとすぐに、Oracle Database Appliance X4-2は使用できる状態になります。





	
システムの準備完了時に、次の項「パブリック・ネットワーク・オプションの定義」に記載されているように、Oracle Database Appliance X4-2が接続されているパブリック・ネットワークのタイプを記録しておく必要があります。









パブリック・ネットワーク・オプションの定義

Oracle Database Appliance X4-2で初めて電源をオンにすると、各ノードで短いスクリプトが動作します。接続済のキーボードを使用して、スクリプトがローカル・モニターに表示する質問に答えてください。最初に、次に応答することによって、システムのパブリック接続タイプを定義します。


Do you want to use Fiber or Copper card for public network? Please Choose [C]opper or [F]iber.


銅線パブリック・ネットワークに接続している場合、すなわち図2-1のようにOracle Database Appliance X4-2を配線している場合は、Cを入力します。ファイバー・パブリック・ネットワークに接続している場合、すなわち図2-2のようにOracle Database Appliance X4-2を配線している場合は、Fを入力します。次にスクリプトによって、選択の確認が促されます。

誤りがあったり、パブリック・ネットワークの選択を後で変更する必要がある場合は、スクリプト/opt/oracle/oak/lib/setupX4network.plを両方のノードでrootユーザーとして実行することによってシステムを再構成します。




	
警告:

すでにエンドユーザー・バンドル(ベア・メタル・インストールの場合)またはODA_BASEテンプレート(仮装化プラットフォーム・インストールの場合)をデプロイ済の場合、これらのソフトウェアを、setupX4network.plプロシージャの実行後に再デプロイする必要があります。
















Oracle Database Appliance X3-2の初回電源投入

次の手順を続行する前に、必要な電源ケーブルのすべてがOracle Database Appliance X3-2の両方のノードおよびストレージ・シェルフに、また設置されている場合は、ストレージ拡張シェルフにも取り付けられていることを確認します。電源ケーブルの取付けの詳細は、「Oracle Database Appliance X3-2への電源コードの取付け」を参照してください。




	
注意:

ファンの電源が投入され、前面パネルのLEDが点滅し始めるため、電源コードを取り付けるとすぐに2つのノードが稼働しているように見えることがあります。しかし、システム・プロセッサを正しく起動するには、この項の手順を完了する必要があります。







	
ストレージ・シェルフの電源装置のオン/オフ・スイッチをオンの位置に切り替えます。

各ストレージ・シェルフには、電源スイッチが2つ(背面パネルの右側と左側に1つずつ)あります。

ディスクの初期化が始まり、電源装置LEDが緑色に点灯します。これには、数分かかることがあります。


	
ストレージ拡張シェルフが設置されている場合、ストレージ拡張シェルフの2つの電源スイッチをオンの位置に切り替えます。

ディスクの初期化が始まり、電源装置LEDが緑色に点灯します。これには、数分かかることがあります。

ノードの前面にある緑色のSP LED (次の図におけるコールアウト1を参照)が点滅をやめて常時点灯になり、ストレージ・ユニットおよびサーバー・ノードの初期化ステップが完了するのを待ちます。


図2-12 Oracle Database Appliance X3-2の前面: 電源パネル

[image: 図2-12の説明は図の下にあります。]








	
注意:

ストレージ・シェルフが完全に初期化されるまでは、サーバー・ノードに主電源を投入しないでください。








	
サーバー・ノードごとに、次のようにします。

	
ノードの前面パネルにある電源凹型ボタン(前述の図におけるコールアウト2を参照)を押します。


	
ノードの前面パネルにある緑色の電源OK LED (前述の図におけるコールアウト3を参照)が点滅をやめて常時点灯になるまで数分待ちます。




	
注意:

電源ボタン(図2-12、コールアウト2)を何度も押さないでください。








	
両方のシステム・ノードの前面にある緑色の電源OK LED (前述の図におけるコールアウト3を参照)が常時点灯になるとすぐに、Oracle Database Appliance X3-2は使用できる状態になります。












電源コードの取付けとOracle Database Applianceの初回電源投入

Oracle Database Applianceの電源を投入する前に、提供される電源コードを各ノードの背面パネルに差し込みます。電源ソケットは、背面パネルの左下隅にあります。電源コードを差し込む前に、電力を供給する電気コンセントが接地されていることを確認します。

接続した電源コードをACコンセントに差し込むと、システムはスタンバイ電源モードになります。スタンバイ電源モードでは、サービス・プロセッサはアクティブですが、ホストはオフです。ノードがスタンバイ電源モードであるかどうかを、次の状態をチェックすることによって確認します。

	
サーバー・ノードの前面パネルにあるサービス・プロセッサ(SP)ステータスLED (次の図におけるコールアウト1を参照)が緑色に点灯して、ゆっくりとした点滅から常時点灯になります。


	
サーバー・ノードの前面パネルにある電源OK LED (次の図におけるコールアウト3を参照)が緑色に点灯して、スタンバイの点滅になります。これには、最大で5分かかることがあります。





図2-13 Oracle Database Applianceの前面: 電源パネル

[image: 図2-13の説明は図の下にあります。]





ノードに主電源を投入するには、ノードがスタンバイ電源モードになるまで待ってから、電源凹型ボタン(前述の図におけるコールアウト2を参照)を押します。ノードの起動中に、電源OK LED (前述の図におけるコールアウト3)が点滅します。ノードが稼働すると、電源OK LEDの点滅が止まります。








Oracle Integrated Lights Out Managerの構成

Oracle Database Applianceをオペレーティング・システムとは切り離して管理するように、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を構成します。これは必須ではありませんが、Oracle ILOMによってOracle Database Applianceの再起動およびトラブルシューティングの代替方法が提供されます。

Oracle ILOMを構成するには、次のものが必要です。

	
2つのノードそれぞれの名前およびIPアドレス


	
Oracle ILOMのデフォルト・パスワードを置換するパスワード


	
割り当てられたネットマスクによる管理ネットワークへのアクセス


	
Oracle Database Applianceの各ノードからノードのNET MGTポートを使用して管理ネットワークに接続されているイーサネット・ケーブル




デフォルト構成では、Oracle ILOMのDynamic Host Configuration Protocol (DHCP)が有効になっており、DHCPサーバーによってネットワーク設定が各ノードに自動的に割り当てられます。DHCPサーバーによってノードに割り当てられるIPアドレスまたはホスト名を決定するには、DHCPサーバーとともに用意されているネットワーク・ツールを使用します。

DHCPを使用しない場合は、Oracle Database Applianceコンフィギュレータのカスタム・オプションを使用して、データベースのデプロイ時にIPアドレスおよびホスト名をOracle ILOMに割り当てます。




	
注意:

第3章および第4章で説明されているようにOracle Database Applianceの構成を完了するまで、DCHPが有効になっていない場合は、Oracle ILOMにアクセスできません。







Oracle ILOMに接続するには、次の2つの方法のいずれかを使用します。

	
次の手順に従って、Webインタフェースを使用してログインします。

	
クライアント・システムのブラウザを使用して、DHCPによって割り当てられたIPアドレスまたはホスト名をブラウザのアドレス・フィールドに入力し、[Enter]を押します。


	
ログイン・ページで、デフォルト・ユーザー名rootおよびデフォルト・パスワードchangemeを入力します。

Oracle ILOM Webインタフェースが表示されます。





	
次の手順に従って、コマンドライン・インタフェース(CLI)を使用してログインします。


	
	
クライアント・システムを使用して、コマンドラインに次のコマンドを入力することでSecure Shell (SSH)接続を確立します。

ssh -l root sp_ip_address

sp_ip_addressは、DHCPによって割り当てられたIPアドレスです。


	
デフォルト・ユーザー名rootおよびデフォルト・パスワードchangemeを入力します。

Oracle ILOM CLIのプロンプトが表示されます。












初期ネットワークの構成

次の2つのタスクによって、Oracle Database Applianceのデプロイに必要なファイルをダウンロードする準備が完了します。

	
Oracle Database Applianceへのパブリック・ネットワーク接続の付加

ご使用のハードウェアに固有の説明(次の項のいずれかを参照)に従って、このタスクを実行します。

	
Oracle Database Appliance X4-2へのパブリック・ネットワーク接続の付加


	
Oracle Database Appliance X3-2へのパブリック・ネットワーク接続の付加


	
Oracle Database Applianceへのパブリック・ネットワーク接続の付加





	
初期ネットワーク接続の構成

このステップでの操作は、すべてのバージョンのOracle Database Applianceについて同じです。






Oracle Database Appliance X4-2へのパブリック・ネットワーク接続の付加

bond0、すなわちパブリック・インタフェースを使用してパブリック・ゲートウェイとOracle Database Appliance X4-2間をケーブルで接続します。

ファイバー・パブリック・ネットワークに接続している場合、つまり図2-2に示されているようにOracle Database Appliance X4-2を配線している場合は、ノード0のラベル番号1のPCIe3接続ストリップ(背面パネルの左側にあるPCIe3ストリップ)におけるNET 0またはNET 1ソケットにケーブルを接続します。これらのソケットは、次の図において1および2とラベルが付いています。


図2-14

[image: 図2-14の説明は図の下にあります。]





銅線パブリック・ネットワークに接続している場合、つまり図2-1に示されているようにOracle Database Appliance X4-2を配線している場合は、ノード0で100-10GbEとラベルが付いた接続ストリップのNet 0またはNet 1ソケットにケーブルを接続します。これらのソケットは、前述の図において3および4とラベルが付いています。

接続したら、端末インタフェースから次のコマンドを入力してX Window Systemをアクティブにします。


# startx 


または、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を使用してローカルまたはリモートのホスト・コンソール・セッションを起動します。Oracle Database ApplianceへのOracle ILOMの接続の詳細は、この章で前述した「Oracle Integrated Lights Out Managerの構成」を参照してください。






Oracle Database Appliance X3-2へのパブリック・ネットワーク接続の付加

ポートEth2/Eth3 (bond0、すなわちパブリック・インタフェース)を使用してパブリック・ゲートウェイとOracle Database Appliance X3-2のノード0の間をイーサネット・ケーブルで接続します。参考までに、図2-15のコールアウト1および2を参照してください。


図2-15 Oracle Database Appliance X3-2パブリック・ネットワーク接続(ノード0)

[image: 図2-15の説明は図の下にあります。]





接続したら、端末インタフェースから次のコマンドを入力してX Window Systemをアクティブにします。


# startx 


または、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を使用してローカルまたはリモートのホスト・コンソール・セッションを起動します。Oracle Database ApplianceへのOracle ILOMの接続の詳細は、この章で前述した「Oracle Integrated Lights Out Managerの構成」を参照してください。






Oracle Database Applianceへのパブリック・ネットワーク接続の付加

ポートEth2およびEth3 (bond0、パブリック・インタフェース)を使用してパブリック・ゲートウェイとOracle Database Applianceのノード0の間をイーサネット・ケーブルで接続します。参考までに、図2-16のコールアウト3を参照してください。


図2-16 Oracle Database Applianceパブリック・ネットワーク接続(ノード0)

[image: 図2-16の説明は図の下にあります。]





接続したら、端末インタフェースから次のコマンドを入力してX Window Systemをアクティブにします。


# startx 


または、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を使用してローカルまたはリモートのホスト・コンソール・セッションを起動します。Oracle Database ApplianceへのOracle ILOMの接続の詳細は、この章で前述した「Oracle Integrated Lights Out Managerの構成」を参照してください。






初期ネットワーク接続の構成

ネットワーク全体のOracle Database Applianceのデプロイメントを管理するには、手順1から3を完了して初期ネットワーク接続を構成する必要があります。このネットワークを使用して、デプロイメント・ソフトウェアをOracle Database Applianceに転送します。Oracle Database Applianceに物理的にアクセス可能な場合、システムに接続しているUSBストレージにデプロイメント・ソフトウェアをダウンロードできます(この場合、初期ネットワークは不要です)。




	
注意:

この初期ネットワーク構成は、最終イメージのデプロイ時に置換されます。







	
パスワードwelcome1を使用してrootとしてログインし、ディレクトリを/opt/oracle/oak/bin/に変更します。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでネットワークを構成している場合は、Dom0にログインしてこの手順を完了します。


	
Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2のベア・メタル構成で他のアクションを実行する前に、ケーブルの妥当性チェックを実行することをお薦めします。(仮装化プラットフォームのインストールの場合、該当する章(手順番号は不明))に記載されているようにシステムをデプロイした後でこのチェックが実行されます。この確認は、oakcli validate -c storageTopologyコマンドを実行して行います。詳細は、第8章の配線検証コマンドに関する項を参照してください。


	
コマンドoakcli configure firstnetを実行して初期ネットワークを構成します。必要な値の一部について、この章の最初の項にあるワークシートで収集したデータの参照が必要となる可能性があります。最初のプロンプトでデフォルト値を受け入れることによってグローバル・オプションを使用してから、残りのプロンプトに必要なデータを入力します。プロンプトの最後の大カッコに表示されるデフォルト値を受け入れるには、何も入力する必要はありません。

次に、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームからの例を示しますが、どのシステムを使用しているかに関係なくダイアログの主な特徴を示しています。この例では、デフォルト値が常に選択され、コマンドの実行時に指定する必要がある値はイタリック・フォントで示されています。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli configure firstnet
Configure the network for the node(s)(local, global) [global]:
The network configuration for both nodes:
Domain Name:  your organization domain name
DNS Server(s):  Primary Dns Server:  your primary DNS server
                Secondary Dns Server:  your secondary DNS server
                Tertiary Dns Server:  your tertiary DNS server
Node Name       Host Name
0               your Node 0 host name
1               your Node 1 host name
Choose the network interface to configure (net1, net2, net3, net4) [net1]:
Configure DHCP on net1 (yes/no) [no]:
You have chosen static configuration on net1
Enter the IP address for net1 on Node 0: your Node 0 IP address
Enter the IP address for net1 on Node 1: your Node 1 IP address
Netmask for net1: your netmask
Gateway Address for net1 [<Gateway IP>]:
Plumbing the IPs now on Node 0 …
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
Plumbing the IPs now on Node 1 …
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::




前述の例では、net1ゲートウェイ・アドレスのプロンプトにデフォルト値が<Gateway IP>として示されています。このゲートウェイ・アドレスは、それまでの入力からの値を使用して導出されます。導出されたアドレスとは異なる特定のアドレスをネットワーク管理者が指定していないかぎり、この値を受け入れる必要があります。




	
注意:

oakcli configure firstnetコマンドは、Oracle Database Applianceで1回のみ使用することをお薦めします。初期ネットワークの構成後に使用すると、ネットワーク設定が予期せず変更される可能性があります。














Oracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンの確認

Oracle Database Applianceのデプロイ前に、第3章(ベア・メタル・システムの場合)または第4章(仮装化プラットフォームの場合)に記載されているように、インストール済のOracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンを最新のものにしておく必要があります。次のコマンドを実行して、インストール済のバージョンを検索します。


oakcli show version


バージョンが2.9.0.0.0であることを確認します。旧バージョンの場合は、最新バージョンでシステムを再イメージ化する方法の詳細について、My Oracle Supportノート888888.1 (https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1)を参照してください。












3 ベア・メタルOracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ

この章では、第2章の説明に従ってOracle Database Applianceを接続した後で、ベア・メタルのOracleソフトウェアをデプロイするタスクのチェックリストを提供します。Oracle Database Applianceソフトウェアのデプロイを完了するには、約1時間が必要です。次の2つの項については、2番目の項に進む前に、最初の項の手順を完了します。

	
デプロイメントのためのファイルの準備


	
Oracle Database Applianceでの構成のデプロイ







	
注意:

仮想化されたOracle Database ApplianceにOracleソフトウェアをデプロイするタスクのチェックリストは、第4章「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのOracleソフトウェアのデプロイ」を参照してください。










	
関連項目:

デプロイ・プロセスの概要は『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』を参照









デプロイメントのためのファイルの準備

他のソフトウェアをデプロイする前に、ご使用のOracle Database Applianceにエンドユーザー・バンドルをインストールする必要があります。このためには、次のステップで説明するように、バンドルを(外部クライアントに)ダウンロードして、コピーする必要があります。

	
外部クライアント・マシンから、My Oracle Supportにログオンし、次のURLにあるノート888888.1にアクセスします。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1


	
最新リリース・セクションで、現在のOracle Database Applianceのエンドユーザー・バンドル・イメージを外部クライアントにダウンロードします。


	
scpコマンドを使用して、Oracle Database Appliance上の場所(たとえば、/tmpディレクトリ)にエンドユーザー・バンドルのイメージをコピーします。

この例では、ホスト名をoda_hostとして静的なIPアドレスを設定済で、oakcli configure firstnetを使用したアドレスでOracle Database Applianceを構成済であることを前提としています。最初に、エンドユーザー・バンドルのイメージをダウンロードしたクライアント上のフォルダに移動します。次に、転送を行うために、セキュア・コピー・コマンド(scp)を次のように入力します。


scp p17630388_29000_Linux-x86-64.zip root@oda_host:/tmp





	
注意:

13文字を超えるhost nameは使用しないでください。host nameの長さ合計は15文字までですが、Oracle Appliance Managerでは指定したhost nameの最後に2文字が追加されます。また、host nameにはすべて小文字を使用することをお薦めします。







または、エンドユーザー・バンドルのイメージをUSBストレージ・デバイスに格納し、USBデバイスがアプライアンスに表示されたら、その場所からoakcli unpackコマンドを実行することもできます。




	
注意:

USBドライブは、FAT32、ext3またはext4としてフォーマットしてください。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。








	
ディレクトリを/opt/oracle/oak/binに変更します。


	
コマンド構文oakcli unpack -package /directory_path/package_nameを使用して、Oracle Database Applianceソフトウェアを解凍します。directory_pathはエンドユーザー・バンドルのイメージが置かれているパスです。

たとえば、エンドユーザー・バンドルのイメージ・ファイルが/tmpにある場合、次のコマンドを入力してp17630388_29000_Linux-x86-64.zipを解凍します。


# ./oakcli unpack -package /tmp/p17630388_29000_Linux-x86-64.zip


このコマンドによって、ファイルを解凍し、それをデプロイメントに必要な場所に配置します。




	
注意:

この項で説明するのと同じ構成手順を使用して、構成ファイルをコピーします(これは、「Oracle Database Applianceでの構成のデプロイ」の手順を行う際に必要になることがあります)。








	
第2章で説明されているように外部ホストに構成ファイルを作成した場合、構成をOracle Database Applianceにデプロイするには、ステップ3で使用したscpコマンドのようなコマンドを使用して、そのファイルをOracle Database Applianceにコピーする必要があります。









Oracle Database Applianceでの構成のデプロイ

Oracle Database Applianceの構成をデプロイするには、既存の構成ファイルを使用するか、または構成をその場で行います。最初にOracle Database Applianceのノード0にrootユーザーでパスワードwelcome1を使用してログインして、ディレクトリを/opt/oracle/oak/binに変更します。コマンドstartxを実行してOracle Appliance ManagerコンフィギュレータのためにX Window Systemを準備します(または、VNCを使用して接続した場合は、コマンド・プロンプトから直接コンフィギュレータを起動します)。

既存の構成ファイルを使用してデプロイメントを開始するには、次のようにコマンドを入力します(必要に応じて、ご使用のファイルのディレクトリ・パスとファイル名で置換します)。


# ./oakcli deploy -conf /tmp/onecommand.param


このコマンドは、外部ホストからコピーした構成ファイルまたはOracle Database Applianceに作成した構成ファイルに対して使用できます。




	
注意:

以前のリリースのOracle Appliance Managerコンフィギュレータ用に作成された構成ファイルは使用しないでください。最新の構成ファイルがない場合は、次のステップで説明されているように、リアルタイム構成およびデプロイメントを完了します。







すぐに構成とデプロイメントを開始するには、次のコマンドを入力します。


# ./oakcli deploy


第2章の説明に従って、Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの画面で設定を行います。「Summary」画面で「Install」オプションを選択して、デプロイメントを完了します。

デプロイメントが両方のノードで完了すると、「Oracle Database Appliance Deployment successful.」というメッセージが表示されます。




	
注意:

インストール時に問題が発生した場合は、ノード0から/opt/oracle/oak/onecmd/cleanupDeploy.plコマンドを実行します。
このコマンドにより、サーバーがデプロイ前の状態に戻ります。この後で、デプロイメントを再起動できます。




















4 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのOracleソフトウェアのデプロイ

この章では、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをデプロイするタスクのチェックリストについて説明します。次のような場合に、この章の手順に従ってください。

	
第2章で説明されているように、接続した新しいOracle Database Applianceにソフトウェアをデプロイする場合、あるいは


	
実行中のシステム上のベア・メタル・インストールをOracle Database Appliance仮想化プラットフォームと置き換える場合




この章の手順を完了した後で、ご使用のOracleソフトウェアとオプションの初期データベースがODA_BASEドメインで使用できるようになります。このドメインで必要な追加データベースを作成でき、これらは専用のCPUコアで実行されます。




	
注意:

事前に構成済のOracle Database ApplianceにOracle Database Appliance仮想化プラットフォームをデプロイすると、Oracleデータベースを含め、すべての既存のソフトウェアおよびアプリケーションが上書きされます。続行する前に、すべてのデータおよびアプリケーション・ソフトウェアのバックアップを必ず作成してください。







Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ソフトウェアおよび初期データベースの構成を完了するには、約3時間必要です。この章は次の項で構成されており、ここに列挙されている順に対応する必要があります。

	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームについて


	
Oracle Database Appliance仮想化ステータスのチェック


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのODA_BASEのデプロイ


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの構成のデプロイ







	
注意:

仮想化されていないOracle Database ApplianceにOracleソフトウェアをデプロイするタスクのチェックリストは、第3章「ベア・メタルOracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ」を参照してください。










	
関連項目:

デプロイ・プロセスの概要は『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』を参照









Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームについて

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをデプロイする前に、仮想アーキテクチャのコンポーネントを理解する必要があります。特定のドメインに関連するデプロイ手順を完了しているときにプロセスがどこで実行されるかをイメージするには、次の図を参照してください。


図4-1 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム

[image: 図4-1の説明が続きます]





Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイが完了すると、各サーバー・ノードで2つのドメイン、Dom0とODA_BASE (Dom1とも呼びます)を使用できるようになります。これらのドメインの管理や仮想マシン・ドメイン(前述の図のドメインU)のデプロイおよび使用の詳細は、第6章「Oracle Database Applianceでの仮想マシンの管理」を参照してください。






Oracle Database Appliance仮想化ステータスのチェック

ベンダーがOracle仮想マシン・イメージをOracle Database Applianceにプロビジョニングしている場合があります。続行する前に、パスワードwelcome1を使用してrootとしてdom0にログインし、コマンドoakcli show env_hwを入力して出力を調べ、Oracle仮想マシン・イメージをテストします。値VM-Dom0がご使用のハードウェアのバージョンとともに出力に表示される場合、Oracle Database Applianceには必要なOracle仮想マシン・イメージが含まれているため、仮想化されたソフトウェアのデプロイメントを進めることができます。このコマンドによって必要な出力が生成されない場合、またはエラーが生成される場合は、Oracle仮想マシン・イメージをインストールする必要があります。




	
注意:

Oracle仮想マシン・イメージをインストールする詳しい手順は、https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=1520579.1にあるノート1520579.1を参照してください。












Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのODA_BASEのデプロイ

他のソフトウェアをデプロイするには、その前にODA_BASEテンプレートを仮想化されたOracle Database Applianceにデプロイする必要があります。これには、次の手順で説明するように、テンプレートを外部クライアントにダウンロードし、これをdom0にコピーしてから、Oracle Appliance Managerのoakcli deploy oda_baseコマンドを実行する必要があります。




	
注意:

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでは、テンプレートのインポートのみがサポートされます。







	
ODA_BASEテンプレートをMy Oracle Supportから、接続している外部クライアントにダウンロードします。「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのODA_BASEのサイズ設定」の一覧から選択したテンプレートを選択します。




	
注意:

ODA_BASEテンプレートの最新バージョンは、https://updates.oracle.com/download/16186172.htmlからダウンロードできます。
「リリースを選択してください」フィールドを使用して目的のリリースを選択してから、ダウンロードを開始します。










	
scpコマンドを使用して、ODA_BASEテンプレートを外部クライアントからdom0にコピーします。

または、エンドユーザー・バンドルのイメージをUSBストレージ・デバイスに格納し、USBデバイスがアプライアンスに表示された後で、このファイルをコピーすることができます。




	
注意:

USBドライブは、FAT32、ext3またはext4としてフォーマットしてください。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。








	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのdom0にログインし、dom0の/OVSディレクトリにテンプレートをコピーします。dom0にログインした状態のままで、残りの手順を完了してください。


	
コマンド構文oakcli deploy oda_baseを使用し、プロンプトに応答してODA_BASEを両方のノードにデプロイします。ODA_BASEテンプレートが/OVSディレクトリにある場合、ダイアログの始まりは次の例のようになります(Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのハードウェア・プラットフォームごとに、コア・ライセンス・オプション値は異なります)。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli deploy oda_base
Enter the template location: /OVS/templateBuild-2012-12-22-12-05.tar.gz
Core Licensing Options:
                        1. 2 CPU Cores
                        2. 4 CPU Cores
                        3. 6 CPU Cores
                        4. 8 CPU Cores
                        5. 10 CPU Cores
                        6. 12 CPU Cores
                        Selection [1 : 6] : 3
                        ODA base domain memory in GB (min 8, max 88)[default 48]  : 32


このコマンドにより、両方のノードに要求されたCPU構成のODA_BASEがデプロイされ、ドメインが起動されます。


	
また、デプロイ時に1つ以上の仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)をODA_BASEへ割り当てることもできます。これを行うには、次の例に示すように、oakcli deploy oda_baseから追加のVLANネットワークに関するプロンプトが表示されたら、yと応答します。


Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : y
Select the network to assign [Test00,Test01,Test02,Test03]: Test00
Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : y
Select the network to assign [Test00,Test01,Test02,Test03]: Test01
Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : n





	
関連項目:

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームへのVLANインタフェースの管理の詳細は、第6章の「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インフラストラクチャおよび仮想ローカル・エリア・ネットワークについて」を参照してください。








	
ODA_BASEのデプロイメントが有効であることを確認するには、xm listコマンドを入力します。出力を調べて、次の例のようにName列に値Domain-0およびoakDom1が含まれることを確認します。


[root@oak1 ~]# xm list

Name                             ID   Mem  VCPUs  State    Time(s)
Domain-0                          0  2039     24 r-----  119879.5
oakDom1                           1 32768     12 r-----    1969.7





	
ヒント:

ODA_BASEデプロイメントに問題がある場合は、次のコマンドをノード0のDom0から実行します。

/opt/oracle/oak/tools/cleanOdabase.py


このコマンドによって、新規のデプロイメントを試行できるように、ODA_BASEが削除されます。










	
デプロイを開始する前に、ご使用のOracle Database Appliance X3-2またはOracle Database Appliance X4-2システムがすでに仮想マシン・イメージで構成されている場合、Oracle Appliance Managerに配線されているストレージをチェックできません。デプロイを継続する前に、この検証を行うことをお薦めします。このチェックを行うには、VNCを使用して、ホスト名にDom0を、ポートに5900を指定してODA_BASEに接続します。ルートとしてログインし(パスワードはwelcome1)、次のコマンドを実行します。


/opt/oracle/bin/oakcli validate -c storagetopology


配線に誤りがあると、このコマンドでエラーが表示されます。詳細は、第4章の配線検証コマンドに関する項を参照してください。









Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの構成のデプロイ

ご使用のOracle Database Applianceの構成をデプロイするには、既存の構成ファイルを使用するか、または構成をその場で行います。まず、VNCを使用してノード0に接続し、「Hostname」にdom0、「Port」に5900を指定します。次に、コマンドstartxを実行して、Oracle Appliance ManagerコンフィギュレータのためにX Window Systemを準備します。

使用する構成ファイルが外部クライアントにある場合は、まずOracle Database ApplianceのODA_BASEにそのファイルをコピーする必要があります。dom0にログインしているため、コピーには2つのステップが必要です。最初に、scpコマンドを使用して構成ファイルをdom0にコピーします。次に、内部IPアドレス192.168.16.27を指定してscpコマンドを入力し、dom0からODA_BASEに構成をコピーします。

既存の構成ファイルを使用してデプロイメントを開始するには、次のようにコマンドを入力します(必要に応じて、ご使用のファイルのディレクトリ・パスとファイル名で置換します)。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli deploy -conf /tmp/onecommand.param


このコマンドは、外部ホストからコピーした構成ファイルまたはOracle Database Applianceに作成した構成ファイルに対して使用できます。




	
注意:

以前のリリースのOracle Appliance Managerコンフィギュレータ用に作成された構成ファイルは使用しないでください。最新の構成ファイルがない場合は、次のステップで説明されているように、リアルタイム構成およびデプロイメントを完了します。







すぐに構成とデプロイメントを開始するには、次のコマンドを入力します。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli deploy


その後、Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの画面で設定を行います(第2章を参照)。コンフィギュレータの「Summary」ページで「Install」オプションを選択して、デプロイメントを完了します。




	
注意:

Oracle Appliance Manager のコンフィギュレータの「Welcome」ウィンドウが正常に開かない場合は、VNCウィンドウでDISPLAY変数を設定します。







デプロイメントが両方のノードで完了すると、「Oracle Database Appliance Deployment successful.」というメッセージが表示されます。




	
注意:

デプロイメント時に問題が発生した場合は、ノード0のODA_BASEから次のコマンドを実行します。

/opt/oracle/oak/onecmd/cleanupDeploy.pl


このコマンドにより、サーバーがデプロイ前の状態に戻ります。この後で、デプロイメントを再起動できます。




















5 Oracle Database Applianceのインストール後のタスク

この章では、ソフトウェアのデプロイ後、システムが稼働する前に実行が必要な管理タスクについて説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
Oracleインストール所有者のパスワードの変更


	
Oracle IPMIのユーザー名およびパスワードの変更


	
Oracle Auto Service Requestの構成


	
Oracle Database Applianceのサーバー・パッチについて


	
My Oracle Supportでのパッチの確認


	
Oracle Appliance Managerを使用したOracle Database Applianceソフトウェアのパッチ適用







	
注意:

第7章で説明されているようにデータベースを追加する前に、Oracle Database Appliance固有のCapacity-on-Demandソフトウェア・ライセンス機能を確認してください。付録B「コア数およびCapacity-on-Demand (システム規模に応じた支払い)」を参照してください。









Oracleインストール所有者のパスワードの変更

システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。インストール時に、rootユーザーのパスワードを変更します。インストール後に、Oracle Grid Infrastructureインストール所有者(grid)およびOracle Databaseインストール所有者(oracle)のアカウント・パスワード(welcome1)を、企業のユーザー・セキュリティ・プロトコルに従ったパスワードに変更する必要があります。また、構成後にすべてのデータベース・システム権限も変更して、その他のオープン・データベース・アカウントを保護する必要があります。たとえば、SYS、SYSTEM、DBSNMPおよびその他のロールを変更する必要があります。




	
関連項目:

	
表A-12「Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成」


	
データベース・システムの保護に必要な構成およびベスト・プラクティスに関する情報は、『Oracle Database概要』および『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』を参照

















Oracle IPMIのユーザー名およびパスワードの変更

Oracle Clusterwareは、失敗したノードをクラスの残りの部分から分離できる業界標準のプロトコルであるOracle Intelligent Platform Management Interface (Oracle IPMI)をサポートしています。Oracle IPMIでは、Oracle Clusterwareまたはオペレーティング・システムとの連携がなくても問題モードを再起動できます。

Oracle IPMIは、Oracle Database Applianceのカスタム・デプロイ実行時のオプションです。カスタム・デプロイを完了し、Oracle IPMIの構成を選択した場合、デプロイの完了後に、次の手順に従ってユーザー名およびパスワードを変更します。

	
グリッド・ユーザーとしてログインします。


	
コマンドcrsctl set css ipmiadmin usernameを入力します。usernameはIPMI管理者アカウントの名前です。パスワードの入力を求められたら指定します。次に例を示します。


[grid@appliance]$ /u01/app/11.2.0.4/grid/bin/crsctl set css ipmiadmin racadm
$ IPMI BMC password:
CRS-4229: The IPMI information change was successful







	
注意:

Oracle Database Appliance上のソフトウェア・デプロイメントが完了するまで、デフォルト・パスワードを変更しないでください。デプロイメントが完了する前にパスワードを変更すると、構成エラーが発生する可能性があります。












Oracle Auto Service Requestの構成

Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)は、特定のハードウェア障害に関するサービス・リクエストを自動的に生成するセキュアなサポート機能です。Oracle ASRを使用すると、迅速な診断および優先度サービス・リクエスト処理を介してシステムの可用性を向上させることができます。Oracle Database ApplianceでOracle ASRを構成するか、ご使用のアプライアンスと同じネットワークの別のサーバーで構成されたOracle ASRを使用することができます。

Oracle ASRをサポートするには、Oracle Database ApplianceハードウェアをMy Oracle SupportのサポートID (SI)に関連付ける必要があります。詳細は、Oracle Auto Service Requestインストレーションおよびオペレーション・ガイドのMy Oracle SupportでのASRシステムの検証に関する項を参照してください。

Oracle ASRはカスタム・デプロイ時に構成できます。oakcli configure asrコマンド(付録Dに記載あり)を使用して、デプロイ後に(「Typical 」または「Custom」のいずれかで) Oracle ASRを構成することもできます。このコマンドによって入力が促され、必要なすべての情報を入力した後で、Oracle ASR構成を完了します。

Oracle ASRを構成するには、My Oracle Supportアカウントのユーザー名およびパスワードを入力する必要があります。Oracleへのインターネット・アクセスにプロキシ・サーバーが必要な場合、プロキシ・サーバーの名前も入力する必要があります。Simple Network Management Protocol (SNMP)バージョン2またはSNMPバージョン3を使用するために、Oracle ASRをオプションで構成することもできます。また、内部または外部SNMPバージョン3 Oracle ASRから、SNMP Version 2 Oracle ASRを再構成することもできます。内部SNMPバージョン3 Oracle ASRからSNMP Version 2 Oracle ASRを再構成するには、次の手順を完了します。

	
次の2つのコマンドを実行して、SNMPバージョン3のユーザーを削除します。


cd /opt/SUNWswasr/bin/
asr delete_snmpv3_user


	
oakcli configure asrを実行して、deinstallオプションを選択します。


	
oakcli configure asrを実行してinternalオプションを選択し、内部SNMPバージョン2 Oracle ASRを構成します。




外部SNMPバージョン3 Oracle ASRからSNMP Version 2 Oracle ASRを再構成するには、次の手順を完了します。

	
次の2つのコマンドを実行して、外部ASRマネージャからエンジンIDを削除します(ASRマネージャは現在、ASRmgrにインストールされています)。


cd /ASRmgr/SUNWswasr/bin/
asr delete_engine_id -e engineId1 ,engineId2


	
oakcli configure asrを実行して、deinstallオプションを選択します。


	
oakcli configure asrコマンドを実行してexternalオプションを選択し、外部SNMPバージョン2 Oracle ASRを構成します。




稼働中のOracle ASRが構成されているかを確認するには、oakcli test asrコマンドを実行します。oakcli show asrコマンドで、ご使用のOracle ASRの構成を確認します。




	
関連項目:

この項に記載されているOracle Appliance Managerコマンドの詳細は、付録D「Oracle Appliance Manager (OAKCLI)リファレンス」を参照してください。












Oracle Database Applianceのサーバー・パッチについて

Oracle Database Applianceのすべてのパッチ適用は、通常のOracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルを使用して行われます。パッチ・セット・バンドルは、次に示すシステム全体に関連するすべてのパッチを提供します。

	
BIOS


	
ハードウェア・ドライバ


	
Oracle Linux


	
Oracle ILOM


	
Oracle Databaseクローン・バイナリ


	
Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ




通常のOracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルが入手可能になると、登録済のOracle Database Applianceソフトウェア所有者としてMy Oracle Supportにログオンします。システムのパッチ適用の詳細は、My Oracle Supportノート888888.1の指示、ならびにパッチREADMEファイルの指示に従います。そのサーバー上で、Oracle Appliance Managerパッチ適用ツールを実行します。

インフラストラクチャのパッチ(OS、Firmware、Oracle ILOMなど)は、パッチの適用時にOracle Database Applianceを短時間停止する必要があります。グリッド・インフラストラクチャ(GI)を更新すると、アプライアンス・マネージャによってインフラストラクチャが更新されたことが確認されるため、インフラストラクチャを初回更新せずにGIにパッチ適用のみを実行することはできません。




	
注意:

Oracle Database Applianceパッチ・バンドルを使用して、Oracle Database Applianceにパッチを適用します。Oracle Grid Infrastructureのパッチ、Oracle DatabaseのパッチまたはLinux配布のパッチは使用しないでください。Oracle Database Applianceを対象としていないパッチを使用した場合、あるいはOpatchまたは同等のパッチ適用ツールを使用した場合は、Oracle Database Applianceインベントリが更新されず、その後のパッチ更新を実行できません。












My Oracle Supportでのパッチの確認

My Oracle Supportのノート888888.1には、Oracle Database Applianceのパッチおよび更新に関する情報が記載されています。システムに適用するパッチを確認するには、次のようにします。

	
次の場所にあるMy Oracle Supportにログオンします。


https://support.oracle.com


	
ノート888888.1を検索します。


	
使用しているソフトウェアに対して使用可能なパッチがある場合、ノート888888.1の指示に従い、これらをダウンロードして適用します。









Oracle Appliance Managerを使用したOracle Database Applianceソフトウェアのパッチ適用

次の手順および例では、Oracle Database Appliance上のソフトウェアにパッチを適用するための一般的な手順を概説します。個々のパッチを適用する方法の詳細は、そのパッチのReadmeおよびヘルプ情報を参照してください。

	
Oracle Database Applianceの登録ソフトウェア所有者のサポートIDを使用してMy Oracle Supportにログインします。


https://support.oracle.com


	
My Oracle Supportノート888888.1の情報を確認して、システム上のパッチの識別、ダウンロードおよび適用を行います。対象のパッチ・バンドルのパッチ適用手順は、標準の手順と異なる場合があります。

「パッチ検索」で、「製品」リストからOracle Database Appliance、「リリース」リストからパッチ・リリース番号を選択します。「検索」をクリックします。次に、1つ以上のパッチを選択し、「ダウンロード」をクリックします。


	
rootとしてログインします。


	
Oracle Database Applianceの各ノード上の一時ディレクトリ(たとえば/tmp)にパッチを移動します。


	
パッチを解凍するには、各ノード上でoakcli unpack -packageコマンドを実行します。次のコマンド構文を使用します。pathはパッチ・ファイルへの絶対パスです。


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli unpack -package path


たとえば、パッチ・ファイルp16760967_27000_Linux-x86-64.zipを/tmpにコピーする場合、oakcli unpack -packageを次のように実行します。

ノード0の場合:


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli unpack -package /tmp/p16760967_27000_Linux-x86-64.zip


ノード1の場合:


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli unpack -package /tmp/p16760967_27000_Linux-x86-64.zip


	
パッチをインストールするには、ノード0でoakcli update -patchコマンドを実行します。次のコマンド構文を使用します。versionはパッチ更新バージョン番号です。


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli update -patch version


たとえば、パッチ2.7.0.0.0に更新するには、ノード0でoakcli update -patchコマンドを次のように実行します。


# cd /opt/oracle/oak/bin
# ./oakcli update -patch 2.7.0.0.0


多くのパッチは自動的に両方のノードにインストールされます。両方のノードのいずれかにパッチがインストールされている場合は、パッチ・プロセスの実行中に表示された出力を見るとわかります。パッチがノード0にのみインストールされている場合は、ノード1でoakcli update -patchコマンドを繰り返します。















6 Oracle Database Applianceでの仮想マシンの管理

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイ時に、Oracle Databaseに割り当てられていない利用可能なCPUコアの演算能力を、仮想マシンに提供します。仮想マシンの高可用性オプションも構成できます。仮想マシン・ファイルは共有ディスクに格納できるため、データベースおよびアプリケーション仮想マシン用のストレージを共有できます。さらに、CPUプールおよびサイズ変更可能なOracle Databaseドメイン(ODA_BASE)により、割当済データベース・コアなどの他のアプリケーションから、または互いの割当済CPUコアからサイクルが、デプロイする仮想マシンで消費されないようになります。

高可用性のために、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームとともに共有リポジトリも使用することをお薦めします。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの機能の概要は、第2章の「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオプションの選択」を参照してください。これらの機能の詳細と、Oracle Databaseドメイン(ODA_BASE)のサイズ変更に関する情報は、この章の次の各項を参照してください。

	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの共有リポジトリおよび仮想マシンについて


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの共有リポジトリの管理


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリについて


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリの管理


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの仮想マシンについて


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシンの管理


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのCPUプールについて


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールの管理


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インフラストラクチャおよび仮想ローカル・エリア・ネットワークについて


	
ODA_BASEのサイズ変更




必要に応じて、これらの項の概要の後の項に、関連コンポーネントの管理方法とそれに関連する一連の例を示します。



Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの共有リポジトリおよび仮想マシンについて

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームを使用すると、仮想マシン(VM)ファイルの保管用に1つ以上の共有リポジトリを作成できます。VM共有リポジトリにより、高可用性がサポートされます。VMは、ノード障害が発生した場合に、あるノードから別のノードにフェイルオーバーするように構成でき、優先ノードで自動再起動したり、優先ノードが使用不可能な場合は別のノードにフェイルオーバーできます。VMの高可用性は、この章で後述するOracle Appliance Managerの構成コマンド・オプション(FailOver、PrefNodeなど)を使用して構成できます。図6-1に、共有ストレージ・システムがあるOracle Database Appliance仮想化プラットフォームの一般的なアーキテクチャを示します。


図6-1 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム(共有リポジトリあり)のアーキテクチャの概要

[image: 図6-1の説明を次に示します]





図6-1は、ODA_BASE仮想マシンに直接接続されているOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上の共有ディスクを示しています。ODA_BASEには、fs1、fs2およびfs3という名前の3つの共有リポジトリがあります。各共有リポジトリは、リポジトリ用に選択されたASMディスク・グループ(DATA or RECO)の最上位に作成されたODA BASEのASM Clustered File System (ACFS)です。リポジトリを作成するプロセスでは、プライベート・ネットワークを経由してそれぞれのDom0へのリポジトリのNFSエクスポートも実行します。エクスポートによって、仮想マシン・ファイルの共有ストレージは使用可能になります。この構成では、複数のリポジトリを作成できます。これらのリポジトリは、仮想マシンの実行が必要なノード(図のfs1およびfs3など)または両方のノード(図のfs2など)にマウントします。これらの共有リポジトリで、1つ以上の仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレートを作成します。

図に示されているすべての基礎となるアーキテクチャを含め、共有リポジトリとその仮想マシンは、Oracle Appliance Managerのコマンドを使用して作成および管理します。






Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの共有リポジトリの管理

共有リポジトリを作成するには、oakcli create repoコマンドを使用してリポジトリ名、保管に使用するディスク・グループ(DATAまたはRECO)およびサイズ(GB)を指定します。共有リポジトリを作成したら、仮想マシンをリポジトリに割り当てる前に、このリポジトリを起動してストレージを使用可能にする必要があります。oakcli start repoコマンドを使用して、リポジトリのストレージを仮想マシンで使用できるようにします。このコマンドにより、自動的に起動するように定義したリポジトリに割り当てられている仮想マシンも起動されます。コマンドには、リポジトリを起動する必要があるノードを識別するための共有リポジトリ用の必須パラメータがあります。

既存のリポジトリを表示および停止(ディスマウント)するコマンドを含め、その他の共有リポジトリのコマンドは、非共有リポジトリで使用するコマンドに似ていますが、ノードを識別するパラメータが必要です。選択したノードのリポジトリで仮想マシンがアクティブなままである間は、stopコマンドを発行しないでください。デフォルトのリポジトリとは異なり、共有リポジトリは削除することもできますが、リポジトリにアクティブな(マウント済の)仮想マシンがない場合のみです。

共有リポジトリで仮想マシンを管理するための特殊なオプションがある仮想マシンの構成コマンドは、次のとおりです。

	
oakcli configure vm:

デフォルトで仮想マシンを実行するノードを識別するには-prefnode句を、(起動時またはすでにアクティブであるとき)優先ノードが使用不可能な場合に仮想マシンで他のノードを使用するかどうかを指定するには-failover句を指定します。




	
注意:

仮想マシンが特定のCPUプールに割り当てられており、フェイルオーバーが可能な場合、この仮想マシンはセカンダリ・ノードで同じCPUプールを使用しようとします。CPUプールが存在してもサイズが異なる場合、仮想マシンがセカンダリ・ノードで稼働すると、パフォーマンスに影響を受けることがあります。CPUプールが存在しない場合、仮想マシンはセカンダリ・ノードにフェイルオーバーしません。








	
oakcli clone vm:

-repo句で共有リポジトリの名前を使用し、クローニング・プロセスを実行するノードを識別するには-node句を指定します。


	
oakcli import vmtemplate:

-repo句で共有リポジトリの名前を使用し、テンプレートまたはアセンブリをインポートするノードを識別するには-node句を指定します。







	
関連項目:

この項で説明したOracle Appliance Managerのコマンドの詳細は、「共有リポジトリおよび仮想マシンに関するOracle Appliance Managerのコマンドの例」および付録Dを参照してください。









共有リポジトリおよび仮想マシンに関するOracle Appliance Managerのコマンドの例

	
	例1   共有リポジトリの作成
	
このコマンドでは、repo1という名前の共有リポジトリがASM DATAディスク・グループに30GBの使用可能なストレージで作成されます。


oakcli create repo repo1 -dg data -size 30


	
	例2   すべての共有リポジトリのステータスの表示
	
このコマンドでは、デフォルト・リポジトリ、ローカル・リポジトリ、共有リポジトリなど、すべての既存のリポジトリに関する情報が表示されます。


oakcli show repo

NAME                            TYPE            NODENUM         STATE
   
odarepo1                        local           0                N/A      
odarepo2                        local           1                N/A      
repo1                           shared          0                ONLINE   
repo1                           shared          1                ONLINE   
shared                          shared          0                ONLINE   
shared                          shared          1                ONLINE   


	
	例3   共有リポジトリの起動
	
このコマンドでは、ノード1上のrepo1という名前の共有リポジトリが起動します。


oakcli start repo repo1 -node 1


	
	例4   共有リポジトリの停止
	
このコマンドでは、ノード0上のrepo1という名前の共有リポジトリが停止します。


oakcli stop repo repo1 -node 0


	
	例5   指定された共有リポジトリのステータスの表示
	
このコマンドでは、repo1という名前の共有リポジトリに関する情報がノード1から表示されます。


oakcli show repo repo1 -node 1

Resource: repo1_1
        AutoStart       :       restore       
        DG              :       DATA          
        Device          :       /dev/asm/repo1-286
        ExpectedState   :       Online        
        MountPoint      :       /u01/app/repo1
        Name            :       repo1_0       
        Node            :       all           
        RepoType        :       shared        
        Size            :       30720         
        State           :       Online


	
	例6   共有リポジトリの削除
	
このコマンドでは、両方のノードでリポジトリがオフライン(停止)の場合、repo1という名前の共有リポジトリが削除されます。


oakcli delete repo repo1


	
	例7   外部リポジトリのアセンブリから共有リポジトリへの仮想マシン・テンプレートのインポート
	
このコマンドでは、外部リポジトリ・テンプレートのアセンブリ・ファイルに格納されている仮想マシン・テンプレートがインポートされます。URLを囲む一重引用符に注意してください。アセンブリに3つの異なるテンプレートが格納されている場合、テンプレートには、名前myol6u_15gb1、myol6u_15gb2およびmyol6u_15gb3が割り当てられ、ノード1上の共有リポジトリrepo2にインポートされます。


oakcli import vmtemplate myol6u_15gb -assembly
'http://example.com/assemblies/OEL6/OVM_OL6U1_x86_PVHVM_15GB.ova'
-repo repo2 -node 1


	
	例8   共有リポジトリでのテンプレートからの仮想マシンの作成
	
このコマンドでは、myol6u_testという名前の仮想マシンが、ノード0上のrepo2という名前の共有リポジトリ内に格納されているmyol6u_15gb1という名前の仮想マシン・テンプレートから作成されます。


oakcli clone vm myol6u_test -vmtemplate myol6u_15gb1 -repo repo2 -node 0





	
注意:

-node句は、クローニング・アクティビティが実行されるノードを指定します。また、ノード値によって仮想マシンのデフォルト起動ノードは割り当てられません。この割当ては、oakcli configure vmコマンドで設定します。








	
	例9   共有リポジトリで使用するための仮想マシンの構成
	
このコマンドでは、myol16u_testという名前の仮想マシンで特定のリソースに値が設定されます。

	
起動時に仮想マシンに割り当てられるCPUの数(vcpu)


	
CPUアクセスの優先度(cpuprio)


	
仮想マシンに割り当てられるCPUの容量の最大比率(cpucap)


	
仮想マシンの起動時に割り当てられるメモリー容量(memory)


	
共有リポジトリが起動されたとき、または仮想マシンが手動で起動されたときに、仮想マシンが通常、自動的に起動するノード(prefnode)


	
デフォルト・ノード(prefnode)が使用不可能な場合の自動フェイルオーバーの有効化(failover)




これらの値は、この仮想マシンの導出元となった仮想テンプレートのこれらと同じパラメータに割り当てられた値に優先します。仮想マシンは、親テンプレートまたは構成コマンドのいずれにも定義されていないパラメータにデフォルト値を使用します。


oakcli configure vm myol16u_test
-vcpu 2 -cpuprio 150 -cpucap 20 -memory 1G 
-prefnode 0 -failover true











Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリについて

仮想マシン・テンプレートは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームにデプロイする仮想マシンのソースとしてインポートして構成します。共有リポジトリを作成した場合は目的のリポジトリにテンプレートをインポートし、それ以外の場合は目的のノード上にあるローカル・リポジトリにテンプレートをインポートします。

また、1つ以上のテンプレートを格納できるアセンブリもインポートできます。共有リポジトリにテンプレートまたはアセンブリをインポートするときに、操作を実行するノードを指定します。ノードを慎重に選択することによって、ビジーなノードに負荷をかけすぎないようにします。インポートを行うノードがいずれであっても、両方のノードでリポジトリが利用可能です。

ローカル・ノードにインポートされたテンプレートでは、importコマンドで指定されたリポジトリ名を使用し、どのノードでインポートを完了してストレージを割り当てるかを決定します。ノード0上のローカル・リポジトリの名前はodarepo1、ノード1上のローカル・リポジトリの名前はodarepo2です。両方のローカル・リポジトリにテンプレートをインポートする場合は、第2ノードにテンプレートをインポートするときに異なるテンプレート名を指定する必要があります。




	
注意:

テンプレートは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで直接作成またはクローニングできません。http://edelivery.oracle.com/linuxで、仮想マシン・テンプレートを検索します。







複数のテンプレートが格納されているアセンブリをインポートすると、テンプレートに割り当てた名前は仮想マシン・テンプレート名を一意に保つように変更されます。1つ目のテンプレートの名前には番号"1"を追加し、 2つ目のテンプレートの名前には番号"2"を追加する、のようになります。

仮想マシン・テンプレートをインポートしたら、テンプレートを使用して新規仮想マシンを作成する前にOracle Appliance Managerのコマンドでテンプレートをカスタマイズできます。仮想マシンの管理に使用するすべてのコマンドの詳細は、次の「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリの管理」を参照してください。






Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリの管理

Oracle Appliance Managerのimportコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの仮想マシン・テンプレートを格納して名前を付けます。Oracle Appliance Managerのその他のコマンドを使用して、テンプレートをカスタマイズおよび管理します。

この項で説明されているコマンドの例は、「Oracle Appliance Managerの仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリ管理コマンドの例」を参照してください。


仮想マシン・テンプレートのインポート

Oracle Appliance Managerのoakcli import vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリをインポートします。仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリは、ファイルのソースを特定するURLを使用して、リモート・リポジトリから直接インポートできます。オプションで、リモート・コピー・コマンドを使用してリモート・リポジトリからDom 0の/OVSディレクトリにファイルをコピーしてから、仮想マシン・テンプレートまたはアセンブリを特定するパスおよびファイル名を使用してファイルをインポートできます。




	
注意:

ローカル・リポジトリにテンプレートまたはアセンブリをインポートするときは、-node句を使用しないでください。ターゲット・ノードは、リポジトリの名前で暗黙的に決まります。








仮想マシン・テンプレート構成の表示および変更

記憶域リポジトリに仮想マシン・テンプレートをインポートした後で、Oracle Appliance Managerのoakcli show vmtemplateコマンドでテンプレート構成パラメータを調べて、テンプレート名を指定します。特定の仮想マシンの要件に合せてテンプレートを再構成する必要がある場合、Oracle Appliance Managerのoakcli configure vmtemplateコマンドを使用します。これは、単一のテンプレートから同じ特性を持つ複数の仮想マシンをデプロイする場合に使用すると便利です。仮想マシンを1つしかデプロイしない場合、または異なる特性の複数の仮想マシンをデプロイする場合は、仮想マシン・イメージを作成するためのテンプレートをデプロイした後で、oakcli configure vmコマンドを使用して必要な値を設定します。


格納済の仮想マシン・テンプレートの一覧表示

格納済の仮想マシン・テンプレートをすべて検出するには、パラメータを指定せずにOracle Appliance Managerのoakcli show vmtemplateコマンドを使用します。特定の仮想マシン・テンプレートが不要になった場合は、Oracle Appliance Managerのoakcli delete vmtemplateコマンドを使用してリポジトリからテンプレートを削除します。



Oracle Appliance Managerの仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリ管理コマンドの例

	
	例1   Dom 0からの仮想マシン・テンプレートのインポート
	
このコマンドで、OVM_OL5U5_X86_64_PVM_10GB.tgzおよびOVM_OL5U6_X86_64_PVM_10GB.tgzの2つのファイルに定義されている仮想マシンのテンプレートをインポートします。これらのファイルは事前に、外部テンプレート・リポジトリからDom 0の/OVSファイル・システムにコピーされたものです。テンプレートには、名前myol5u1が割り当てられ、ノード0上のリポジトリにインポートされます。


oakcli import vmtemplate myol5u
-files /OVS/OVM_OL5U5_X86_64_PVM_10GB.tgz,
/OVS/OVM_OL5U6_X86_64_PVM_10GB.tgz -repo odarepo1


	
	例2   外部リポジトリURLを使用した仮想マシン・テンプレートのインポート
	
このコマンドでは、OVM_OL5U7_X86_64_PVM_10GB.tgzという名前の仮想マシン・テンプレート・ファイルが外部テンプレート・リポジトリからインポートされます。URLを囲む一重引用符に注意してください。テンプレートには、名前myol5u7_10gbが割り当てられ、ノード1上のリポジトリにインポートされます。


oakcli import vmtemplate myol5u7_10gb -files
'http://example.com/vmtmplt/OEL5/OVM_OL5U7_X86_64_PVM_10GB.tgz'
-repo odarepo2


	
	例3   外部リポジトリのアセンブリからの仮想マシン・テンプレートのインポート
	
このコマンドでは、外部テンプレート・リポジトリのアセンブリ・ファイルに格納されている仮想マシン・テンプレートがインポートされます。URLを囲む一重引用符に注意してください。アセンブリに3つの異なるテンプレートが格納されている場合、それらのテンプレートには、名前myol6u_15gb1、myol6u_15gb2およびmyol6u_15gb3が割り当てられ、ノード1上のリポジトリにインポートされます。


oakcli import vmtemplate myol6u_15gb -assembly
'http://example.com/assemblies/OEL6/OVM_OL6U1_x86_PVHVM_15GB.ova'
-repo odarepo2


	
	例4   仮想マシン・テンプレートの構成
	
このコマンドでは、myol5u7_10gbという名前の仮想マシン・テンプレートで特定のリソースに値が設定されます。

	
仮想マシンの起動時に割り当てられるCPUの数(vcpu)


	
仮想マシンに割り当てることができるCPUの最大数(maxvcpu)


	
仮想マシンに割り当てられるCPUの容量の最大比率(cpucap)


	
仮想マシンの起動時に割り当てられるメモリー容量(memory)


	
仮想マシンに割り当てることができるメモリーの最大容量(maxmemory)


	
仮想マシンで使用されるオペレーティング・システム(os)




これらの値は、後でOracle Appliance Managerのoakcli configure vmコマンドを使用して一部または全部を変更できますが、このテンプレートからクローニングされる仮想マシンのデフォルト値になります。


oakcli configure vmtemplate myol5u7_10gb -vcpu 2 -maxvcpu 4 -cpucap 40
-memory 1536M -maxmemory 2G -os OTHER_LINUX


	
	例5   仮想マシン・テンプレートのネットワーク情報の構成
	
このコマンドでは、myol5u7_10gb仮想マシン・テンプレートからクローニングされた仮想マシンへのアクセスに使用するネットワークとしてnet1が設定されます。


oakcli modify vmtemplate myol5u7_10gb -addnetwork net1


	
	例6 既存の仮想マシン・テンプレートの一覧表示
	
このコマンドでは、各仮想マシン・テンプレートの名前およびリポジトリと、テンプレートから作成された仮想マシンにOracle Database Appliance仮想化プラットフォームによって割り当てられるデフォルトのCPUの数およびメモリー容量が表示されます。


oakcli show vmtemplate


	
	例7 仮想マシン・テンプレートの構成済値の表示
	
このコマンドでは、myol5u7_10gbという名前の仮想マシン・テンプレートで構成可能なオプションの値が表示されます。


oakcli show vmtemplate myol5u7_10gb


	
	例8 仮想マシン・テンプレートの削除
	
このコマンドでは、myol6u_15gb3という名前の仮想マシン・テンプレートがOracle Database Appliance仮想化プラットフォームから削除されます。


oakcli delete vmtemplate my0l6u_15gb3











Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの仮想マシンについて

ODA_BASEで稼働しているOracle Databaseソフトウェアとは無関係のCPUでアプリケーションおよびその他のソフトウェアを実行するには、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームに仮想マシンをデプロイします。テンプレートを使用して仮想マシンを定義し、Oracle Appliance ManagerおよびVMコンソールを使用して仮想マシンにアクセスし、管理します。

仮想マシン・イメージを作成するには、Oracle Appliance Managerを使用して必要な仮想マシン・テンプレートをクローニングします。仮想マシン・イメージは、テンプレートが格納されているのと同じリポジトリに作成されます。

仮想マシン・イメージを作成すると、仮想マシンおよびVMコンソールを起動し、Oracle Appliance Managerのコマンドを使用してコンテンツにアクセスします。仮想マシンには、VNCセッションを使用してアクセスすることもできます。

その他のOracle Appliance Managerのコマンドを使用して、仮想マシンの停止や再構成など、仮想マシンに関連するその他のタスクを実行します。アクティブな仮想マシンの再構成は可能ですが、変更は仮想マシンを停止して再起動するまで有効にならないことに注意してください。ご使用のすべての仮想マシンに関する高レベルな情報や、単一仮想マシンの構成に関する詳細情報も表示できます。特定の仮想マシンが不要になった場合は、仮想マシン・イメージを記憶域リポジトリから削除します。

ローカル・リポジトリを使用している場合を除き、仮想マシンの高可用性オプションを設定できます。これらには、デフォルトで仮想マシンを起動する必要があるノードと、仮想マシンが他のノードにフェイルオーバーする必要があるかどうかの指定が含まれます。フェイルオーバーは、仮想マシンがすでに稼働しているノードに障害が発生した場合や仮想マシンが起動しようとしたときに優先ノードが使用不可能である場合に発生する可能性があります。

仮想マシンの管理に使用するコマンドの詳細は、「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシンの管理」を参照してください。






Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシンの管理

Oracle Appliance Managerのコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでユーザー・ドメイン仮想マシンを作成および管理します。アクティブな仮想マシンには、Oracle Appliance Managerを使用して開くGUI VMコンソールを使用してアクセスします。

Oracle Appliance Managerのコマンドは次のタスクに使用します。

	
新規仮想マシンのイメージの作成

oakcli clone vmコマンドを使用して、Oracle Database Applianceに新規仮想マシンのイメージを作成します。このイメージは、クローニングしたテンプレートからコンテンツおよび構成情報を継承し、テンプレートと同じリポジトリに格納されます。仮想マシンにローカル・リポジトリを使用している場合を除き、oakcli cloneコマンドに-node句を指定して、クローニング・プロセスを実行する必要があるノードを指定します。


	
仮想マシン構成の表示および変更

仮想マシン・イメージの現在の構成を参照するには、Oracle Appliance Managerのoakcli show vmコマンドを使用して、仮想マシンの名前を指定します。高可用性オプションの設定を含め、構成を変更する必要がある場合は、Oracle Appliance Managerのoakcli configure vmコマンドを実行します。




	
注意:

CPUの容量は、-cpupoolパラメータで仮想マシンに割り当てられるCPUプールによって、または-cpupoolパラメータで仮想マシンが構成されていない場合は、default_unpinned_poolによって制御されます。










	
注意:

現在稼働している仮想マシンを再構成した場合、変更は仮想マシンを停止して再起動するまで有効になりません。








	
仮想マシンの起動および停止

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンを起動する準備ができたら、Oracle Appliance Managerのoakcli start vmコマンドを実行します。同様に仮想マシンを停止するには、oakcli stop vmコマンドを実行します。


	
アクティブな仮想マシンへのメッセージの送信

新しいOracle Virtual Machineのテンプレートには、初回起動時のインストール構成に関するメッセージング・インタフェースを提供するユーティリティである、Oracle VM Guest Additions (ovmd)が含まれます。このようなメッセージをOracle Database Applianceプラットフォーム上の仮想マシンに送信するには、-sパラメータを指定してoakcli modify vmコマンドを使用します(パラメータの引数は、一重引用符または二重引用符で囲まれたカンマ区切りのリストです)。このリストの要素は、コロンで区切られたキーと値のペアです(例: "com.oracle.linux.hostnm:host1,com.oracle.linux.root-password:root123")。




	
関連項目:

ovmdおよびOracle VM Guest Additionsの詳細は、Oracle VMユーティリティ(for x86)に関するガイドのOracle VM Guest Additionsの使用に関する項を参照してください。








	
アクティブな仮想マシンへのアクセス

アクティブな仮想マシンのGUI仮想マシン・コンソールを開くには、Oracle Appliance Managerのoakcli show vmconsoleコマンドを実行します。コンソールが正しく表示されない場合は、コンソールを閉じ、DISPLAY環境変数をモニターに適した値に設定した後、oakcli show vmconsoleコマンドを再実行します。

ご使用の仮想マシンを構成して(oakcli modify vmコマンドで-sパラメータを指定します)、仮想マシンのコンソールからではなくOracle Database Applianceコマンドラインからのアクセスを許可することもできます。


	
リポジトリ内の仮想マシンの一覧表示

Oracle Appliance Managerのoakcli show vmコマンドを使用して、既存の仮想マシンのリストを、それぞれの基本情報も含めて表示します。


	
仮想マシンのリポジトリからの削除

Oracle Appliance Managerのoakcli delete vmコマンドを使用して、不要な仮想マシンを削除します。




この項で説明されている仮想マシンを管理するためのコマンドの例は、「Oracle Appliance Managerの仮想マシン・コマンドの例」を参照してください。



Oracle Appliance Managerの仮想マシン・コマンドの例

	
	例1   仮想マシン・イメージの作成
	
このコマンドでは、myol15u_testという名前の仮想マシン・イメージが、ノード0のリポジトリ内に格納されているmyol15uという名前の仮想マシン・テンプレートから作成されます。


oakcli clone vm myol15u_test -vmtemplate myol5u -repo odarepo1


	
	例2   仮想マシンの構成
	
このコマンドでは、myol5u_testという名前の仮想マシンで特定のリソースに値が設定されます。

	
起動時に仮想マシンに割り当てられるCPUの数(vcpu)


	
CPUアクセスの優先度(cpuprio)


	
仮想マシンに割り当てられるCPUの容量の最大比率(cpucap)


	
仮想マシンの起動時に割り当てられるメモリー容量(memory)


	
仮想マシンに割り当てられるCPUプール(cpupool)


	
仮想マシンのアクセスに使用するキーボード・タイプの定義(keyboard)


	
仮想マシンのアクセスに使用するマウス・タイプの定義(mouse)




これらの値は、この仮想マシンの導出元となった仮想テンプレートのこれらと同じパラメータに割り当てられた値に優先します。仮想マシンは、親テンプレートまたは構成コマンドのいずれにも定義されていないパラメータにデフォルト値を使用します。


oakcli configure vm myol5u_test
-vcpu 2 -cpuprio 150 -cpucap 20 -memory 1G 
-cpupool linpool -keyboard en-us -mouse USB_MOUSE





	
注意:

CPUの容量は、-cpupoolパラメータで仮想マシンに割り当てられるCPUプールによって、または-cpupoolパラメータで仮想マシンが構成されていない場合は、default_unpinned_poolによって制御されます。-vcpuパラメータと-maxcpuパラメータの値が割当済のCPUプール内のCPUの数より大きい場合は無視されます。








	
	例3   既存の仮想マシン・イメージの一覧表示
	
このコマンドでは、各仮想マシンの名前、リポジトリおよび現在の状態(オンラインまたはオフライン)が表示されます。出力には、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームによって各仮想マシンに割り当てられるデフォルトのCPUの数およびメモリー容量も含まれます。


oakcli show vm


	
	例4   仮想マシンの構成済値の表示
	
このコマンドでは、myol5u_testという名前の仮想マシンの定義が表示されます。出力には、すべての構成可能なパラメータの現在の値が、仮想マシンの自動起動設定などの追加情報とともに含まれます。


oakcli show vmtemplate myol5u_test


	
	例5   仮想マシンの起動
	
このコマンドでは、myol5u_testという名前の仮想マシンが起動します。


oakcli start vm myol5u_test


	
	例6   仮想マシンのVMコンソールのオープン
	
このコマンドでは、myol5u_testという名前のアクティブな仮想マシンに対するGUI VMコンソール・ウィンドウが開きます。


oakcli show vmconsole myol5u_test





	
注意:

oakcli show vmconsoleコマンドが正しく機能するには、DISPLAY環境変数の有効な定義が必要です。








	
	例7   IPアドレスを使用してeth0からのアクセスに対して仮想マシンを設定
	
次の一連のコマンドは、eth0インタフェースにIPアドレス192.168.16.51を設定して仮想マシンvmol6u3 (ovmdあり)を構成し、password123aにrootパスワードを設定します。


oakcli clone vm vmol6u3 -vmtemplate ol6u3 -repo shrepo -node 0oakcli modify vm vmol6u3 -addnetwork priv1oakcli start vm vmol6u3oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.network.device.0:eth0'oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.network.onboot.0:yes'oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.network.bootproto.0:static'oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.network.ipaddr.0:192.168.16.51'oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.network.netmask.0:255.255.255.0'oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.root-password:password123'


	
	例8 仮想マシンの停止
	
このコマンドでは、myol5u_testという名前の仮想マシンが停止します。


oakcli stop vm myol5u_test


	
	例9 仮想マシンの削除
	
このコマンドでは、myol5u_testという名前の仮想マシンがOracle Database Appliance仮想化プラットフォームから削除されます。


oakcli delete vm my0l5u_test











Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのCPUプールについて

ワークロードを分離するには、CPUプールを作成して特定のCPUプールに仮想マシンをピン留めします。CPUプールに仮想マシンを割り当てる(ピン留めする)とき、仮想マシンがそのプール外のCPUを使用しないようにします。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームを構成すると、default-unpinned-poolが各ノードに作成されます。このプールのサイズは、次のようにハードウェア・バージョンによって異なります。

	
Oracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォーム: default-unpinned-poolには48個のCPUが含まれます。


	
Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォーム: default-unpinned-poolには32個のCPUが含まれます。


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム: default-unpinned-poolには24個のCPUが含まれます。




ODA_BASEドメインを作成すると、odaBaseCpuPoolという名前の新規CPUプールが両方のノードに作成され、必要なCPUがdefault-unpinned-poolから削除されます。ODA_BASEは、odaBaseCpuPoolのCPUを使用できる唯一のドメインです。他の仮想マシンは起動されると、それらの仮想マシンで実行される作業からODA_BASEを効率的にケージして、default-unpinned-poolに残されたCPUで稼働します。

CPUプールを追加で作成して、他の仮想マシンをケージすることもできます。これらの追加プールを使用すると、1つ以上の仮想マシンを独自のCPUプールにピン留めできます。特定のCPUプールで稼働している仮想マシンは、他のCPUプールで稼働している仮想マシンとCPUサイクルを共有しません。CPUプールは必要な数だけ定義できます(上限はシステムの使用可能なCPUの数です)。

アプリケーション要件が時間とともに変化する場合は、既存のプールをサイズ変更または削除して、新しいプールを追加します。ODA_BASEドメインのサイズ変更もできますが、この場合はOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ライセンスの変更および特別なコマンドも必要になり、これについては「ODA_BASEのサイズ変更」で説明しています。

それぞれのノードに対するoakcli show cpupoolコマンドの次の出力に示すように、各ノードのCPUプールは同じでなくてもかまいません。


oakcli show cpupool -node 0
                 Pool                         Cpu List
default-unpinned-pool   [14, 15, 16, 17, 18, 19, 20, 2
                                            1, 22, 23]
               twocpu                         [12, 13]
       odaBaseCpuPool   [0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9,
                                               10, 11]



oakcli show cpupool -node 1
                 Pool                         Cpu List
default-unpinned-pool   [12, 13, 14, 15, 16, 17, 18, 1
                                    9, 20, 21, 22, 23]
       odaBaseCpuPool   [0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9,
                                                10,11]


odaBaseCpuPoolではなく、CPUプールを管理するコマンドは、「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールの管理」を参照してください。


CPUプールのオーバーサブスクライブ

複数の仮想マシンを1つのCPUプールに割り当てることはできますが、1つのCPUは1つのCPUプールにのみ属することができます。CPUプールは、プール内のアクティブな仮想マシンがプールに構成された数を超えるCPUを必要とする場合、オーバーサブスクライブになります。たとえば、CPUプールに4つのCPUがある場合、それぞれ4つのCPUを使用するように定義しておいた2つの仮想マシンを起動できます。この場合、4つのCPUそれぞれが2つの仮想マシンをサポートしているため、CPUプールはオーバーサブスクライブします。同様に、これらの仮想マシンの一方を停止して2つのCPUを必要とする他方を起動した場合、CPUの2つが両方の仮想マシンをサポートしているため、依然としてCPUプールはオーバーサブスクライブします。CPUプールがオーバーサブスクライブした場合、そのプール内の仮想マシンのパフォーマンスを評価する必要があります。オーバーサブスクライブしたプールの共有によって許容できないレベルまでパフォーマンスが低下している場合は、1つ以上の仮想マシンを異なるCPUプールに再度割り当てる準備をする必要があります。






Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールの管理

Oracle Appliance Managerのコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの各ノードでCPUプールを管理します。

CPUプールに対して実行できるアクションは、次のとおりです。

	
Oracle Appliance Managerのoakcli create cpupoolコマンドを使用したCPUプールの追加作成。


	
Oracle Appliance Managerのoakcli configure cpupoolコマンドを使用したCPUプールに割り当てられるCPUの数の変更。


	
Oracle Appliance Managerのoakcli show cpupoolコマンドを使用した既存のCPUプールの調査。


	
Oracle Appliance Managerのoakcli configure vmコマンドの-cpupoolオプションを使用した特定のCPUプールへの仮想マシンのピン留め。複数の仮想マシンを同じCPUプールにピン留めできます。




この項で説明されているコマンドの例は、「Oracle Appliance ManagerのCPUプール管理コマンドの例」を参照してください。



Oracle Appliance ManagerのCPUプール管理コマンドの例

	
	例1:   Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの新規CPUプールの作成
	
このコマンドでは、4つのCPUが含まれるwinpoolという名前のCPUプールがノード0に作成されます。


oakcli create cpupool winpool -numcpu 4 -node 0


	
	例2   Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールに割り当てられるCPUの数の変更
	
このコマンドでは、ノード1のlinpoolという名前のCPUプールに割り当てられるCPUの数が変更されます。コマンド実行後、新しいCPUの数は6になります。


oakcli configure cpupool linpool -numcpu 6 -node 1


	
	例3   Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノードで構成されたCPUプールの表示
	
このコマンドでは、ノード0で各定義済CPUプールに割り当てられているCPUが表示されます。また、各CPUプールに割り当てられている仮想マシンがあれば、それも示されます。


oakcli show cpupool -node 0


	
	例4   Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールへの仮想マシンの割当て
	
このコマンドでは、wintestという名前の仮想マシンがwinpoolという名前のCPUプールにピン留めされます。


oakcli configure vm wintest -cpupool winpool







	
注意:

oakcli cpupoolコマンドを使用してodaBaseCpuPoolを管理しないでください。かわりに、「ODA_BASEのサイズ変更」で説明されているように、ODA_BASEを構成するコマンドを使用する必要があります。














Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インフラストラクチャおよび仮想ローカル・エリア・ネットワークについて

仮想マシン・テンプレートまたは仮想マシンの構成時に、仮想マシンへのアクセスに使用する特定のネットワークを定義するには、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インフラストラクチャ・コンポーネントを理解する必要があります。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームは、すべてのネットワークにボンドおよびブリッジを事前に作成して、上位レベルのネットワーク・インフラストラクチャ・コンポーネントをすべて管理します。仮想マシンにアクセスするためのフロント・エンド・ポイントは、Dom 0に定義されたブリッジの1つになります。

次の各表に、デフォルト・ネットワーク・インタフェースをハードウェア別に分類して示します。

	
表6-1および表6-2には、ストレージ・シェルフがあるシステム上のOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデフォルト・ネットワーク・インタフェースを示します。


	
表6-3には、ストレージ・シェルフがないシステム上のOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデフォルト・ネットワーク・インタフェースを示します。




いずれの場合も、ユーザー・ドメインへの接続は、選択したインタフェースを介して行われます。


表6-1 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデュアル・ポート10 GbEネットワーク・インタフェース(ストレージ・シェルフがあるシステム)

	Dom0でのインタフェース	Dom0でのボンド・デバイス	Dom0のブリッジ	ODA_BASEドメインのインタフェース
	
eth0

eth1

	
icbond0

	
priv1

	
eth0











	
注意:

ファイバー・パブリック・ネットワーク接続を定義すると、PCIeボードにbond0が構成されます。








表6-2 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオンボード・クアッド・ポート10 GbEネットワーク・インタフェース(ストレージ・シェルフがあるシステム)

	Dom0でのインタフェース	Dom0でのボンド・デバイス	Dom0のブリッジ	ODA_BASEドメインのインタフェース
	
eth2

eth3

	
bond0

	
net1

	
eth1


	
eth4

eth5

	
bond1

	
net2

	
eth2











	
注意:

ファイバー・パブリック・ネットワーク接続を定義すると、PCIeボードにbond0が構成されます。








表6-3 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インタフェース(ストレージ・シェルフがないシステム)

	タイプ	Dom0でのインタフェース	Dom0でのボンド・デバイス	Dom0のブリッジ	ODA_BASEドメインのインタフェース
	
プライベート

	
eth0

eth1

	
bond0

	
priv1

	
eth0


	
オンボード・パブリック

	
eth2

eth3

	
bond1

	
net1

	
eth1


	
第1ペア・クアッド・ポート

	
eth4

eth5

	
bond2

	
net2

	
eth2


	
第2ペア・クアッド・ポート

	
eth6

eth7

	
bond3

	
net3

	
eth3


	
10GbEインタフェース

	
eth8

eth9

	
xbond0

	
net4

	
eth4











	
注意:

ファイバー・パブリック・ネットワーク接続を定義すると、PCIeボードにbond0が構成されます。







仮想マシンの構成時に、関連ブリッジを指定して、仮想マシンが使用するネットワークを定義します。たとえば、myvm1という名前の仮想マシンをnet1ネットワークに接続するには、次のコマンドを使用します。


oakcli modify vm myvm1 -addnetwork net1



図6-2 基本的な仮想マシン・ローカル・エリア・ネットワーク

[image: 図6-2の説明が続きます]





図6-2は、前述の情報に基づいた一般的なOracle Database Appliance構成を示しています。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのOracleソフトウェアのインストールおよび構成中に、第4章で説明されているように、ODA_BASEにデフォルトの仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)を割り当てることができます。図6-3「仮想ローカル・エリア・ネットワークを使用するOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム」では、VLANを使用した標準的なOracle Database Appliance構成を示します。数字は図6-2と同じ構成を示していますが、バックアップ用(backup)、アプリケーション用(application)および管理用(mgnt)の3つのタグ付きVLANが追加されています。


図6-3 仮想ローカル・エリア・ネットワークを使用するOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム

[image: 図6-3の説明が続きます]





次の2つの項、「ODA_BASEでのネイティブ仮想ローカル・エリア・ネットワークの管理」および「ユーザー・ドメインおよびODA_BASEでの仮想ローカル・エリア・ネットワークの管理」では、ODA_BASEおよびユーザー・ドメインでの新規VLANの作成方法または既存VLANの削除方法についてそれぞれ説明します。



ODA_BASEでのネイティブ仮想ローカル・エリア・ネットワークの管理

ODA_BASEでネイティブ(タグ付き) VLANを追加または削除するには、ノード0のDom 0にログオンしているときに、oakcli configure oda_baseコマンドを再実行します。次のプロンプトが表示された場合


Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : 


ODA_BASEにネイティブVLANを追加割当てする場合はyと入力し、oakcli configure oda_baseの初回実行中に行ったようにプロンプトに応答します。ネイティブVLANを追加しない場合またはODA_BASEから既存のネイティブVLANを削除する場合は、nと入力すると、次のプロンプトが表示されます。


vlan network to be removed from oda_base ? (y/n):


既存のネイティブVLANを削除する場合はyと入力し、それ以外の場合はnと入力してVLANダイアログを終了します。ネイティブVLANを削除するには、要求されたら名前を入力します。次に、アプリケーションVLANを削除する例を示します。


Select the network to remove [Usrnet1, Student, Management]: Management


要求されたらyと入力して削除するネイティブVLANの名前を入力し続け、ODA_BASEからのネイティブVLANの削除を終了したら、nと入力してVLANダイアログを終了します。






ユーザー・ドメインおよびODA_BASEでの仮想ローカル・エリア・ネットワークの管理

VLANは、Oracle Appliance Managerのコマンド(詳細は付録D「Oracle Appliance Manager (OAKCLI)リファレンス」を参照)を使用して管理します。ユーザー・ドメインのVLANを管理するにはODA_BASEにログインし、ODA_BASEのVLANを管理するにはDom 0にログインします。この項の例では、sample10という名前のVLANを使用します。


仮想ローカル・エリア・ネットワークの作成

VLANを作成するには、oakcli create vlanコマンドを使用します。VLANを作成するには、次の情報を指定する必要があります。

	
VLANの名前(コマンドを発行するノードで一意ですが、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの他のノードで同じ名前を使用できます)。


	
VLANタグ番号(2から4096 (境界値を含む)の値である必要があり、コマンドを発行するノードで一意である必要もありますが、第2ノードで同じタグを使用できます)。


	
VLANを作成するインタフェースの名前。表6-2「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオンボード・クアッド・ポート10 GbEネットワーク・インタフェース(ストレージ・シェルフがあるシステム)」または表6-3「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インタフェース(ストレージ・シェルフがないシステム)」の「Dom0でのボンド・デバイス」列に示されている、ハードウェアで使用可能なインタフェースを見つけます。


	
現在のコマンドでVLANを作成するノード







	
注意:

oakcli create vlanコマンドを2回(ノード0用に1回とノード1用に1回)発行すると、両方のノードに同じVLANを作成できます。







次の例は、ノード0でsample10 VLANを作成するための一例を示しています。


oakcli create vlan sample10 -vlanid 10 -if bond0 -node 0





	
警告:

共有リポジトリに作成した仮想マシンでVLANを使用する予定の場合は、両方のノードでそのVLANを作成する必要があります。仮想マシンがデフォルトで稼働しようとするノードで割り当てられたネットワークが使用不可能な場合またはフェイルオーバーの後には、仮想マシンに障害が発生します。










ユーザー・ドメインの仮想ローカル・エリア・ネットワークの割当ておよび削除

既存のVLANを仮想マシンに割り当てるには-addnetwork句を指定して、仮想マシンからVLANを削除するには -deletenetwork句を指定してoakcli modify vmコマンドを使用します。句の最後にVLANに付ける名前を指定します。

次の例では、myol5u_test仮想マシンにsample10 VLANを割り当てる方法を示します。


oakcli modify vm myol5u_test -addnetwork sample10



ODA_BASEの仮想ローカル・エリア・ネットワークの割当ておよび削除

ODA_BASEに既存のVLANを割り当てたり、ODA_BASEからVLANを削除するには、oakcli configure oda_baseコマンドを使用します。このコマンドでは、ODA_BASEおよびドメイン・メモリーのサイズ変更もできます。VLANの管理のみ行う場合は、現在のCPUコア数に対応する番号と現在のメモリー数を入力します。

次の例(抜粋)では、CPUコア数とデフォルトのメモリー値は変更されないままですが、ODA_BASEにtest01 VLANが割り当てられます。現在のCPUコア数6は、コア・ライセンス・オプションの値リストの選択番号3に対応しています。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli configure oda_base
Core Licensing Options:
        1. 2 CPU Cores
        2. 4 CPU Cores
        3. 6 CPU Cores
        4. 8 CPU Cores
        5. 10 CPU Cores
        6. 12 CPU Cores
        Current CPU Cores       :6
        Selection[1 : 6](default 12 CPU Cores) : 3
        ODA base domain memory in GB(min 8, max 88)(Current Memory 48G)[default 64]     : 48
INFO: Using default memory size i.e. 64 GB
Additional vlan networks to be assigned to oda_base? (y/n) [n]: y
Select the network to assign (test00,test01,test02,test03): test01
Additional vlan networks to be assigned to oda_base? (y/n) [n]:
Vlan network to be removed from oda_base (y/n) [n]:
INFO: . . .



仮想ローカル・エリア・ネットワークの表示および削除

ODA_BASEに現在存在するVLANを表示するには、oakcli show vlanコマンドを実行します。次の例では、前述の例で使用したsample10 VLAN以外に多数のVLANが表示されています。


oakcli show vlan

NAME                  ID    INTERFACE   NODENUM

net1                  1     bond0       0
net1                  1     bond0       1
net2                  1     bond1       0
net2                  1     bond1       1
net3                  2     bond1       0
net3                  4     bond0       1
net10                 20    bond1       0
net10                 20    bond1       1


ノードから不要なVLANを削除するには、oakcli delete vlanコマンドでVLAN名と当該ノード番号を指定します。次のコマンドでは、前述のoakcli create vlanの例で割り当てられたノード0からsample10 VLANが削除されます。


oakcli delete vlan sample10 -node 0





	
注意:

ネイティブ(デフォルト) VLANは削除できません。














ODA_BASEのサイズ変更

インストール済のOracleデータベースの演算能力またはメモリーを増強する必要がある場合、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでODA_BASEドメインに割り当てられているCPUコアの数を増やします。また、仮想マシン・ドメインに割り当てられるCPUを増やす必要がある場合はCPUコアを減らします。各ノードの割当て済コア数は、2または2の倍数ずつ増減する必要があります。

ODA_BASEのコア数を変更する場合、Oracleデータベースで重要なアクティビティが実行されていないときにこのタスクの実行を予定します。これは、サイズ変更プロセス中、ODA_BASEドメインが停止するためです。続行する準備ができたら、次の手順を実行します。

	
Dom 0にログオンし、次の例に示すようにoakcli configure oda_baseコマンドを実行します。ODA_BASEのCPUコア数が6から8に変更されます。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli configure oda_base
Core Licensing Options:
        1. 2 CPU Cores
        2. 4 CPU Cores
        3. 6 CPU Cores
        4. 8 CPU Cores
        5. 10 CPU Cores
        6. 12 CPU Cores
        Current CPU Cores       :6
        Selection[1 : 6](default 12 CPU Cores) : 4
        ODA base domain memory in GB(min 8, max 88)(Current Memory 64G)[default
32]     :
INFO: Using default memory size i.e. 32 GB
Additional vlan networks to be assigned to oda_base? (y/n) [n]: Vlan network to be removed from oda_base (y/n) [n]
INFO: Node 0:Configured oda base pool
INFO: Node 1:Configured oda base pool
INFO: Node 0:ODA Base configured with new memory
INFO: Node 0:ODA Base configured with new vcpus
INFO: Changes will be incorporated after the domain is restarted on Node 0
INFO: Node 1:ODA Base configured with new memory
INFO: Node 1:ODA Base configured with new vcpus
INFO: Changes will be incorporated after the domain is restarted on Node 1


	
コマンドの出力に示されるアクションを実行します。この例では、/etc/sysctl.confファイルのパラメータ値を更新するよう要求されています。


	
両方のノードのDom 0で次のrestartコマンドを実行し、ドメインを再起動してODA_BASEの変更後の構成を実装します。


oakcli restart oda_base















7 Oracle Database ApplianceでのOracle Databaseの管理

この章では、Oracle Database管理に伴う問題およびタスクについて詳しく説明します。この章は次の項で構成されています:

	
Oracle Databaseの管理および維持


	
複数のOracleホームでのデータベースの追加作成


	
Oracle Grid Infrastructureの管理グループおよびユーザーについて


	
Oracle Database ApplianceでのOracle RAC Databaseの管理について


	
シングル・インスタンス・データベースのOracle RACまたはOracle RAC One Nodeへの変換


	
インスタンス・ケージングを使用した複数データベース・インスタンスの管理


	
Oracle Database ApplianceでのOracle Databaseのアップグレード







	
関連項目:

『Oracle Database管理者ガイド』

『Oracle Database 2日でデータベース管理者』

『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』

『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』











Oracle Databaseの管理および維持

次の各項で、Oracleソフトウェアの操作の概要について説明します。

	
Oracle Databaseの概要


	
Oracle Enterprise Manager Database Controlについて


	
バックアップおよびリカバリの概要


	
データのロードおよび移行について


	
Oracle Clusterwareリソース管理の概要


	
Oracle RAC One Nodeデータベース管理の概要


	
Oracle Real Application Clustersデータベース管理の概要






Oracle Databaseの概要

Oracle Databaseは、オブジェクトおよびeXtensible Markup Language(XML)機能を使用するリレーショナル・データベースです。リレーショナル・データベースでは、すべてのデータが、行と列で構成される2次元の表に格納されます。Oracle Databaseを使用すると、高いパフォーマンス、信頼性およびスケーラビリティを保持しながら、データの格納、更新および効率的な検索を実行できます。




	
関連項目:

	
Oracle Database管理の概要は『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照


	
Oracle Databaseの概要は『Oracle Database概要』を参照

















Oracle Enterprise Manager Database Controlについて

データベースを管理する主要なツールはWebインタフェースであるOracle Enterprise Manager Database Control (Database Control)です。Oracle Databaseをインストールし、データベースを作成またはアップグレードしてネットワークを構成した後で、Database Controlを使用してデータベースの管理します。また、Database Controlは、パフォーマンス・アドバイザ用およびSQL*Loader、Recovery Manager (RMAN)などのOracleユーティリティ用のインタフェースも提供します。




	
関連項目:

Database Controlの概要は『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照












バックアップおよびリカバリの概要

Oracle Database Recovery Manager (RMAN)を使用して、Oracle Database Applianceでデータベースをバックアップおよびリカバリします。




	
関連項目:

	
『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・リファレンス』

















データのロードおよび移行について

新規アプリケーションをデプロイする場合、この項はスキップできます。既存のデータベースからOracle Database Applianceにデータをロードまたは移行する場合は、次のドキュメントを参照してください。

	
データ・ロードの詳細は『Oracle Databaseユーティリティ』を参照


	
Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)へのデータの移行方法の概要は『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』のRMANを使用したOracle ASMデータ移行の実行に関する項を参照









Oracle Clusterwareリソース管理の概要

Oracle Clusterwareでは、Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)に必要なクラスタ・テクノロジが提供されます。さらに、Oracle Clusterwareでは、アプリケーションおよびプロセスはOracle Clusterwareに登録するリソースとして管理されます。アプリケーションを管理するためにOracle Clusterwareに登録するリソースの数は、アプリケーションによって異なります。1つのプロセスでのみ構成されるアプリケーションは、ほとんどの場合、1つのリソースでのみ表されます。複数のプロセスまたはコンポーネント上に構築されたより複雑なアプリケーションでは、複数のリソースが必要な場合があります。




	
関連項目:

Oracle Clusterwareを使用したアプリケーションの可用性の向上の詳細は『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』を参照












Oracle RAC One Nodeデータベース管理の概要

Oracle RAC One Nodeは、クラスタ内の1つのノードで実行されるOracle RACデータベースのシングル・インスタンスです。インスタンスを停止および起動するかわりに、Oracle RAC One Nodeのオンライン・データベース再配置機能を使用して、Oracle RAC One Nodeインスタンスを別のサーバーに再配置できます。

Oracle RAC One Nodeデータベースの管理は、Oracle RACまたはシングル・インスタンスのOracle Databaseとは若干異なります。管理者管理型のOracle RAC One Nodeデータベースでは、一方のノードが主要ノードで、もう一方のノードが候補ノードになり、主要ノードがエラーになったりメンテナンスのために停止した場合にサービスを引き受けることができます。候補ノードは汎用サーバー・プール内にあります。データベースおよびデータベース・サービスも汎用プール内にあります。




	
関連項目:

Oracle RAC One Nodeの管理の詳細は『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』を参照












Oracle Real Application Clustersデータベース管理の概要

Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)は、2つ以上の個々のコンピュータをリンクして1つのシステムとして機能させるテクノロジです。Oracle Database Appliance上にデプロイされたOracle RACによって、クラスタの各コンピュータ(またはノード)はOracleデータベースへのアクセスを共有できます。一方のクラスタ・ノードがエラーまたはオフラインになっても、もう一方のクラスタ・ノードは引き続き稼働し、Oracle RACデータベース全体が使用可能なままになります。各ノードは、1つのコンピュータとしてアプリケーションに表示されます。




	
関連項目:

Oracle RACの管理の詳細は『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』を参照














複数のOracleホームでのデータベースの追加作成

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle Database Applianceでの複数のデータベースの管理について


	
oakcli create database


	
oakcli create db_config_params






Oracle Database Applianceでの複数のデータベースの管理について

Oracle Appliance Manager (oakcli)を使用して、Oracle Database Applianceで複数のデータベースを作成および管理します。また、oakcliを使用して、複数のホームがあり、異なるデータベース構成を使用する複数のデータベースを管理できます。Oracle Database Applianceは、Oracle Database 11gリリース2バージョン11.2.0.2、11.2.0.3および11.2.0.4に対して複数のOracleホームをサポートしています。使用可能なデータベース・バージョンおよびクローン・ファイルの詳細はノート888888.1を参照してください。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1

複数のOracleホームを使用すると、Oracle Databaseの複数のリリースを同時に実行できます。たとえば、Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2.5)データベースから新規リリースにアプリケーションを移動する前に、11.2.0.3.3をインストールしてこのリリース上でアプリケーションをテストできます。

Oracleホームは、Oracle Databaseバイナリをインストールするディレクトリで、ここからOracle Databaseを実行します。Oracle Appliance Managerでは、Oracle Flexible Architecture (OFA)ガイドラインに準拠したOracle Database Oracleホームが自動的に作成されます。

oakcliを使用してOracle Database Applianceで複数のホームを作成する場合、コマンドにより、Oracle Grid Infrastructureが使用するクローニング・プロセスが開始されます。現在のリリースでは、ユーザーoracleがすべてのOracleホームを所有しています。




	
注意:

前のリリースからアップグレードしない場合は、インストール対象のOracle Databaseバージョンに対するOracle Database Appliance End User Bundleをダウンロードしてください。詳細は、ノート888888.1を参照してください。
https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1









oakcliを使用して、複数のOracleホーム機能を使用したOracle Database Applianceで複数のデータベースを作成、管理およびアップグレードします。oakcli create databaseコマンドを使用すると、ユーザー入力を最小限に抑えながらデータベースを作成できます。追加オプションなしでこのコマンドを使用すると、新規のデータベース・ホームが作成されます。または、-oh属性を使用して、既存のホームにデータベースを作成できます。




	
注意:

oakcliを使用して、新規データベースを既存のOracleホームまたは新規のOracleホームのいずれかに作成します。












oakcli create database

oakcli create databaseコマンドを使用して、Oracle Database Applianceでデータベースを追加作成します。


構文

oakcli create database -db db_name [-oh home | -version version] [-params params_file]





パラメータ


表7-1 oakcli create databaseコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-db db_name

	
db_nameは、作成するデータベースの名前です。


	
-oh home

	
homeは、データベースの作成時に使用する既存のOracleホームの名前です。デフォルトでは、新規のデータベース・ホームが作成されます。


	
-version version

	
versionは、インストールするバージョンです。デフォルトでは、最新のバージョンが使用されます。


	
-params params_file

	
params_fileは、構成ファイルです。デフォルトでは、Oracle Database Applianceはデフォルト構成ファイルを使用し、指定されたファイル名にファイル拡張子を自動的に追加します。











例


# oakcli create database -db sales1 -version 11.2.0.4
# oakcli create database -db sales2 -oh home2 -params salesdbtemplate








oakcli create db_config_params

oakcli create db_config_params -conf filenameコマンドを使用して、Oracle Database Applianceで複数のデータベースを構成するための構成ファイルを作成します。filenameは、生成する構成ファイルの名前です。


構文


oakcli create db_config_params -conf filename


このコマンドを実行するとき、データベースに適用するオプションに対応する番号を入力して各プロンプトに応答します。デフォルトが表示され、その値(通常オプション1として表示)を使用する場合は、[Enter]キーをクリックしてその値を受け入れます。多数のオプションがあり目的の値が表示されていない場合、[0]をクリックしてすべてのオプションが見えるようにできます。





例

次の例は、oakcli create db_config_paramsコマンドの構成ダイアログを示しています。


# oakcli create db_config_params -conf rsfile

Please select one of the following for Database Block Size  [1 .. 4]:
1 ==> 4096
2 ==> 8192
3 ==> 16384
4 ==> 32768
2
Selected value is: 8192

Specify the  Database Language (1. AMERICAN 2. Others) [1]:
Selected value is: AMERICAN

Specify the  Database Characterset (1. AL32UTF8 2. Others) [1]:2

Please select one of the following for Database Characterset [0 .. 10] :0 => Others1 => AL32UTF82 => AR8ADOS7103 => AR8ADOS710T4 => AR8ADOS7205 => AR8ADOS720T6 => AR8APTEC7157 => AR8APTEC715T8 => AR8ARABICMACS9 => AR8ASMO708PLUS10 => AR8ASMO8X1Selected value is: AL32UTF8

Specify the  Database Territory (1. AMERICA 2. Others) [1]:2

Please select one of the following for Database Territory [0 .. 10] :
0 => Others
1 => ALBANIA
2 => ALGERIA
3 => AMERICA
4 => ARGENTINA
5 => AUSTRALIA
6 => AUSTRIA
7 => AZERBAIJAN
8 => BAHRAIN
9 => BANGLADESH
10 => BELARUS
3
Selected value is: AMERICA

Specify the  Component Language (1. en 2. Others) [1]:2

Please select one of the following for Component Language [0 .. 10] :
0 => Others
1 => en : English
2 => fr : French
3 => ar : Arabic
4 => bn : Bengali
5 => pt_BR : Brazilian Portuguese
6 => bg : Bulgarian
7 => fr_CA : Canadian French
8 => ca : Catalan
9 => hr : Croatian
10 => cs : Czech
1
Selected value is: en
Successfully generated the Database parameter file 'rsfile'


既存のデータベース構成ファイルを参照するには、oakcli show db_config_paramsコマンドを使用します。次に例を示します。


# oakcli show db_config_params 
Available DB configuration files are: 
default 
largedb
extralargedb
mytest.params


出力にはデフォルト以外の拡張子のみが含まれ、デフォルト拡張子(.dbconf)は表示されません。

データベース構成ファイルを使用して1つのデータベースを作成する場合、あるいはプロファイルが同一のデータベースを多数作成する場合は、oakcli create databaseコマンドを使用し、その中に-params -conf file_nameオプションを含めます(file_nameは、必須構成ファイルの名前です)。

不要なデータベース構成ファイルを削除するには、oakcli delete db_config_params -confコマンドを使用し、構成ファイル名を-confパラメータ値として指定します。データベース構成ファイルと関連する他のOracle Appliance Managerコマンドと同様、ファイルの拡張子値がデフォルトである場合(.dbconf)は、拡張子を含める必要がありません。










Oracle Grid Infrastructureの管理グループおよびユーザーについて

構成時に、Oracle Database Applianceに2つの管理アカウントが作成されます。1つはGrid Infrastructureインストール所有者grid (UID 1000)で、もう1つはOracle Databaseインストール所有者oracle (UID 1001)です。

gridユーザーは、Oracle ASMシステム権限グループasmadmin (GID 1006)、asmdba (GID 1004)、asmoper (GID 1005)、およびOracle Databaseシステム権限グループracoper (GID 1003) (OPERデータベース・システム権限)、およびOracleインベントリ・システム権限グループoinstall (GID 1001)のメンバーです。

oracleユーザーは、Oracle ASMシステム・アクセス権限グループasmdba、およびOracle Databaseシステム権限グループdba (OSDBAシステム権限)、racoper (OPERデータベース・システム権限)、およびOracleインベントリ・システム権限グループoinstallのメンバーです。これらのユーザー名、UID、グループ名およびGIDは事前構成されており、変更できません。すべてのデータベースのORACLE_HOMESはoracleユーザーによって所有されていることに注意してください。




	
関連項目:

	
オペレーティング・システムの権限グループの詳細はOracle Grid Infrastructure for Linuxを参照


	
Oracle ASMのシステム権限の詳細は『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照

















Oracle Database ApplianceでのOracle RAC Databaseの管理について

管理者管理データベースのデータベース・リソースを確認すると、そのOracle Databaseと同じ名前で定義されたサーバー・プールが表示されます。このサーバー・プールは、Oracleで定義される特別なサーバー・プールの一部で、Genericと呼ばれます。Oracle RACは、Genericサーバー・プールを管理して管理者管理データベースをサポートします。Oracle Server Control Utility (SRVCTL)またはOracle Database Configuration Assistant (DBCA)を使用して管理者管理型データベースを追加または削除すると、Oracle RACは汎用のメンバーであるサーバー・プールを作成または削除します。SRVCTLまたはOracle Clusterware Control Utility (CRSCTL)コマンドを使用して、汎用サーバー・プールを変更することはできません。




	
注意:

現在、Oracle Database Applianceは管理者管理型データベースのみをサポートしています。










	
関連項目:

	
『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』


	
『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』

















シングル・インスタンス・データベースのOracle RACまたはOracle RAC One Nodeへの変換

コマンドライン・ユーティリティrconfigを使用して、ConvertToRAC.xmlファイルで指定する値に応じて、シングル・インスタンス・データベースをOracle RACまたはOracle RAC One Nodeに変換します。




	
関連項目:

シングル・インスタンス・データベースを変換する手順は『Oracle Real Application Clustersインストレーションおよび構成』の付録C「シングル・インスタンスのOracle DatabaseからOracle RACおよびOracle RAC One Nodeへの変換」を参照












インスタンス・ケージングを使用した複数データベース・インスタンスの管理

Oracle Databaseには、複数のデータベース・インスタンスを実行する複数CPUサーバーでCPU割当てを管理する方法が用意されています。この方法はインスタンス・ケージングと呼ばれます。インスタンス・ケージングとOracle Resource Manager(リソース・マネージャ)が連携して、複数インスタンス間で必要なサービス・レベルをサポートします。




	
関連項目:

	
Oracle Database Applianceのインスタンス・ケージングの特定の機能の詳細は付録C「Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定」を参照


	
インスタンス・ケージングの有効化および構成の詳細は『Oracle Database管理者ガイド』を参照

















Oracle Database ApplianceでのOracle Databaseのアップグレード

Oracle Database ApplianceでOracle Databaseをアップグレードするには、必要なGrid Controlのパッチから順に適切なパッチを適用する必要があります。この項では、適用可能な各アップグレードの手順について説明します。


データベースのアップグレード

ノード0にパッチを適用したら自動的にノード1にパッチを適用するローリング・アップグレード・パッチをインストールして、データベースをアップグレードします。特定のアップグレード要件について説明している項の手順を実行します。

	
11.2.0.2の早期リリースからOracle Database 11.2.0.2.10へのアップグレード


	
11.2.0.3の早期リリースからOracle Database 11.2.0.3.6へのアップグレード


	
リリース11.2.0.2.xからOracle Database 11.2.0.3.6へのアップグレード






11.2.0.2の早期リリースからOracle Database 11.2.0.2.10へのアップグレード

	
ノード0でのみoakcli show databasesコマンドを実行して、このアップグレードに適しているリリース番号のデータベースがあるかを確認します。コマンドとその出力は、次の例のようになります。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli show databases
Database Name      Database Type     Database HomeName      
    Database HomeLocation                       Database Version                  tpcc               RAC               dbhome11202 
    /u01/app/oracle/product/11.2.0.2/dbhome_1   11.2.0.2.5(13923804,13696242)


	
ノード0でのみoakcli update -patch 2.6.0.0.0 --databaseコマンドを実行します。パッチ適用が可能なデータベース・ホームが複数ある場合、選択リストが表示され、そのリストからアップグレードするデータベース・ホームを1つ、一部または全部選択します。次の例に示されているコマンドを使用します。


cd /opt/oracle/oak/bin
./oakcli update -patch 2.6.0.0.0 --database


	
コマンドが完了したら、ノード0でoakcli show databasesコマンドを再度使用してデータベース・バージョンを確認します。ここでのコマンドとその出力は、次の例のようになります。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli show databases
Database Name      Database Type     Database HomeName      
    Database HomeLocation                       Database Version                  tpcc               RAC               dbhome11202 
    /u01/app/oracle/product/11.2.0.2/dbhome_1   11.2.0.2.10(16056267,16166868)
11.2.0.2.10 (16056267,16166868)









11.2.0.3の早期リリースからOracle Database 11.2.0.3.6へのアップグレード

	
ノード0でのみoakcli show databasesコマンドを実行して、このアップグレードに適しているリリース番号のデータベースがあるかを確認します。コマンドとその出力は、次の例のようになります。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli show databases
Database Name      Database Type     Database HomeName      
    Database HomeLocation                       Database Version                  tpcc               RAC               dbhome11203 
    /u01/app/oracle/product/11.2.0.3/dbhome_1   11.2.0.3.2(13696216,13696251)
EE                 RACOneNode        dbhome11203
    /u01/app/oracle/product/11.2.0.3/dbhome_1   11.2.0.3.2(13696216,13696251)


	
ノード0でのみoakcli update -patch 2.6.0.0.0 --databaseコマンドを実行します。パッチ適用が可能なデータベース・ホームが複数ある場合、選択リストが表示され、そのリストからアップグレードするデータベース・ホームを1つ、一部または全部選択します。次の例に示されているコマンドを使用します。


cd /opt/oracle/oak/bin
./oakcli update -patch 2.6.0.0.0 --database





	
注意:

リリース11.2.0.3.xから11.2.0.3.6へのデータベース固有のアップグレードは実行できません。アップグレードするホームを実行するすべてのデータベース(ステップ1の例でリストされた2つのデータベースなど)に、Oracle Database 11.2.0.3.6へのパッチが適用されます。








	
コマンドが完了したら、ノード0でoakcli show databasesコマンドを再度使用してデータベース・バージョンを確認します。ここでのコマンドとその出力は、次の例のようになります。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli show databases
Database Name      Database Type     Database HomeName      
    Database HomeLocation                       Database Version                  tpcc               RAC               dbhome11203 
    /u01/app/oracle/product/11.2.0.3/dbhome_1   11.2.0.3.6(16056266,16083653)
    Database HomeLocation                       Database Version                  EE                 RACOneNode        dbhome11203 
    /u01/app/oracle/product/11.2.0.3/dbhome_1   11.2.0.3.6(16056266,16083653)









リリース11.2.0.2.xからOracle Database 11.2.0.3.6へのアップグレード

	
ノード0で次の処理を実行して、11.2.0.3.6データベース・ホームがあることを確認します。

	
コマンド/opt/oracle/oak/bin/oakcli show dbhomeを実行します。次の例のように、コマンドからの出力に11.2.0.3.6ホームが表示される場合:


Oracle Home Name       Oracle Home version                   
                             Home Location
dbhome11202           11.2.0.2.5(13343424,13343447)                                                        /u01/app/oracle/product/11.2.0.2/dbhome_1
OraDb11203_home1       11.2.0.3.6(16056266,16083653)       
                             /u01/app/oracle/product/11.2.0.3/dbhome_1


ステップ2を続行します。次の例のように、11.2.0.3.6ホームがない場合:


Oracle Home Name       Oracle Home version                   
                             Home Location
dbhome11202            11.2.0.2.5(13343424,13343447)        
                             /u01/app/oracle/product/11.2.0.2/dbhome_1


ステップ2を続行する前に、次の処理を実行します。

	
My Oracle Supportから11.2.0.3.6 DBクローン・ファイル(パッチ#14777276)をダウンロードします。


	
次の2つのコマンドを使用して、ノード0で11.2.0.3.6データベース・ホームを作成します。


cd /opt/oracle/oak/bin
/opt/oracle/oak/bin/oakcli create dbhome -version 11.2.0.3.6


	
ステップ1の最初に戻り、/opt/oracle/oak/bin/oakcli show dbhomeコマンドから始めて11.2.0.3.6データベース・ホームが表示されるまで処理を繰り返します。








	
ノード0でのみoakcli show databasesコマンドを実行して、このアップグレードに適しているリリース番号のデータベースがあるかを確認します。コマンドとその出力は、次の例のようになります。ここでは、アップグレードの候補として3つのデータベースが表示されています。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli show databases
Database Name      Database Type     Database HomeName      
    Database HomeLocation                       Database Version
tpcc               RAC               dbhome11202                      
    /u01/app/oracle/product/11.2.0.2/dbhome_1   11.2.0.2.5(13343424,13343447)
RACOne             RACOneNode        dbhome11202                      
    /u01/app/oracle/product/11.2.0.2/dbhome_1   11.2.0.2.5(13343424,13343447)       11.2.0.2.5(13343424,13343447)
EE                 SINGLE            dbhome11202                      
   /u01/app/oracle/product/11.2.0.2/dbhome_1    11.2.0.2.5(13343424,13343447)


	
ノード0でのみ、アップグレードするデータベースの名前と、ステップ1の11.2.0.3.6データベース・ホームの名前を指定してoakcli upgrade databaseコマンドを実行し、データベースをアップグレードします。次の例は、ステップ1で確認したOraDb11203_home1を使用して、ステップ2でリストされたtpccデータベースをアップグレードする方法を示しています。


cd /opt/oracle/oak/bin
./oakcli upgrade database -db tpcc -to OraDb11203_home1


	
コマンドが完了したら、ノード0でoakcli show databasesコマンドを再度使用してデータベース・バージョンを確認します。ここでのコマンドとその出力は、次の例のようになります。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli show databases
Database Name      Database Type     Database HomeName      
    Database HomeLocation                       Database Version
tpcc               RAC               OraDb11203_home1                      
    /u01/app/oracle/product/11.2.0.3/dbhome_1   11.2.0.3.6(16056266,16083653)
RACOne             RACOneNode        dbhome11202                      
    /u01/app/oracle/product/11.2.0.2/dbhome_1   11.2.0.2.5(13343424,13343447)       11.2.0.2.5(13343424,13343447)
EE                 SINGLE            dbhome11202                      
   /u01/app/oracle/product/11.2.0.2/dbhome_1    11.2.0.2.5(13343424,13343447)



















8 Oracle Database Applianceのトラブルシューティング

この章では、Oracle Database Applianceの問題のトラブルシューティング方法に関する情報について説明します。この章は次の項で構成されています:

	
Oracle Database Applianceの診断および検証ツールについて


	
Oracle Database Applianceの検証ツール・コマンド・リファレンス


	
Oracle Database Applianceのシステム・トラブルシューティング


	
Oracle ILOM構成のトラブルシューティング


	
Oracleサポート・サービス用のログ・ファイルの用意


	
その他のトラブルシューティング・ツールおよびコマンド


	
Oracle Cluster Health MonitorおよびOracle OSWatcherによる常時監視


	
Oracle Database Applianceハードウェア監視ツールについて


	
デバッグ起動プログラムに対するシリアル・コンソールの構成






Oracle Database Applianceの診断および検証ツールについて

Oracle Database ApplianceのOAKCLI validateコマンド・オプションは、サポートの問題を解決するための診断および検証機能を提供します。Oracle Database Applianceに問題が発生した場合、validateオプションを使用して、環境が適切に構成されていること、およびベスト・プラクティスが有効であることを確認します。サービス・リクエストを送信する場合、この章の説明どおりにOAKCLIも使用して、Oracleサポート・サービスに送信するためのログ・ファイルを用意します。






Oracle Database Applianceの検証ツール・コマンド・リファレンス

この項では、Oracle Database Applianceの検証ツールのリファレンスを示します。このツールは、Oracle Database Appliance X3-2より前のハードウェアで使用できません。


Oracle Database Applianceの検証ツールの概要

コマンドoakcli validateを使用して、Oracle Database Applianceのステータスを検証します。

コマンドは次の構文を使用します。checklistは1回のチェックまたはカンマ区切りリストのチェック、output_file_nameは検証出力ファイルに指定する名前です。


oakcli validate -h 
oakcli validate [-V | -l | -h]
oakcli validate [-v] [-f output_file_name] [-a | -d | -c checklist]





権限およびセキュリティ

oakcli validateコマンドはrootユーザーとして実行する必要があります。





Oracle Database Applianceの検証ツール・オプションのサマリー


表8-1 Oracle Database Applianceの検証ツール・オプション

	オプション	目的
	
-a

	
DiskCalibrationなど、すべてのシステム・チェックを実行します。このコマンドを使用して、デプロイメントの前にシステムの準備状況を検証することをお薦めします。DiskCalibrationシステム・チェックによりパフォーマンスの問題が発生する可能性があるため、実行中のシステム上で、このオプションを使用してoakcli validateを実行しないでください。各チェックの詳細は、表8-2を参照してください。


	
-c

	
カンマ区切りのチェックのリストを実行します。このコマンドを使用して、特定のチェックまたはチェックのリストを実行します。


	
-d

	
デフォルトのシステム・チェックを実行します。デフォルトのシステム・チェックは、NetworkComponents、OSDiskStorage、SharedStorage、DiskCalibrationおよびSystemComponentsです。各チェックの詳細は、表8-2を参照してください。


	
-f

	
出力ファイルを作成します。-fフラグの後に、ファイルの名前を指定します。検証コマンドの出力内容は、このファイルに書き込まれます。出力内容をファイルに送信するよう指定しない場合、画面(stdout)に送信されます。


	
-h

	
ヘルプ情報を出力します。


	
-l

	
すべてのシステム・チェック・オプションをリストし、オプションについて説明します。


	
-v

	
詳細出力を行います。


	
-V

	
検証ツール・バージョンを出力します。









表8-2 Oracle Database Applianceのシステム・チェック

	チェック	目的
	
asr

	
Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成ファイルおよびOracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)センサー・データに基づいて、Oracle ASRコンポーネントを検証します。


	
DiskCalibration

	
/opt/oracle/oak/orionを使用したストレージ・ディスクのパフォーマンスのインストール前チェック。

デプロイ済のシステム上でDiskCalibrationコマンドを実行するとパフォーマンスの問題が発生するため、Oracle Database ApplianceにOracleソフトウェアをデプロイした後でこのチェックを実行しないでください。


	
NetworkComponents

	
パブリックおよびプライベートのネットワーク・ハードウェア接続を検証します。注意: このオプションは、Oracle Database Appliance X3-2より前のハードウェアで使用できません。


	
OSDiskStorage

	
オペレーティング・システム・ディスクおよびファイル・システム情報を検証します。


	
SharedStorage

	
共有ストレージおよびマルチパス情報を検証します。


	
StorageTopology

	
外部JBOD (ストレージ・シェルフ)の接続を検証します。


	
SystemComponents

	
Oracle ILOMセンサー・データの読取りに基づいて、システム・コンポーネントを検証します。











Oracle Database Applianceの検証ツール・コマンドの例

次の項ではすべての検証コマンド・オプションとその説明を示します。


$ ./oakcli validate -l


すべてのシステム・チェックを実行します。


$ ./oakcli validate -a


ディスク測定のシステム・チェックを実行します。


$ ./oakcli validate -c DiskCalibration


ハードウェア・システム・コンポーネントおよびOracle Database Applianceネットワーク・コンポーネントを検証するシステム・チェックを実行します。


$ ./oakcli validate -c SystemComponents,NetworkComponents





	
注意:

NetworkComponentsオプションは、Oracle Database Appliance X3-2より前のハードウェアで使用できません。














Oracle Database Applianceのシステム・トラブルシューティング

Oracle Database Applianceの構成中にエラーが発生した場合、次のメッセージおよび処置を確認してください。



	Error Encountered in Step 11 Validation VIP appears to be up on the network 
	
原因: このメッセージが表示される可能性が高いのは、前のデプロイをクリーンアップせずにエンドユーザー・バンドルを再デプロイしようとする場合です。このエラーが発生するのは、Oracle Database Applianceに割り当てられたアドレスに既存のVIPが構成されていることが原因です。


	
処置: ノード0でcleanupDeploy.plを実行してから、Oracle Appliance Managerを再起動します。











	Error CRS-4402: The CSS daemon was started in exclusive mode but found an active CSS daemon on node oda2-1, number 1, and is terminating 
	
原因: このエラーが発生するのは、Oracle Grid Infrastructure CSSデーモンがノードをスタンドアロン・クラスタ・ノードとして開始しようとしたが、起動時に他のクラスタ・ノードが実行されていることを検出し、クラスタに結合するためにクラスタ・モードに変更しようとした場合です。


	
処置: このエラーは無視してください。











	インストールにはハード・ドライブのパーティション化が必要です。 
	
原因: このメッセージは、2つのオペレーティング・システム・ディスクのうち1つがインストールされていないが、オペレーティング・システムを再イメージしようとしている場合に、ノード上で発生します。


	
処置: 両方のオペレーティング・システム・ディスクがインストールされ、使用可能であることを確認します。











	マシン・チェック例外 ...これはソフトウェアの問題ではありません。 
	
原因: ハードウェア・システム・エラーがあります。


	
処置: Oracle ILOMリモート・コンソールにログインし、ハードウェア・エラーを特定します。











	ボリューム・コントロールのGStreamerプラグインおよび/またはデバイスが見つかりません。 
	
原因: Oracle ILOMリモート・リダイレクション・コンソールのサウンド・カードに必要なオペレーティング・システムのプラグインがインストールされていません。


	
処置: このメッセージは無視してください。コンソールのボリューム・コントロールは必要ありません。











	再起動して適切なブート・デバイスを選択するか、選択したブート・デバイスにブート・メディアを挿入してキーを押してください。 
	
原因: 1つまたは両方のオペレーティング・システム・ディスクが使用できません。このメッセージは、システムの再イメージ中に「デフォルトのハード・ディスク」を選択したが、そのディスクが使用できない場合に発生します。


	
処置: 両方のオペレーティング・システム・ディスクがインストールされ、使用可能であることを確認します。











	そのディレクトリのAoDB Linuxインストール・ツリーは、ご使用のブート・メディアに一致していない可能性があります。 
	
原因: このメッセージは、両方のオペレーティング・ディスクがインストールされ、オペレーティング・システム・ディスクを再イメージするよう選択した場合に、ノード上で発生します。「デフォルト(BIOS設定を使用)」をイメージ化オプションに選択しているが、1つまたは両方のディスクが使用できない場合に発生します。


	
処置: 両方のオペレーティング・システム・ディスクが使用可能であることを確認します。











	ERROR: Gateway IP is not pingable 
	
原因: Windowsプラットフォームでは、Oracle Appliance Managerコンフィギュレータはポート7でエコー・サービスを使用してゲートウェイに接続します。エコー・サービスが無効である場合、おそらくセキュリティ上の理由により、pingが失敗します。


	
処置: ネイティブ・プラットフォームのpingコマンドを実行します。pingが成功した場合、コンフィギュレータの検証出力は無視できます。











	ACFS Resources Failed to Start After Applying 2.2 Infra Patch 
	
原因: Oracle Database Applianceオペレーティング・システムのアップグレードには、Oracle Enterprise LinuxのOracle Unbreakable Enterprise Kernel (Oracle UEK)へのアップグレードが含まれます。Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (ACFS)はOracle Linuxのすべてのバージョンでサポートされているわけではないため、オペレーティング・システムのアップグレードが成功すると、Oracle ACFSが事実上無効になる可能性があります。
Oracle Database Appliance 2.2へのアップグレードには、—infra、—giおよび—databaseという3つのオプションがあります。—infraオプションには、Oracle Enterprise LinuxからOracle UEKへのアップグレードが含まれます。—infraで2.2にアップグレードする前、オペレーティング・システムは11.2.0.2.x Grid Infrastructureを備えたOracle Enterprise Linuxです。—infraでのアップグレード後、オペレーティング・システムは、Oracle UEK、およびOracle UEKと互換性のない11.2.0.2.x ACFSです。

たとえば、Oracle Linux 2.6.32-300.11.1.el5uekにアップグレードすると、reco.acfsvol.acfsおよびora.registry.acfsが一時的にOFFLINE状態になります。これは、2.6.32-300.11.1.el5uekがOracle 11.2.0.2.x ACFSをサポートしていないためです。ただし、Oracle Grid Infrastructureを11.2.0.3.2にアップグレードすると、これらのコンポーネントは再度オンラインになります。




	
処置: —giオプションを使用してOracle Database Appliance 2.2にアップグレードします。このバージョンのソフトウェアには、Oracle UEKと連携して動作するOracle ACFSモジュールが含まれるOracle Grid Infrastructure 11.2.0.3.2が含まれます。
詳細は、My Oracle Supportのノート1369107.1を参照してください。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=1369107.1















Oracle ILOM構成のトラブルシューティング

この項では、インストール中に発生する可能性があるOracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)のトラブルシューティング問題について説明します。


Oracle ILOMの一般的なトラブルシューティングのガイドライン

Oracle ILOMの構成でエラーが発生した場合、次のタスクを最初に実行してください。

	
必要なJDKバージョンがサーバーにインストールされていることを確認します。jdk-6u24-linux-i586.rpmなどの32ビットJDKが必要です。JDKをダウンロードするには、次の場所にアクセスしてください: http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html。


	
環境をチェックして、リモート・コンソールが起動できるように、必要なJavaアプリケション(たとえば、Java Web Start、javaws)がインストールされていることを確認します。








Oracle ILOMのエラー・メッセージおよび処置

次に、Oracle Integrated Lights Out Managerリモート・コンソールの使用時に発生するメッセージを示します。



	CD-ROMイメージをリダイレクトできません。 
	
原因: リモート・コンソールにログインしようとすると、「CD-ROM image redirection is not supported on your client OS」というエラー・メッセージを示した、「Cannot redirect CD-ROM image」というタイトルのメッセージ・ウィンドウが表示されます。このエラーは、リモート・コンソールに必要なJava Development Kit (JDK)がインストールされていない場合に発生します。CD-ROMのリダイレクションには、32ビットJDKが必要です。リモート・コンソールは、32ビットJDKおよび64ビットJDKの両方で動作します。


	
処置: 使用しているリモート・コンソールのバージョンに必要なJDKキットをインストールします。JDKをダウンロードするには、次のURLにアクセスしてください。
http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html.













	Class fault.memory.intel.dimm_ueエラー 
	
原因: ノードがオフラインであるためOracle ILOMリモート・コンソールを開くと、class fault.memory.intel.dimmエラーが発生します。このエラーは、デュアル・インライン・メモリー・モジュール(DIMM)が失敗していることを示しています。


	
処置: 失敗したDIMMを置き換える方法に関する手順は、『Oracle Database Applianceサービス・マニュアル, リリース2.1』の第4.3項「メモリー・モジュール(DIMM)の提供」を参照してください。











	システム概要でシステム・ステータスが失敗しました。 
	
原因: システム・エラーが発生しました。


	
処置: 「View」をクリックして、システム・エラーの詳細を確認します。











	再起動して適切なブート・デバイスを選択してください。 
	
原因: システムをリセットして、システム起動ファイルを読み込む必要があります。


	
処置: 次のIPMIツール・コマンドを入力して、システムをリセットします。servernameはシステムの名前です。

ipmitool -U root -P changeme -H servername chassis power off
ipmitool -U root -P changeme -H servername chassis power on













	JNLPファイルであるjnipgenerator-16を開くよう選択しています。 
	
原因: リモート・コンソールを開くのに必要なアプリケーションが、システムにインストールされていません。リモート・コンソールを起動すると、このメッセージが表示されます。「OK」をクリックして、デフォルトのブラウザで開くと、Javaコンソールのソース・コードが表示されます。


	
処置: リモート・コンソール・インタフェースが起動できるように、欠落したJavaアプリケション(たとえばjavaws)をインストールします。















Oracleサポート・サービス用のログ・ファイルの用意

システム・フォルトが発生した場合、ディレクトリ/opt/oracle/oak/binでコマンドoakcli manage diagcollectを使用して、Oracle Database Applianceからログ・ファイル情報を収集します。このコマンドではOracle Database Applianceに格納されたログ・ファイル情報が収集され、Oracleサポート・サービスによって使用される単一のログ・ファイルに情報がパッケージ化されます。ファイルの場所は、コマンド出力で指定されます。






その他のトラブルシューティング・ツールおよびコマンド

この項では、Oracle Database Applianceの問題の診断およびトラブルシューティングに使用できるその他のツールおよびコマンドを示します。Oracle Database Applianceに固有のものもあれば、クラスタ・システムの管理支援を目的とした汎用ツールもあります。この項では、使用可能な次のリソースについて説明します。

	
構成監査、ディスク診断および配線検証用のOracle Appliance Managerツール


	
トレース・ファイル・アナライザ・コレクタ






構成監査、ディスク診断および配線検証用のOracle Appliance Managerツール

Oracle Appliance Managerでは、様々な高性能の監視ツールやレポート作成ツールにアクセスできますが、これらのツールには、独自の構文およびコマンド・セットを必要としたスタンドアロン・ツールから派生したものがあります。この項では、次に示すコマンドについて簡単に説明します。各コマンドの詳細は、付録D「Oracle Appliance Manager (OAKCLI)リファレンス」を参照してください。

	
ODAchk

ODAchk構成監査ツールは、次のようなカテゴリでOracle RAC 2ノード・デプロイ用の重要な構成設定を監査します。

	
オペレーティング・システムのカーネル・パラメータ、パッケージなど


	
RDBMDS


	
データベース・パラメータおよびその他のデータベース構成設定


	
CRS/Grid Infrastructure


	
ASM




	
関連項目:

ODAchkのダウンロード、インストールおよび使用の詳細は、My Oracle SupportのドキュメントID 1485630.1『ODAchk- Oracle Database Appliance (ODA) Configuration Audit Tool』(https://support.us.oracle.com/oip/faces/secure/km/DocumentDisplay.jspx?id=1485630.1)を参照してください。











	
ディスク診断ツール

ディスクの問題が発生した場合は、ディスク診断ツールを使用すると原因の特定に役立ちます。このツールにより、ノードごとに14のディスク・チェックのリストが生成されます。ツールを実行するには、次のコマンドを入力します。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli stordiag e_shelf_pd_unit


	
配線検証ツール

Oracle Database Applianceを配線または再配線している場合、Oracle Appliance Managerを使用してケーブルが正しく構成されているかどうかをチェックします。(注意: このツールは、Oracle Database Appliance X3-2より前のハードウェアに適用できません。)新しく配線したOracle Appliance Managerを起動した後、仮想化プラットフォームをデプロイ済の場合は、ODA_BASEにログインした際に、次のようにoakcli validate -c storagetopologyコマンドをrootユーザーとして実行して、ケーブルが正しく敷設されていることを検証します。ここで表示されている例に類似したコマンドから出力します。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli validate -c storagetopology
INFO    : ODA Topology Verification Utility v0.1
INFO    : Check hardware type              
SUCCESS : Type of hardware found : V2
INFO    : Check for Environment(Bare Metal or Virtual Machine)
SUCCESS : Type of environment found : Bare Metal
INFO    : Check number of Controllers      
SUCCESS : Number of Internal LSI SAS controller found : 1
SUCCESS : Number of External LSI SAS controller found : 2
INFO    : Check for Controllers correct PCIe slot address
SUCCESS : Internal LSI SAS controller   : 50:00.0
SUCCESS : External LSI SAS controller 0 : 30:00.0
SUCCESS : External LSI SAS controller 1 : 40:00.0
INFO    : Check if JBOD powered on         
SUCCESS : 1JBOD : Powered-on
INFO    : Check for correct number of EBODS(2 or 4)
SUCCESS : EBOD found : 2
INFO    : Check for External Controller 0  
SUCCESS : Controller connected to correct ebod number
SUCCESS : Controller port connected to correct ebod port
SUCCESS : Overall Cable check for controller 0
INFO    : Check for External Controller 1  
SUCCESS : Controller connected to correct ebod number
SUCCESS : Controller port connected to correct ebod port
SUCCESS : Overall Cable check for controller 1
INFO    : Check for overall status of cable validation on Node
SUCCESS : Overall Cable Validation on Node
INFO    : Check Node Identification status 
SUCCESS : Node Identification
SUCCESS : Node name based on cable configuration found : NODE0


エラーがレポートされていないか出力を確認し、エラーがある場合は、システムを停止して指示どおりに再配線します。完了後に、Oracle Database Applianceを再起動してケーブル検証テストを再実行します。









トレース・ファイル・アナライザ・コレクタ

トレース・ファイル・アナライザ(TFA)コレクタは診断収集ユーティリティで、Oracle Clusterware/Grid InfrastructureおよびRACシステムでの診断データ収集が簡単になります。TFAの動作は、Oracle Clusterwareに同梱されているdiagcollectionユーティリティと似ています。どちらのツールも診断データを収集し、パッケージ化します。しかし、TFAは診断情報の収集を一元管理して自動化しているため、diagcollectionに比べてずっと強力です。

TFAには、次の主なメリットとオプションがあります。

	
単一ノードから実行される単一コマンドへの、すべてのクラスタ・ノード上のすべてのCRS/GIおよびRACコンポーネントに関する診断データ収集のカプセル化


	
データ・アップロード・サイズを削減するためにデータ収集時に診断ファイルを削減するオプション


	
一定期間および特定の製品コンポーネント(ASM、RDBMS、Clusterware)に対する診断データ収集を分離するオプション


	
クラスタ内の単一サーバーに対する収集された診断出力の一元管理(必要な場合)


	
すべてのログ・ファイルおよびトレース・ファイルでの問題を示す状態のオンデマンド・スキャン


	
問題を示す状態に関するリアルタイム・スキャン・アラート・ログ(DBアラート・ログ、ASMアラート・ログ、Clusterwareアラート・ログなど)







	
関連項目:

詳細は、My Oracle SupportのドキュメントID 1513912.1『TFA Collector- The Preferred Tool for Automatic or Ad Hoc Diagnostic Gathering Across All Cluster Nodes』を参照してください。














Oracle Cluster Health MonitorおよびOracle OSWatcherによる常時監視

提供される監視ツールを使用して、停止やその他のパフォーマンス問題を引き起こす問題を回避できることがあります。Oracle Cluster Health Monitor (CHM)およびOracle OSWatcher (OSW)の2つは、Oracle Database Applianceで使用できる非常に便利なツールです。

CHMは、クラスタウェアのパフォーマンスに関するリアルタイム・メトリックをリポジトリに格納します。CHMの詳細は、『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』の付録H「Oracle Clusterwareのトラブルシューティング」を参照してください。

OSWは、オペレーティング・システムからパフォーマンス・メトリックを取得します。特定タイプの問題の診断に役立てるためにOSWレポートを提供するようにOracleサポートから依頼されることがあります。OSWの詳細は、Oracleサポート・ノート301137.1 (https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=301137.1)を参照してください。






Oracle Database Applianceハードウェア監視ツールについて

Oracle Database Applianceハードウェア監視ツールでは必要に応じて、Oracle Database Applianceサーバー・ノードで、ハードウェア・コンポーネントの状態を監視します。ハードウェア監視は、サーバー・ノードのすべてのハードウェア・コンポーネントの状態を問い合わせます。ベア・メタル・システムおよび仮想化システムで、このツールを使用します。

oakcli show -hコマンドの出力で、監視対象のコンポーネントの一覧を参照してください(便宜上、次の一覧に表示されています)。

	
サーバー


	
プロセッサ


	
メモリー


	
電源装置


	
冷却装置


	
ネットワーク


	
ストレージ・エンクロージャ







	
関連項目:

oakcli showなど、すべてのOracle Appliance Managerのコマンドの詳細は、付録Dを参照してください。







Oracle Database Applianceハードウェア監視ツールでレポートされた情報は、コマンドを実行したノードに関するのみであり、出力の詳細は表示しているコンポーネントによって異なります。次の例は、現行ノードにおける電源装置サブシステムの出力を表示しています。


oakcli show power

NAME            HEALTH HEALTH DETAILS PART_NO. SERIAL_NO.          LOCATION 
INPUT POWER OUTPUT POWER INLET TEMP      EXHAUST TEMP

Power Supply_0  OK     -              7047410   476856F+1242CE0020 PS0      Present     88 watts     31.250 degree C 34.188 degree C
Power Supply_1  OK     -              7047410   476856F+1242CE004J PS1      Present     66 watts     31.250 degree C 34.188 degree C





	
注意:

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのODA_BASEの初回起動時、Oracle Database Appliance Serverハードウェア監視ツールは有効になっており、基本的な統計を約5分間収集します。その際に、「Gathering Statistics…」というメッセージが表示されます。












デバッグ起動プログラムに対するシリアル・コンソールの構成

この項では、シリアル・コンソールを構成して起動プログラムを解決するようにOracleサポートからアドバイスされた場合に使用する手順を説明しています。ご使用のシステム構成(ベア・メタルまたはインストール済のOracle Virtual Imageのいずれか)に基づいて、この項の手順を使用します。




	
注意:

この項の内容は、Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2に関するものです。








ベア・メタル・システムにおけるシリアル・コンソールの構成

ベア・メタル・システムに必要なシリアル・コンソールを設定するために、次のアクションを完了します。

	
これらの手順に従って、Basic Input/Output Section (BIOS)のボー・レートを変更します。

	
ILOMへのログイン


	
「Host Management」をクリックします。


	
「Host Control」をクリックします。


	
「Next Boot Device」オプションにBIOSを選択します。


	
「Save」をクリックします。


	
「Host Management」で「Power Control」をクリックします。


	
マシンを再起動します。


	
リモート・コンソールを起動します。


	
マシンの再起動後に、「Advance」タブを選択します。


	
「Serial Port Console Redirection」で「Enter」をクリックします。


	
「bits per second」値を115200に変更します。


	
終了して変更を保存してから、自動再起動の完了を待ちます。





	
次の手順によって、ILOMの設定を変更します。

	
ILOMへのログイン


	
「ILOM Administration」をクリックします。


	
「Connectivity」をクリックします。


	
「Serial port」タブをクリックします。


	
「Host Serial Port 」の「Baud Rate」値を115200に変更します。


	
「External Serial Port 」の「Baud Rate」値を115200に変更します。


	
「Save」をクリックします。





	
次の手順によってgrub.confファイルを更新します。

	
編集のために、/boot/grub/grub.confファイルを開きます。


	
kernelで始まる行の最後に、次のテキストを追加します。


console=ttyS0,115200n8 console=tty1


編集される行に入力する例として、次を使用します。


kernel /vmlinuz-2.6.39-400.126.1.el5uek ro root=/dev/VolGroupSys/LogVolRoot rhgb pci=noaer crashkernel=256M@64M loglevel=7 panic=60 ipv6.disable=1 debug audit=1 intel_idle.max_cstate=1 nomce numa=off rhgb console=ttyS0,115200n8 console=tty1


	
変更をインスタンス化するために、編集済ファイルを保存してシステムを再起動します。





	
次の手順はオプションです。ILOMからコンソールを表示する場合は、次の手順を完了します。

	
sshで、ご使用のILOM IPアドレスのSSH接続を確立します。


	
rootユーザーとしてログインします。


	
コマンドstart /SP/consoleを実行します。


	
Are you sure you want to start /SP/console (y/n)?プロンプトへの返答にyを入力します。


	
コンソールを終了するには、[Esc]をクリックしてから、[Shift]キーを押しながら[9]キーを押します。











仮想化システムにおけるシリアル・コンソールの構成

仮想化システムで必要なシリアル・コンソールを設定するために、次のアクションを完了します。

	
これらの手順に従って、Basic Input/Output Section (BIOS)のボー・レートを変更します。

	
ILOMへのログイン


	
「Host Management」をクリックします。


	
「Host Control」をクリックします。


	
「Next Boot Device」オプションにBIOSを選択します。


	
「Save」をクリックします。


	
「Host Management」で「Power Control」をクリックします。


	
マシンを再起動します。


	
リモート・コンソールを起動します。


	
マシンの再起動後に、「Advance」タブを選択します。


	
「Serial Port Console Redirection」で「Enter」をクリックします。


	
「bits per second」値を115200に変更します。


	
終了して変更を保存してから、自動再起動の完了を待ちます。





	
次の手順によって、ILOMの設定を変更します。

	
ILOMへのログイン


	
「ILOM Administration」をクリックします。


	
「Connectivity」をクリックします。


	
「Serial port」タブをクリックします。


	
「Host Serial Port 」の「Baud Rate」値を115200に変更します。


	
「External Serial Port 」の「Baud Rate」値を115200に変更します。


	
「Save」をクリックします。





	
次の手順によってgrub.confファイルを更新します。

	
編集のために、/boot/grub/grub.confファイルを開きます。


	
kernelで始まる行の最後に、次のテキストを追加します。


console=com1,vga com1=9600,8n1


編集される行に入力する例として、次を使用します。


kernel /xen.gz dom0_mem=4096M crashkernel=256M@64M console=com1,vga com1=9600,8n1


	
moduleで始まる行の最後に、次のテキストを追加します。


console=hvc0


編集される行に入力する例として、次を使用します。


module /vmlinuz-2.6.39-400.126.1.el5uek ro root=UUID=6a9a3989-0aab-47b8-822e-0bdb43aba334 nohz=off intel_idle.max_cstate=1 pci=noaer loglevel=7 nomce panic=60 numa=off  console=hvc0


	
変更をインスタンス化するために、編集済ファイルを保存してシステムを再起動します。





	
次の手順はオプションです。ILOMからコンソールを表示する場合は、次の手順を完了します。

	
sshで、ご使用のILOM IPアドレスのSSH接続を確立します。


	
rootユーザーとしてログインします。


	
コマンドstart /SP/consoleを実行します。


	
Are you sure you want to start /SP/console (y/n)?プロンプトへの返答にyを入力します。


	
コンソールを終了するには、[Esc]をクリックしてから、[Shift]キーを押しながら[9]キーを押します。




















A Oracle Database Applianceの参照情報

この付録では、Oracle Database Applianceに関する参照情報について説明します。項目は次のとおりです。

	
ハードウェア容量の仕様


	
ソフトウェア構成のデフォルト


	
Oracle Appliance ManagerのGridInst.plツール・コマンド






ハードウェア容量の仕様

この項のシステム仕様の表は、Oracle Database Applianceのバージョンごとに異なります。

	
表A-1には、Oracle Database Appliance X4-2の仕様を示します。


	
表A-2には、Oracle Database Appliance X3-2の仕様を示します。


	
表A-3には、Oracle Database Applianceの仕様を示します。





表A-1 Oracle Database Appliance X4-2のシステム仕様

	項目	値
	
CPU

	
サーバー・ノードごとに2個の12コア型2.7 GHz Intel Xeon E5-2697 v2プロセッサ。


	
メモリー

	
各サーバー・ノードは、1600 MHzで稼働する16個の16GB低電圧DDR3 RDIMMで構成されます。


	
ストレージ・デバイス

	
ストレージ・シェルフおよびオプションのストレージ拡張シェルフにはそれぞれ次のものが含まれます。

	
20個の2.5インチSAS2 900GB HDD (スロット0 - 19)


	
4個の2.5インチSAS2 200GB SLC SSD (スロット20 - 23)


	
18TBのRAWストレージ・メモリー




サーバー・ノードごとに、次のとおりです。

	
2個の2.5インチ、600GBのSAS2 HDD。ここにはOracle Linuxオペレーティング・システムが格納されます。





	
USB 2.0ポート

	
サーバー・ノードごとに前面に2個、背面に2個、内部に2個。


	
PCI Express (PCIe) 3.0 I/Oスロット

	
サーバー・ノードごとに外部に3個、内部に1個のロープロファイルPCIe Gen-3スロット。各PCIeスロットは次のように対応しています。

	
PCIeスロット1: デュアルポート10-GbE SFP+ (ファイバー) NIC


	
PCIeスロット2: デュアルポートの外部SAS-2ホスト・バス・アダプタ


	
PCIeスロット3: デュアルポートの外部SAS-2ホスト・バス・アダプタ


	
PCIeスロット4: 1つの内部PCIeスロット





	
SAS-2ポート

	
サーバー・ノードごとに2個の内部SAS-2ポートおよび4個の外部SAS-2ポート。

ストレージ・シェルフおよびストレージ拡張シェルフに6個のSAS-2ポート。


	
イーサネット・ポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに4個の100/1000/10G Base-Tイーサネット・ポート。


	
ネットワーク管理(NetMgt)ポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに、サーバー・プロセッサ専用の1個の10/100 RJ-45 GbEポート。


	
シリアル管理(SerMgt)ポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに1個のRS-232 RJ-45シリアル・ポート。


	
VGAポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに1個の高密度HD-15ビデオ・ポート。


	
サーバー・プロセッサ

	
各サーバー・ノードには、次の機能を持つサービス・プロセッサがあります。

	
サーバー・プロセッサ・サブシステムを使用


	
ベースボード管理コントローラを搭載(ベースボード管理コントローラは、業界標準のインテリジェント管理インタフェース機能セットをサポートします)


	
リモートKVMS over IPをサポート


	
専用10/100BaseT管理ポートと、オプションでホストGbEポートの1つからのSPへのイーサネット・アクセスをサポート





	
電源

	
ホットスワップ可能で冗長性の高い2個の600W電源です。


	
冷却ファン

	
ホットスワップ可能な、シャーシ冷却用の4個の40mmファン・モジュールです。各ファン・モジュールには、逆回転ファンのペアが2個が内蔵されています(計4個のローター)。それぞれの電源に冷却ファンが付いています。


	
オペレーティング・システム

	
Oracle Linux


	
管理ソフトウェア

	
Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM) 3.1









表A-2 Oracle Database Appliance X3-2のシステム仕様

	項目	値
	
CPU

	
サーバー・ノードごとに2個の8コア型2.9 GHz Intel Xeon E5-2690プロセッサ


	
メモリー

	
各サーバー・ノードは、1600 MHzで稼働する16個の16GB低電圧DDR3 RDIMMで構成されます。


	
ストレージ・デバイス

	
ストレージ・シェルフおよびオプションのストレージ拡張シェルフにはそれぞれ次のものが含まれます。

	
20個の2.5インチSAS2 900GB HDD (スロット0 - 19)


	
4個の2.5インチSAS2 200GB SLC SSD (スロット20 - 23)


	
18TBのRAWストレージ・メモリー




サーバー・ノードごとに、次のとおりです。

	
2個の2.5インチ、600GBのSAS2 HDD。ここにはOracle Linuxオペレーティング・システムが格納されます。





	
USB 2.0ポート

	
サーバー・ノードごとに前面に2個、背面に2個、内部に2個。


	
PCI Express (PCIe) 3.0 I/Oスロット

	
サーバー・ノードごとに外部に3個、内部に1個のロープロファイルPCIe Gen-3スロット。各PCIeスロットは次のように対応しています。

	
PCIeスロット1: デュアルポートの10G Base-T (銅)イーサネットNIC


	
PCIeスロット2: デュアルポートの外部SAS-2ホスト・バス・アダプタ


	
PCIeスロット3: デュアルポートの外部SAS-2ホスト・バス・アダプタ


	
PCIeスロット4: 1つの内部PCIeスロット





	
SAS-2ポート

	
サーバー・ノードごとに2個の内部SAS-2ポートおよび4個の外部SAS-2ポート。

ストレージ・シェルフおよびストレージ拡張シェルフに6個のSAS-2ポート。


	
イーサネット・ポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに4個の10/100/1000 RJ-45 GbEポート。


	
ネットワーク管理(NetMgt)ポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに、サーバー・プロセッサ専用の1個の10/100 RJ-45 GbEポート。


	
シリアル管理(SerMgt)ポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに1個のRS-232 RJ-45シリアル・ポート。


	
VGAポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに1個の高密度HD-15ビデオ・ポート。


	
サーバー・プロセッサ

	
各サーバー・ノードには、次の機能を持つサービス・プロセッサがあります。

	
サーバー・プロセッサ・サブシステムを使用


	
ベースボード管理コントローラを搭載(ベースボード管理コントローラは、業界標準のインテリジェント管理インタフェース機能セットをサポートします)


	
リモートKVMS over IPをサポート


	
専用10/100BaseT管理ポートと、オプションでホストGbEポートの1つからのSPへのイーサネット・アクセスをサポート





	
電源

	
ホットスワップ可能で冗長性の高い2個の600W電源です。


	
冷却ファン

	
ホットスワップ可能な、シャーシ冷却用の4個の40mmファン・モジュールです。各ファン・モジュールには、逆回転ファンのペアが2個が内蔵されています(計4個のローター)。それぞれの電源に冷却ファンが付いています。


	
オペレーティング・システム

	
Oracle Linux


	
管理ソフトウェア

	
Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM) 3.1









表A-3 Oracle Database Applianceのシステム仕様

	項目	値
	
CPU

	
サーバー・ノードごとに2個の6コア型、96GBメモリー、95W CPU。


	
メモリー

	
各サーバー・ノードは、最大12個のDIMMに対して6個の1333-MHz、DDR3LV、8GB Registered DIMM (シングルランクまたはデュアルランク)で構成されます。


	
ストレージ・デバイス

	
サーバー・ノードごとに次のストレージ・デバイスを搭載しています。

	
20個の3.5インチSAS 600GB HDD (スロット0 - 19)


	
4個の3.5インチSAS 73GB SSD (スロット20 - 23)


	
2個の背面アクセス型2.5インチSATA 500GB HDD (ストレージの操作および起動用に予約済)


	
1つの内部4GB USBサムドライブ。





	
USB 2.0ポート

	
サーバー・ノードごとに背面に2個、内部に1個


	
PCI Express (PCIe) 2.0 I/Oスロット

	
サーバー・ノードごとに外部に3個のロープロファイルPCIe Gen-2スロット(x8)。各PCIeスロットは次のように対応しています。

	
PCIeスロット0: デュアルポートの10GBイーサネットNIC


	
PCIeスロット1: クアッドポートの1GBイーサネットNIC


	
PCIeスロット2: デュアルポートのSAS-2ホスト・バス・アダプタ




内部に1個のロープロファイルPCIe Gen-2スロット(x8)。デュアルポートのSAS-2 HBA (基本構成の一部として)。


	
クラスタ・デバイス

	
サーバー・ノードごとに、1つの統合クラスタ・デバイスがあり、サーバー・ノード間接続します。各統合クラスタ・デバイスには、2個の内部ギガビット・イーサネット(GbE)ポートと、2個の内部デュアルポートUARTポートがあります。


	
イーサネット・ポート

	
サーバー・ノードごとに2個の10/100/1000 RJ-45 GbEポート。


	
ネットワーク管理(NetMgt)ポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに、サーバー・プロセッサ専用の1個の10/100 RJ-45 GbEポート。


	
シリアル管理(SerMgt)ポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに1個のRS-232 RJ-45シリアル・ポート。


	
VGAポート

	
サーバー・ノードごとに背面パネルに1個の高密度HD-15ビデオ・ポート。


	
サーバー・プロセッサ

	
各サーバー・ノードには、次の機能を持つサービス・プロセッサがあります。

	
サーバー・プロセッサ・サブシステムを使用


	
ベースボード管理コントローラを搭載(ベースボード管理コントローラは、業界標準のインテリジェント管理インタフェース機能セットをサポートします)


	
リモートKVMS over IPをサポート


	
専用10/100BaseT管理ポートと、オプションでホストGbEポートの1つからのSPへのイーサネット・アクセスをサポート





	
電源

	
シャーシごとに2個のホットスワップ可能な電源。


	
冷却ファン

	
サーバー・モードごとに2個の冗長するホットスワップ可能なファン・モジュール。


	
オペレーティング・システム

	
Oracle Linux


	
管理ソフトウェア

	
Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM) 3.0












ソフトウェア構成のデフォルト

この項には、次の表が記載されています。

	
表A-4「Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス」


	
表A-5から表A-10 (これらの表には、様々なOracle Database Appliance構成でのデータベース・ディスク・グループのサイズ設定詳細が記載されています。)


	
表A-11「Oracle Database Applianceの追加のストレージ情報」


	
表A-12「Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成」


	
表A-13「Oracle Database Applianceのシステム構成」





表A-4 Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス

	項目	値
	
Gridホーム

	
/u01/app/release-specific_name/grid


	
Gridベース

	
/u01/app/grid


	
Oracleホーム

	
/u01/app/oracle/product/release-specific_name/dbhome_sequence_number


	
Oracleベース

	
/u01/app/oracle


	
Oracleインベントリ

	
/u01/app/oraInventory








次の6つの表には、様々なOracle database Appliance構成でのディスク・グループ+DATA、+RECOおよび+REDOのサイズを示します。それぞれの表は通常レベルの値か高冗長性レベルの値を示しており、該当する場合、表はストレージ拡張シェルフがある構成とない構成の2つになっています。表の中の一部の値は精度が小数第3位の近似値で(たとえば5.457)、ディスク・ハードウェアのTB数(1KB=1,000バイト)をデータ・ストレージのTB数(1 KB=1,024バイト)に換算して計算されています。次の一覧から、構成に一致するディスク・グループ・サイズ表を見つけてください。

	
表A-5「Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2 (ストレージ拡張シェルフなし、通常の冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ」


	
表A-6「Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2 (ストレージ拡張シェルフなし、高冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ」


	
表A-7「Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2 (ストレージ拡張シェルフあり、通常の冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ」


	
表A-8「Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2 (ストレージ拡張シェルフあり、高冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ」


	
表A-9「Oracle Database Appliance (通常の冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ」


	
表A-10「Oracle Database Appliance (高冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ」





表A-5 Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2 (ストレージ拡張シェルフなし、通常の冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ

	バックアップ方法	使用可能サイズ合計(TB)	+DATAサイズ(TB)	+ RECOサイズ(TB)	+REDO (GB)
	
ローカル

	
8.185

	
3.6

	
4.585

	
248.353


	
外部

	
8.185

	
7.2

	
0.985

	
248.353









表A-6 Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2 (ストレージ拡張シェルフなし、高冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ

	バックアップ方法	使用可能サイズ合計(TB)	+DATAサイズ(TB)	+ RECOサイズ(TB)	+REDO (GB)
	
ローカル

	
5.456

	
2.4

	
3.056

	
248.353


	
外部

	
5.456

	
4.8

	
0.657

	
248.353









表A-7 Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2 (ストレージ拡張シェルフあり、通常の冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ

	バックアップ方法	使用可能サイズ合計(TB)	+DATAサイズ(TB)	+ RECOサイズ(TB)	+REDO (GB)
	
ローカル

	
16.370

	
7.2

	
9.17

	
496.705


	
外部

	
16.370

	
14.4

	
1.97

	
496.705









表A-8 Oracle Database Appliance X3-2およびOracle Database Appliance X4-2 (ストレージ拡張シェルフあり、高冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ

	バックアップ方法	使用可能サイズ合計(TB)	+DATAサイズ(TB)	+ RECOサイズ(TB)	+REDO (GB)
	
ローカル

	
10.914

	
4.8

	
6.114

	
496.705


	
外部

	
10.914

	
9.6

	
1.314

	
496.705









表A-9 Oracle Database Appliance (通常の冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ

	バックアップ方法	使用可能サイズ合計(TB)	+DATAサイズ(TB)	+ RECOサイズ(TB)	+REDO (GB)
	
ローカル

	
5.457

	
2.4

	
3.057

	
93.132


	
外部

	
5.457

	
4.8

	
0.657

	
93.132









表A-10 Oracle Database Appliance (高冗長性レベル)のデータベース・ディスク・グループ・サイズ

	バックアップ方法	使用可能サイズ合計(TB)	+DATAサイズ(TB)	+ RECOサイズ(TB)	+REDO (GB)
	
ローカル

	
3.638TB

	
1.6

	
2.038

	
93.132


	
外部

	
3.638TB

	
3.2

	
0.438

	
93.132









表A-11 Oracle Database Applianceの追加のストレージ情報

	項目	値
	
Dataディスク名

	
HDD_Ex_Sxx_wwidp1、Sxxは範囲S00-S19です


	
Recoディスク名

	
HDD_Ex_Sxx_wwidp2、Sxxは範囲S00-S19です


	
Redoディスク名

	
SSD_Ex_Sxx_wwidp1、Sxxは範囲S20-S23です


	
Oracle ACFS (cloudfs)

	
/dev/asm/acfsvol


	
データベース・ブロック・サイズ(標準構成)

	
8192KB (4096-32768からカスタム・インストールで定義可能)









表A-12 Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成

	項目	値
	
Oracle Grid Infrastructureインストール所有者

	
grid、パスワードwelcome1 (インストール後に変更)、UID 1000


	
Oracle Databaseインストール所有者

	
oracle、パスワードwelcome1 (インストール後に変更)、UID 1001


	
Oracle Databaseシステム管理者

	
sys、パスワードwelcome1 (インストール後に変更)


	
Oracle Database汎用管理者

	
system、パスワードwelcome1 (インストール後に変更)


	
Oracleインベントリのシステム権限グループ

	
oinstall、GID 1001


	
Oracle ASM管理者のシステム権限

	
asmadmin、GID 1006


	
Oracle ASMユーザーのシステム権限

	
asmdba、GID 1004


	
Oracle ASMオペレータのシステム権限

	
asmoper、GID 1005


	
Oracle Database管理者のシステム権限

	
dba、GID 1002


	
Oracle Databaseオペレータのシステム権限

	
racoper、GID 1003









表A-13 Oracle Database Applianceのシステム構成

	項目	値
	
Red Hat Compatible Kernelを使用したOracle Linux

	
Oracle Linux 5.9 UEK R2


	
Oracle Grid InfrastructureおよびOracle Databaseバージョン(初期リリース)

	
	
リリース2.1: PSU3およびパッチ12639177 (ASM)、12914151 (Grid Infrastructure PSU3上のMLR)、12419331 (Database PSU3)が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2)


	
リリース2.1.0.3: PSU5が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2)


	
リリース2.1.0.3: PSU7が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2)


	
リリース2.2: PSU2が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)


	
リリース2.3: PSU3が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)


	
リリース2.4: PSU4が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)


	
リリース2.5: PSU5が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)


	
リリース2.5.5: PSU5が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)


	
リリース2.6: PSU6が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)


	
リリース2.7: PSU7が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2.11および11.2.0.3.7)


	
リリース2.8: Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2.12、PSU8が適用された11.2.0.3.8および11.2.0.4)


	
リリース2.9: DB PSU 1が適用されたOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2.12、11.2.0.3.9および11.2.0.4.1)




オプションで使用可能: PSU9が適用されたOracle Database 11gリリース11.2.0.2


	
SCANポート番号

	
1521


	
Oracle Enterprise Edition DBコントロール・ポート

	
1158

https://hostname:1158/emを使用します。hostnameは、Oracle Database Applianceサーバー・ノードの1つの名前です。












Oracle Appliance ManagerのGridInst.plツール・コマンド

この項では、Oracle Appliance Managerのコマンドライン・ツールGridInst.plについて説明します。


目的

Oracle Appliance Managerでは、Oracle Database Applianceハードウェア、オペレーティング・システム・ソフトウェア、Oracle Grid Infrastructureソフトウェア、およびOracle Databaseソフトウェアに対して、システム検証およびパッチ適用を行います。

Oracle Appliance Managerが特定のステップで失敗した場合、GridInst.plを-rオプションで実行し、Oracle Appliance Managerで失敗としてレポートされたステップを指定することによって、インストールを完了します。

たとえば、Oracle Appliance Managerでステップ12の失敗がレポートされた場合、次のコマンドを実行します。


GridInst.pl -r 12-24





構文

GridInst.pl [-d] [-h] [-n] [-l] [-s number] [-r number-number] [-v] [-o]





オプション


表A-14 GridInst.plのコマンド・オプション

	コマンド・フラグ	説明
	
-d

	
デバッグ。このコマンド引数を入力すると、ステップでのコマンドの実行を続行するには、Yを入力するよう求められます。


	
-h

	
ヘルプ。コマンド構文で提供されます。このコマンド引数によって、他の引数がオーバーライドされます。


	
-n

	
エラーを無視します。このコマンドによって、エラーが無視されます。


	
-l

	
GridInst.plコマンドが実行できるすべての構成ステップをリストします。


	
-s number

	
コマンドのステップ番号を実行します。例: GridInst.pl -s 5の場合、ステップ5を実行します。


	
-r number_a-number_b

	
指定した最初のステップから、指定した最後のステップまで、コマンドを実行します。エラーがない場合、一時停止することなく順番に各ステップを実行します。例: GridInst.pl -r 5-10の場合、ステップ5から10までを順番に実行します。


	
-v

	
GridInst.plコマンドのバージョン番号を表示します。


	
-o

	
仮想化プラットフォーム・システムでGridInst.plコマンドを実行する際に必要です。











	
注意:

-oオプションは仮想化プラットフォーム・システムでGridInst.plコマンドを実行する際のみに必要で、その他の場合には使用しないでください。











例


./GridInst.pl -l
./GridInst.pl -s 0
./GridInst.pl -r 1-19
./GridInst.pl -r 1-19 -d -o














B コア数およびCapacity-on-Demand (システム規模に応じた支払い)

この付録では、Oracle Database Applianceのコア数に関するトピックとcapacity-on-demand機能について説明します。この付録では、次の項目について説明します。

	
CPUおよびコア数の理解


	
CPUコア数の変更に関するルールおよび制限


	
CPUコア数の変更






CPUおよびコア数の理解

各Oracle Database Applianceには、2つのノードがあります。

Oracle Database Appliance X4-2の各ノードには2つのCPUが含まれ、各CPUにはハイパー・スレッド化された12のコアがあります。Oracle Database Appliance X4-2でOracle Appliance Managerを構成する場合、デフォルトでは、48のコア(サーバーごとに24のコア)がすべてアクティブで、ハイパー・スレッドに対応しています。

Oracle Database Appliance X3-2の各ノードには2つのCPUが含まれ、各CPUにはハイパー・スレッド化された8つのコアがあります。Oracle Database Appliance X3-2でOracle Appliance Managerを構成する場合、デフォルトでは、32のコア(サーバーごとに16のコア)がすべてアクティブで、ハイパー・スレッドに対応しています。

Oracle Database Applianceの各ノードには2つのCPUが含まれ、各CPUにはハイパー・スレッド化された6つのコアがあります。Oracle Database ApplianceでOracle Appliance Managerを構成する場合、デフォルトでは、24のコア(サーバーごとに12のコア)がすべてアクティブで、ハイパー・スレッドに対応しています。

Oracle Database Applianceベア・メタルのライセンスは、システム上にあるライセンス保有コアの数によって決まります。capacity-on-demandライセンス機能を使用すると、システム・リソースのニーズの変化に応じてライセンス保有CPUコア数を変更できます。

ライセンス保有コアの数を、アプリケーションに現在必要なレベルに初期設定します。後でアプリケーションの能力を高めることが必要となった際に、ライセンス保有コアの数を増やします。ライセンス保有コアの数を変更するには、コア・キーを取得して適用し、次の各表に示すオプションの1つを構成します。

	
Oracle Database Appliance X4-2 CPUコアのライセンス・オプションは、表B-1を参照してください。


	
Oracle Database Appliance X3-2 CPUコアのライセンス・オプションは、表B-2を参照してください。


	
Oracle Database Appliance CPUコアのライセンス・オプションは、表B-3を参照してください。





表B-1 Oracle Database Appliance X4-2のベア・メタル・ライセンス・オプション

	各ノードのライセンス保有コア	Oracle Database Appliance X4-2のアクティブなコア
	
4

	
8


	
8

	
16


	
12

	
24


	
16

	
32


	
20

	
40


	
24

	
48









表B-2 Oracle Database Appliance X3-2のベア・メタル・ライセンス・オプション

	各ノードのライセンス保有コア	Oracle Database Appliance X3-2のアクティブなコア
	
4

	
8


	
8

	
16


	
12

	
24


	
16

	
32









表B-3 Oracle Database Applianceのベア・メタル・ライセンス・オプション

	各ノードのライセンス保有コア	Oracle Database Applianceのアクティブなコア
	
2

	
4


	
4

	
8


	
6

	
12


	
8

	
16


	
10

	
20


	
12

	
24








Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの場合、ODA_BASEに必要な数のコアをライセンス保有します。ライセンス保有コアの数は、両方のサーバーで同じである必要があり、2からプラットフォームのCPUの最大数までの2の倍数にすることができます。最大数は次のとおりです。

	
Oracle Database Appliance X4-2: 24


	
Oracle Database Appliance X3-2: 16


	
Oracle Database Appliance: 12




アプリケーションのパフォーマンス要件を確認した後、システムの初期コア数を必要なレベルまで減らし、要件の増加に応じて増やします。






CPUコア数の変更に関するルールおよび制限

CPUコア数を変更する前に、次のルールおよび制限を確認してください。

	
ライセンス保有するハードウェアのバージョンに基づき、ハイパー・スレッド化されたアクティブなコアの必要数に応じてキーを取得します。

	
Oracle Database Appliance X4-2の場合、サーバーごとに4、8、12、16、20または24を選択する必要があります。


	
Oracle Database Appliance X3-2の場合、サーバーごとに4、8、12または16を選択する必要があります。


	
Oracle Database Applianceの場合、サーバーごとに2、4、6、8、10または12を選択する必要があります。







	
Oracle Database Applianceのコア数は構成に応じて変更します。ベア・メタル・インストールの場合、CPUコア数をより少ないアクティブなコア数に初期変更した後は、CPUコア数を増やすことのみ可能ですが、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでは、コア数の増減がいつでも可能です。次の各シナリオに詳細を示します。

	
Oracle Database Appliance X4-2で、サーバー・ノードごとにCPUコア数を16に変更した場合、それ以降は、CPUコア数を20または24に変更できます。その後、CPUコア数を20に変更した場合、それ以降は、CPUコア数を24に変更できます。


	
Oracle Database Appliance X3-2で、サーバー・ノードごとにCPUコア数を8に変更した場合、それ以降は、CPUコア数を12または16に変更できます。その後、CPUコア数を12に変更した場合、それ以降は、CPUコア数を16に変更できます。


	
Oracle Database Applianceで、サーバー・ノードごとにCPUコア数を6に変更した場合、それ以降は、CPUコア数を8、10または12に変更できます。その後、CPUコア数を8に変更した場合、それ以降は、CPUコア数を10または12に変更できます。


	
Oracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォームでは、サーバーごとにODA_BASEのCPU数を8に変更した場合、それ以降は各サーバーでODA_BASE数を2、4、6、10、12、14、16、18、20、22または24に変更できます。後で、両方のノードでODA_BASEのCPU数を有効値に変更できます(有効値は、2から24 (境界値を含む)のすべての倍数です)。


	
Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォームでは、サーバーごとにODA_BASEのCPU数を8に変更した場合、それ以降は各サーバーでODA_BASE数を2、4、6、10、12、14または16に変更できます。後で、両方のノードでODA_BASEのCPU数を有効値に変更できます(有効値は、2から16 (境界値を含む)のすべての倍数です)。


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでは、サーバーごとにODA_BASEのCPU数を8に変更した場合、それ以降は各サーバーでODA_BASE数を2、4、6、10または12に変更できます。後で、両方のノードでODA_BASEのCPU数を有効値に変更できます(有効値は、2から12 (境界値を含む)のすべての倍数です)。





	
ベア・メタル・インストールでコア・キーを変更するには、ハードウェアのサポートID (SI)が必要です。


	
1つのSIに複数の製品を設定できますが、コア・キーの生成はOracle Database Applianceごとに一意であり、そのOracle Database Applianceのシリアル番号に登録されます。


	
サーバー・ノードごとに最大CPUコア数が必要な場合は、デフォルト構成を使用し、コア数を変更しないでください。必要以上のリソースがある場合は、その時点でコア数を減らすことができます。Oracle Database Applianceでの最大CPUコア数は、ハードウェア・バージョンによって異なります。

	
Oracle Database Appliance X4-2: 最大CPUコア数は24です。


	
Oracle Database Appliance X3-2: 最大CPUコア数は16です。


	
Oracle Database Appliance: 最大CPUコア数は12です。







	
注意:

CPUコア数を最大値に設定する手順に従った場合、ベア・メタル・インストールではCPUコア数を減らすことはできません。エラーが即時発生した場合は、エラーの修正に関するサポートを受けるためにOracleサポート・サービスに連絡してください。










	
関連項目:

コア・ライセンスの詳細は『Oracle Database Applianceライセンス情報』を参照















CPUコア数の変更




	
注意:

初期デプロイ後にコア数を変更すると、両方のサーバーが再起動します。初期デプロイ後、ユーザーの停止時間を短縮するために、コア数を適切な数に変更してください。







ベア・メタル・プラットフォームでCPUコア数を変更するには、次の手順に従います。

	
次の情報を収集します。

	
サポートID (SI)


	
Oracle Database Applianceシリアル番号


	
構成するコア数値





	
My Oracle Supportにログインします。


https://myoraclesupport.com


	
「設定」タブをクリックし、メニューから「アセット」を選択します。


	
アセット・リスト内のOracle Database Applianceのシリアル番号を検索します。

シリアル番号が見つからない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。


	
Oracle Database Applianceのシリアル番号を選択します。


	
使用可能なアクションから、「キーの管理...」を選択します。


	
「Manage Cores Configuration Key」ダイアログ・ボックスで、Oracle Database Applianceのシリアル番号を表示できます。キーが以前に生成されていた場合、現在の構成を表示できます。

	
「1サーバー当たりのコア数」リストで、必要なサーバーごとにアクティブなCPUコアの数を選択します。選択した値はOracle Database Applianceの両方のサーバーに適用され、有効値はハードウェア・バージョンによって異なります。

Oracle Database Appliance X4-2: 4、8、12、16、20または24のCPUコアを初期選択します。

Oracle Database Appliance X3-2: 4、8、12または16のCPUコアを初期選択します。

Oracle Database Appliance: 2、4、6、8、10または12のCPUコアを初期選択します。

以降、ベア・メタル・インストールでの現在の数より大きい数のみ選択できます。


	
「キーの生成」をクリックして、キーを生成します。


	
「キーをクリップボードにコピー」をクリックして、キーをクリップボードにコピーします。





	
キーを空のテキスト・ファイルに貼り付けて、そのファイルをOracle Database Appliance上の場所に保存します。


	
Oracle Database Applianceサーバー・ノードの1つにrootとしてログオンします。


	
注意: このステップのコマンドを使用すると、両方のOracle Database Applianceサーバー・ノードが再起動し、再構成が完了します。

次のコマンドを実行します。key_file_locationは、ステップ8で作成したテキスト・ファイルのフルパス名です。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_config_key key_file_location


次に例を示します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_config_key /home/myfile.txt




システムの再起動後、Oracle Database Applianceは再構成され、両方のサーバーは指定したCPUコア数で実行されます。




	
注意:

CPUコア数の変更の手順も、『Oracle Database Applianceライセンス情報』を参照してください。







Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでCPUコア数を変更するには、第6章「Oracle Database Applianceでの仮想マシンの管理」の「ODA_BASEのサイズ変更」で説明されている手順に従ってください。




	
関連項目:

コア数を変更するためのキーのリクエストの詳細は次のURLから入手できるMy Oracle Supportのノート1447093.1「Oracle Database Appliance - Generating a Key via MOS to change your CORE Count」を参照:
https://myoraclesupport.com




















C Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定

この付録では、データベースのサイズ設定および他の構成オプションについて説明します。この付録では、次の項目について説明します。

	
インスタンス・ケージングを使用した統合のテンプレートの使用


	
Oracle Database Applianceのインスタンス・ケージングの有効化


	
データベース・クラスの選択方法


	
Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)のデータベース・クラス


	
例1: データベース・サイズ・オプションの選択


	
例2: データベース・サイズ・オプションの選択






インスタンス・ケージングを使用した統合のテンプレートの使用

Oracle Database Applianceを使用して、複数のデータベースを統合できます。Oracle Databaseには、複数のデータベース・インスタンスを実行する複数CPUサーバーでCPU割当てを管理する方法が用意されています。この方法はインスタンス・ケージングと呼ばれます。インスタンス・ケージングとOracle Database Resource Manager (リソース・マネージャ)は、複数インスタンス間で必要なサービス・レベルをサポートします。統合により、アイドル・リソースを最小限に抑え、効率を最大限に高め、コストを下げることができます。

Oracle Database Applianceテンプレートは、各データベース・インスタンス・ワークロードのサイズに合わせて事前チューニングされており、デフォルトでは特定のコア数で動作するよう設計されています。ケージングによって、各データベースのワークロードは、テンプレートで割り当てられたコアのセットに制限されます(これによって、複数のデータベースを同時に、パフォーマンスを低下させることなく、Oracle Database Applianceの容量まで、実行できるようになります)。計画的成長に備えるために、現在のニーズよりも大きなデータベース・テンプレート・サイズを選択できます(テンプレート・サイズは後で、システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズやコア数を調節することによって調整できます)。




	
注意:

Oracle Database Applianceテンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されているため、これらのテンプレートを使用することを強くお薦めします。
Oracle Database Appliance上にデータベースを作成するには、Oracle Appliance ManagerまたはDatabase Configuration Assistant (DBCA)のいずれかを使用できます。テンプレートは両方のユーティリティで使用できます。












	
ヒント:

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータは、データベースのクラスとしてデータベースのサイズ設定テンプレートを参照します。







表4、4およびこの項の4を使用して、ご使用のデータベースに最適なテンプレートを選択します。これらの表を使用するときに、次に留意してください。

	
CPU_COUNT値はコア数値ではありません。この表を使用してOracle Database Applianceのライセンス要件を判断する場合は、CPU_COUNT値を2で割って、ライセンス保有する必要があるコアの最小数を算出します。非常に小規模なデータベースの場合、必要なコアは1つのみですが、最小限のライセンスは構成によって次のように異なります。

	
Oracle Database Appliance X3-2またはOracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォームでは2コアにライセンス


	
Oracle Database Appliance X3-2またはOracle Database Appliance X4-2ベア・メタル・インストールでは4コアにライセンス


	
Oracle Database Appliance(ベア・メタルまたは仮想化プラットフォーム)では2コアにライセンス





	
この表の情報は、ディスクのバックアップを作成していることを前提としています。外部テープ・バックアップを行うと、データベース・サイズを最大3.2TBにすることができます。


	
秒単位のI/O (IOPS)値は、OLTP I/Oリクエストを処理するための、5ミリ秒当たりのランダムな8Kの読取り/書込みのレスポンス時間から導出されます。この率はCPU数に基づくものではなく、システムがフル稼働していることを前提としています。たとえば拡張ストレージ・シェルフなしで12個の小規模なデータベースがすべて稼働しているOracle Database Appliance X4-2システムの場合、各データベースは約275IOPSを処理することになります。システム上で1つのデータベースのみが稼働している場合、IOPSは3,300となります。同様に、Oracle Database Applianceシステムで1個の大規模データベースと6個の小規模データベースがすべて稼働している場合、非常に小規模なデータベースは1台当たり約300IOPSを処理し、大規模データベースは約2,000IOPSを処理することになります。


	
MB/秒(MBPS)でのスループットは、データ・ウェアハウス・システムの1MBの順次読取り/書込みに基づいています。IOPSと同様にMBPSは、システムがフル稼働している場合のスループットの測定値です。単一の小規模データベースのみが動作している場合、MBPSは大規模データベース用のシステムで使用可能な最大数となります。


	
ログ・ファイルのサイズは、システムがフル稼働している際に、各インスタンスの4つのREDOログ・グループで15分ごとにログ・スイッチが実行されることを前提としています。




使用しているハードウェアに適した情報を参照してください。

	
ご使用のデータベースがOracle Database Appliance X4-2の場合、表C-1を使用します。


	
ご使用のデータベースがOracle Database Appliance X3-2の場合、表C-2を使用します。


	
ご使用のデータベースがOracle Database Applianceの場合、表C-3を使用します。





表C-1 Oracle Database Appliance X4-2データベース・テンプレートのサイズ

	システム・コンポーネント	超極小規模	非常に小規模	小規模	中規模	大規模	非常に大規模	超巨大規模	超超巨大規模
	
CPU_COUNT(インスタンスごと)

	
2

	
2

	
4

	
8

	
12

	
24

	
32

	
48


	
SGA (GB)

	
2

	
4

	
8

	
16

	
24

	
48

	
64

	
96


	
PGA (GB)

	
1

	
2

	
4

	
8

	
12

	
24

	
32

	
48


	
プロセス

	
200

	
200

	
400

	
800

	
1200

	
2400

	
3200

	
4800


	
ログ・ファイル・サイズ(GB)

	
1

	
1

	
1

	
2

	
4

	
4

	
4

	
4


	
このテンプレートを使用してデプロイできるデータベースの数

	
24

	
24

	
12

	
6

	
4

	
2

	
1

	
1


	
1秒当たりのI/O (IOPS)(1つのストレージ・シェルフあり)

	
137

	
137

	
275

	
550

	
825

	
1650

	
3300

	
3300


	
スループット(MB/秒)(1つのストレージ・シェルフあり)

	
145

	
145

	
292

	
583

	
875

	
1750

	
3500

	
3500


	
1秒当たりのI/O (IOPS)(ストレージ・シェルフおよびストレージ拡張シェルフあり)

	
275

	
275

	
550

	
1100

	
1650

	
3300

	
6600

	
6600


	
スループット(MB/秒)(ストレージ・シェルフおよびストレージ拡張シェルフあり)

	
230

	
230

	
458

	
917

	
1375

	
2750

	
5500

	
5500


	
ログ生成(MB/秒)

	
6.83

	
6.83

	
6.83

	
13.65

	
27.30

	
27.30

	
27.30

	
27.30









表C-2 Oracle Database Appliance X3-2データベース・テンプレートのサイズ

	システム・コンポーネント	超極小規模	非常に小規模	小規模	中規模	大規模	非常に大規模	超巨大規模
	
CPU_COUNT(インスタンスごと)

	
2

	
2

	
4

	
8

	
12

	
24

	
32


	
SGA (MB)

	
2048

	
4096

	
8192

	
16384

	
24576

	
49152

	
65536


	
PGA (MB)

	
1024

	
2048

	
4096

	
8192

	
12288

	
24576

	
32768


	
プロセス

	
200

	
200

	
400

	
800

	
1200

	
2400

	
3200


	
ログ・ファイル・サイズ(GB)

	
1

	
1

	
1

	
2

	
4

	
4

	
4


	
このテンプレートを使用してデプロイできるデータベースの数

	
24

	
16

	
8

	
4

	
2

	
1

	
1


	
1秒当たりのI/O (IOPS)(1つのストレージ・シェルフあり)

	
206

	
206

	
412

	
825

	
1650

	
3300

	
3300


	
スループット(MB/秒)(1つのストレージ・シェルフあり)

	
146

	
219

	
438

	
875

	
1750

	
3500

	
3500


	
1秒当たりのI/O (IOPS)(ストレージ・シェルフおよびストレージ拡張シェルフあり)

	
275

	
413

	
825

	
1650

	
3300

	
6600

	
6600


	
スループット(MB/秒)(ストレージ・シェルフおよびストレージ拡張シェルフあり)

	
230

	
344

	
688

	
1375

	
2750

	
5500

	
5500


	
ログ生成(MB/秒)

	
6.83

	
6.83

	
6.83

	
13.65

	
27.30

	
27.30

	
27.30









表C-3 Oracle Database Applianceデータベース・テンプレートのサイズ

	システム・コンポーネント	超極小規模	非常に小規模	小規模	中規模	大規模	非常に大規模
	
CPU_COUNT(インスタンスごと)

	
2

	
2

	
4

	
8

	
12

	
24


	
SGA (MB)

	
2048

	
4096

	
8192

	
16384

	
24576

	
49152


	
PGA (MB)

	
1024

	
2048

	
4096

	
8192

	
12288

	
24576


	
プロセス

	
200

	
200

	
400

	
800

	
1200

	
2400


	
ログ・ファイル・サイズ(GB)

	
1

	
1

	
1

	
2

	
4

	
4


	
このテンプレートを使用してデプロイできるデータベースの数

	
24

	
12

	
6

	
3

	
2

	
1


	
1秒当たりのI/O (IOPS)

	
167

	
333

	
666

	
1333

	
2000

	
4000


	
スループット(MB/秒)

	
125

	
250

	
500

	
1000

	
1500

	
3000


	
ログ生成(MB/秒)

	
6.83

	
6.83

	
6.83

	
13.65

	
27.30

	
27.30








各データベースに対して、ご使用のハードウェアで予想されるワークロードに適したテンプレートを選択します。または、データベースで予想される成長に適したテンプレートを選択します。




	
注意:

ディスク・ハードウェアの容量は1 KB = 1,000バイトとして計算されますが、ソフトウェアの記憶域要件は1 KB = 1,024バイトに基づいています。つまり、定格容量900GBのディスクにはソフトウェア記憶域が約860GBしかありません。












Oracle Database Applianceのインスタンス・ケージングの有効化

デフォルトでは、Oracle Database Applianceインスタンス・ケージングは有効ではありません。インスタンス・ケージングを有効にするには、データベース間のコア・リソースを割り当てるように、Oracle Database Appliance上の各データベースにRESOURCE_MANAGER_PLAN初期化パラメータを設定することで、Oracle Database Resource Managerを有効にします。リソース・マネージャのパラメータは、現行のインスタンスに使用するプランを識別するトップ・プランを指定します。このパラメータでプランを指定しない場合、リソース・マネージャは有効になりません。

Oracle Database Appliance上で、各データベースに対して選択したOracle Database Applianceデータベース・テンプレートのサイズに従って、コア・リソースのインスタンス・ケージング割当てが有効になります。CPU_COUNT初期化パラメータは、テンプレートに設定されます。統合する各データベースのサイズと一致するCPU_COUNT設定を使用して、インスタンス・ケージングを構成するための標準の指示に従います。




	
関連項目:

インスタンス・ケージングの有効化および構成の詳細は『Oracle Database管理者ガイド』を参照












データベース・クラスの選択方法

Oracle Database Appliance内のリソースは有限です。どのデータベース・クラスを使用するかを決定する際に、これらの有限なリソースをアプリケーションがどのように使用するかを決定します。

	
ストレージ — データベース・サイズ


	
ワークロード — CPU、メモリー、およびストレージ・パフォーマンス(IOPS/MBPS)







	
注意:

このドキュメントに示されているデータベースのサイズ設定の例はガイドラインとしてのみ使用してください。実際に達成するパフォーマンスは他の要素に依存する可能性があります。デプロイ後にシステムのパフォーマンスをテストし、パフォーマンスがニーズを満たしていることを確認してください。












Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)のデータベース・クラス

表C-3または表C-2の数値をガイドラインとして使用して、Oracle RACのデプロイに最適なデータベース・クラスを選択します。コアのみが、ライセンス保有コンポーネントであることに注意してください。メモリーやストレージなど、その他のリソースは、アクティブなコア数に関係なく使用可能です。事前にチューニングされているOracle Database Applianceテンプレートの1つを使用してデータベースをデプロイした後で、Oracle Database Appliance上の残りのリソースを追加デプロイ用として使用できます。




	
注意:

実際のパフォーマンスは他の要素に依存する可能性があります。デプロイ後にシステムのパフォーマンスをテストし、パフォーマンスが最適な状態であることを確認してください。












例1: データベース・サイズ・オプションの選択

表C-3に示すサイズ設定ガイドラインでは、単一のOracle Database Applianceは、12コア(ノード当たり)を使用する1個の非常に大規模なデータベース、またはそれぞれが1コア(ノード当たり)を使用する12個の非常に小規模なデータベースをサポートできることを示しています。このガイドラインでは、単一のOracle Database Applianceは、3000 IOPSを処理できる1個の非常に大規模なデータベース、またはそれぞれが600 IOPSを処理できる6個の小規模なデータベースをサポートできることも示しています。

Oracle Database Appliance上で統合する次の3つのデータベースがあると想定します。

	
1番目のデータベースD1は、800GBで300 IOPSです。


	
2番目のデータベースD2は、200GBで500 IOPSです。


	
3番目のデータベースD3は、75GBで600 IOPSです。




IOPSおよびサイズの最小要件に基づいて、3つのデータベースを次のようにデプロイできます。

	
D1は大規模として


	
D2は小規模として


	
D3は小規模として




3つのデータベースをサポートするには、ノード当たり10コア(Oracle Database Applianceに対して20コア)をライセンス保有します。






例2: データベース・サイズ・オプションの選択

新規Oracle Database Applianceにデプロイする2つのデータベースがあると想定します。

	
1番目のデータベースDB1は、2TBで3000 IOPSです。


	
2番目のデータベースDB2は、1TBで3000 IOPSです。




バックアップをテープに保存する予定であるため、2つのデータの合計サイズは3TBとなり、Oracle Database Applianceは3.2TBまでサポートできるため、このデプロイは実現可能です。

次に、I/O要件を考慮します。DB1とDB2は、それぞれ3000 IOPSを生成します。つまり、Oracle Database Applianceは合計6000 IOPSをサポートする必要があります。しかし、6000 IOPSは、Oracle Database Applianceが5ミリ秒のレスポンス時間を維持しながらサポートできる値より大きくなっています。非常に大規模なデータベースでも、最大3000 IOPSまでしかサポートされません。

大規模なサイズは、2つのデータベースをサポート可能で、それぞれ2000 IOPSを生成します。データベース・サイズおよびIOPSに基づき、2つのうち1つのデータベースのみデプロイできます。この場合、6000 IOPSを実現するには、ノード当たり6コアをライセンス保有し、大規模な構成でデータベースをデプロイする必要があります。











 
D Oracle Appliance Manager (OAKCLI)リファレンス

この付録では、コマンドライン・インタフェース・ユーティリティのOracle Appliance Manager (OAKCLI)を使用してOracle Database Applianceを管理する方法について説明します。この付録では、次の項目について説明します。

	
Oracle Appliance Manager (OAKCLI)について


	
OAKCLIコマンド・リファレンス






Oracle Appliance Manager (OAKCLI)について

Oracle Appliance Managerとハードウェアのバージョンにより、この付録で説明されているコマンドが一部しか使用できないことがあります。ご使用のバージョンのOracle Appliance ManagerとハードウェアでどのOAKCLIコマンドがサポートされているかを確認するには、次のコマンドを入力します: /opt/oracle/oak/bin/oakcli -h

この項には次のOAKCLIのトピックが含まれます。

	
Oracle Appliance Manager (OAKCLI)の概要


	
OAKCLIの使用上の注意






Oracle Appliance Manager (OAKCLI)の概要

OAKCLIを使用して、コア・キーの構成、パッチの適用、Oracle Database ApplianceのデプロイなどのOracle Database Appliance管理タスクを実行します。OAKCLIでは次のタイプのタスクを実行します。

	
コア構成キーの適用


	
Oracle Database Applianceデプロイメント用のネットワークの構成


	
デプロイメント構成ファイルのコピー


	
Oracle Database Applianceのデプロイ


	
Oracle Database Applianceへのディスクの配置


	
Oracle Database Applianceリポジトリの管理


	
Oracle Database Appliance診断収集結果の管理


	
Oracle Database Applianceの更新


	
OAKCLIリポジトリへのパッケージの解凍


	
Oracle Database Applianceの検証









OAKCLIの使用上の注意


使用方法

OAKCLIユーティリティは、次のディレクトリにあります。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli 


Oracle Database Applianceでは完了したOAKCLIコマンド実行のログが、次のディレクトリに保管されます。


/opt/oracle/oak/log/hostname/client/oakcli.log



OAKCLIヘルプの使用方法

OAKCLIの使用方法を表示するには、次のコマンドを実行します。


oakcli -h


特定のOAKCLIコマンドに関する詳細なヘルプを表示するには、次のコマンドを実行します。


oakcli command -h


特定のOAKCLIコマンドのオブジェクトおよびそのオプションに関する詳細なヘルプを表示するには、次のコマンドを実行します。


oakcli command object -h



権限およびセキュリティ

rootユーザーとしてログインすることでOAKCLIを使用します。root以外のユーザーでログインしている場合、ストレージ情報を表示できますが、構成を変更できません。








OAKCLIコマンド・リファレンス


OAKCLIのコマンド構文およびオプション

OAKCLIのコマンド、オブジェクト名およびオプションでは、大/小文字が区別されます。OAKCLIでは次のコマンド構文を使用します。


oakcli command object [parameters]


OAKCLI構文では次のようになります。

	
commandは、show、locate、applyなどの動詞です。


	
object (名詞とも呼びます)はディスクやコントローラなどの、oakcliが操作を実行する対象のターゲットまたはオブジェクトです。オブジェクトの短縮形も使用できます。


	
parametersは、コマンドの追加オプションを使用できるようにすぐ前のコマンドの組合せの使用範囲を拡大します。





表D-1 OAKCLIユーティリティのコマンド

	コマンド	説明
	
oakcli apply


	
Oracle Database Applianceコア容量を再構成します。


	
oakcli clone


	
仮想マシン・テンプレートをクローニングします。


	
oakcli configure


	
Oracle Database Applianceコンポーネントを構成します。


	
oakcli copy


	
デプロイ中に使用する構成ファイルのコピーを用意します。


	
oakcli create


	
Oracle Database Applianceコンポーネントを作成します。


	
oakcli delete


	
Oracle Database Applianceコンポーネントを削除します。


	
oakcli deploy


	
Oracle Database Applianceをデプロイします。


	
oakcli disable validation storage


	
validation storage errorsコマンドのレポートを無効化します。


	
oakcli enable validation storage


	
validation storage errorsコマンドのレポートを有効化します。


	
oakcli import vmtemplate


	
仮想マシン・テンプレートをインポートします。


	
oakcli locate


	
ディスクを検索します。


	
oakcli manage diagcollect


	
主にOracleサポートと協力して作業する場合に使用するために、診断情報および統計を収集します。


	
oakcli modify


	
仮想マシンまたはテンプレートの構成に対して、ネットワークを追加、更新、削除します。


	
oakcli odachk


	
構成設定を監査します。


	
oakcli show


	
各種のOracle Database Applianceコンポーネントに関する情報を表示します。


	
oakcli show vmconsole


	
仮想マシンのGUI VMコンソールを開きます。


	
oakcli start


	
仮想マシンまたはODA_BASEドメインを起動します。


	
oakcli stop


	
仮想マシンまたはODA_BASEドメインを停止します。


	
oakcli stordiag


	
ストレージ・シェルフまたはストレージ拡張シェルフ・デバイスでテストを実行します。


	
	

	
oakcli unpack


	
指定されたパッケージをOAKCLIリポジトリへ解凍します。


	
oakcli update


	
Oracle Database Applianceを更新します。


	
oakcli validate


	
Oracle Database Applianceを検証します。










oakcli apply

oakcli applyコマンドを使用して、Oracle Database Applianceコア容量を再構成します。


構文

次の構文を使用します。core_config_key_fileは、My Oracle Supportで生成されてOracle Database Applianceにコピーされた構成キー・ファイルのフル・パス名です。


oakcli apply core_configuration_key core_config_key_file [-h]





パラメータ


表D-2 oakcli applyコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
ヘルプを表示します。


	
core_config_key_file

	
構成キー・ファイルのフルパスおよび名前。











使用上の注意

	
oakcli applyコマンドは、rootとしてOracle Database Applianceの最初のノードから実行します。


	
oakcli applyコマンドを実行すると、Oracle Database Applianceは両方のノードを再起動します。








例

	
	例1   新規構成キー・ファイルによるコア容量の構成:
	
構成キー・ファイル/tmp/set8cores.confを使用して、新規コア数でOracle Database Applianceを再構成します。


oakcli apply core_configuration_key /tmp/set8cores.conf
...................done
INFO: Cluster will be rebooted after applying the core_configuration_key successfully
INFO: ....................................

INFO: Applying core_configuration_key on '192.0.2.21'
INFO: ........................................................................
INFO: Running as root: /usr/bin/ssh -1 root 192.0.2.21 /tmp/tmp_lic_exec.pl
INFO: Running as root: /usr/bin/ssh -1 root 192.0.2.21 /opt/oracle/oak/bin/oakcli enforce core_configuration_key /tmp/.lic_file
INFO: Applying core_configuration_key on '192.0.2.20'

INFO: ........................................................................
INFO: Running as root: /usr/bin/ssh -1 root 192.0.2.20 /tmp/tmp_lic_exec.pl
INFO: Running as root: /usr/bin/ssh -1 root 192.0.2.20 /opt/oracle/oak/bin/oakcli enforce core_configuration_key /tmp/.lic_file
INFO: Applying core_configuration_key on '192.0.2.20'











oakcli clone

oakcli cloneコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートをクローニングします。


構文

oakcli cloneコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli clone vm vm_name -vmtemplate template_name -repo repo_name [-node 0|1]





パラメータ


表D-3 oakcli cloneコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vm_name

	
vm_nameは、仮想マシン名です。


	
-vmtemplate vmtemplate_name

	
vmtemplate_nameは、クローニングするテンプレートの名前です。


	
-repo repo_name

	
repo_nameは、クローニングするテンプレートが含まれているリポジトリの名前です。


	
-node 0 | 1

	
ノード0の共有リポジトリから仮想マシンをクローニングするには値0を、ノード1の共有リポジトリから仮想マシンをクローニングするには値1を使用します。

-nodeパラメータは、共有リポジトリからクローニングするときに使用する必要があり、非共有リポジトリに対しては無効です。











例

	
	例1   仮想マシン・イメージの作成
	
myol15u_testという名前の仮想マシン・イメージを、ノード0のリポジトリ内に格納されているmyol15uという名前の仮想マシン・テンプレートから作成します。


oakcli clone vm myol15u_test -vmtemplate myol5u -repo odarepo1


	
	例2   共有リポジトリでの仮想マシン・イメージの作成
	
ノード0のrepo2という名前の共有リポジトリに格納されているmyol6u_15gb1という名前の仮想マシン・テンプレートから、myol6u_testという名前の仮想マシン・イメージを作成します。


oakcli clone vm myol6u_test -vmtemplate myol6u_15gb1 -repo repo2 -node 0











oakcli configure

oakcli configureコマンドを使用して、Oracle Database Applianceでコンポーネントを構成します。


表D-4 oakcli configureコマンド・サマリー

	コマンド	説明
	
oakcli configure asr


	
Oracle Database Appliance用にOracle Auto Service Requestを構成します。


	
oakcli configure cpupool


	
CPUプールを構成します。


	
oakcli configure firstnet


	
初期ネットワーク情報を構成します。


	
oakcli configure oda_base


	
ODA_BASEドメイン用にCPUコア数、メモリー割当て、仮想ローカル・エリア・ネットワークを構成します。


	
oakcli configure vm


	
仮想マシンを構成します。


	
oakcli configure vmtemplate


	
仮想マシン・テンプレートを構成します。










oakcli configure asr

oakcli configure asrコマンドを使用して、Oracle Database ApplianceにOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成します。


構文


oakcli configure asr [-h]


ここで、-hを指定すると、コマンドのオンライン・ヘルプが表示されます。







使用上の注意

	
oakcli configure asrコマンドは、Oracle ASRをOracle Database Applianceに実装するための次の情報を要求する対話型スクリプトを開始します。

	
実行されるアクション(内部または外部インストール、アンインストールまたは再構成)


	
プロキシ・サーバー名、ポート、ユーザーIDおよびパスワード


	
ASRユーザーIDおよびパスワード


	
ASRマネージャのIPおよびポート












oakcli configure cpupool

このコマンドを使用して、1つのOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードにCPUプールを構成します。


構文


oakcli configure cpupool poolname -numcpu cpu_count -node nodenum [-h]





パラメータ


表D-5 oakcli configure cpupoolコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
poolname

	
CPUプールの一意の名前を指定します。


	
-numcpu cpu_count

	
CPUプールのCPUの数を定義します。


	
-node nodenum

	
CPUプールが作成されるノード(0または1)を定義します。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。













例

	
	例1   2つのコアのCPUプールの構成:
	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード1に2つのコアを含むCPUプールを構成します。


oakcli configure cpupool twonode -numcpu 2 -node 1









oakcli configure firstnet

oakcli configure firstnetコマンドを使用して、デプロイメント・ソフトウェアをダウンロードするための初期ネットワークをOracle Database Applianceで構成します。


構文


oakcli configure firstnet







例

	
	例1   ベア・メタルOracle Database Applianceでの初期ネットワークの構成
	
次のコマンドでは、次に示すように対話型スクリプトを使用して新規Oracle Database Applianceで初期ネットワークを作成します。


oakcli configure firstnet
Select the interface to configure network on [bond0 bond1 bond2 xbond0]:bond0
Configure DHCP on bond0?(yes/no):no
       INFO: Static configuration selected
       Enter the IP address to configure:192.0.2.18
       Enter the netmask address to configure:255.255.252.0
       Enter the gateway address to configure:192.0.2.1
Plumbing the IPs now
Restarting the network
:::::::::::::::::







	
注意:

oakcli configure firstnetコマンドは、Oracle Database Applianceで1回のみ使用することをお薦めします。初期ネットワークの構成後に使用すると、ネットワーク設定が予期せず変更される可能性があります。












oakcli configure oda_base

oakcli configure oda_baseコマンドを使用して、デプロイメント・ソフトウェアをダウンロードできるようにするOracle Database Applianceの初期ネットワークに対して、ODA_BASEドメインに割り当てられたCPUコア数の変更、仮想ローカル・エリア・ネットワークの追加または削除を実行します。

	
ODA_BASEドメインに割り当てられたCPUコア数の変更


	
ODA_BASEに割り当てられたメモリー容量の変更


	
ODA_BASEドメインへの仮想ローカル・エリア・ネットワークの追加


	
ODA_BASEドメインからの仮想ローカル・エリア・ネットワークの削除





構文


oakcli configure oda_base







例

	
	例1   ODA_BASEのCPUコア数の変更
	
ODA_BASEのCPUコア数を6から8に変更するには、次のコマンドを入力します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli configure oda_base
Core Licensing Options:
        1. 2 CPU Cores
        2. 4 CPU Cores
        3. 6 CPU Cores
        4. 8 CPU Cores
        5. 10 CPU Cores
        6. 12 CPU Cores
        Current CPU Cores       :6
        Selection[1 : 6](default 12 CPU Cores) : 4
        ODA base domain memory in GB(min 8, max 88)(Current Memory 64G)[default
32]     :
INFO: Using default memory size i.e. 32 GB
Additional vlan networks to be assigned to oda_base? (y/n) [n]: Vlan network to be removed from oda_base (y/n) [n]
INFO: Node 0:Configured oda base pool
INFO: Node 1:Configured oda base pool
INFO: Node 0:ODA Base configured with new memory
INFO: Node 0:ODA Base configured with new vcpus
INFO: Changes will be incorporated after the domain is restarted on Node 0
INFO: Node 1:ODA Base configured with new memory
INFO: Node 1:ODA Base configured with new vcpus
INFO: Changes will be incorporated after the domain is restarted on Node 1









oakcli configure vm

oakcli configure vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンを構成します。


構文


oakcli configure vm name [-vcpu cpucount -maxvcpu maxcpu -cpuprio priority 
-cpucap cap -memory memsize -maxmemory max_memsize -os sys -keyboard lang -mouse 
mouse_type -domain dom -network netlist -autostart astart -disk disks -bootoption
bootstrap -cpupool pool -prefnode 0|1 -failover true|false]





パラメータ


表D-6 oakcli configure vmコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
name

	
仮想マシンに割り当てられる名前。


	
-vcpu cpucount

	
仮想マシンに割り当てられるノード数。この数はOracle Database Appliance構成によって異なります。

	
Oracle Database Appliance X4-2: 範囲は1から48です。


	
Oracle Database Appliance X3-2: 範囲は1から32です。


	
Oracle Database Appliance: 範囲は1から24です。





	
-maxvcpu maxcpu

	
仮想マシンが使用できるCPUの最大数。この数はOracle Database Appliance構成によって異なります。

	
Oracle Database Appliance X4-2: 範囲は1から48です。


	
Oracle Database Appliance X3-2: 範囲は1から32です。


	
Oracle Database Appliance: 範囲は1から24です。





	
-cpuprio priority

	
CPU使用の優先度。値が大きいほど優先度が高くなります(1から256)。


	
-cpucap cap

	
仮想マシンが利用できるCPUのパーセンテージ(1から100)。


	
-memory memsize

	
仮想マシンに与えられるメモリー容量: 1から88Gまたは1から90112M。デフォルトはMです。


	
-maxmemory max_memsize

	
仮想マシンで使用できるメモリーの最大容量。1から88Gまたは1から90112M。デフォルトはMです。


	
-os sys

	
仮想マシンで使用されるオペレーティング・システム(WIN_2003、WIN_2008、WIN_7、WIN_VISTA、OTHER_WIN、OL_4、OL_5、OL_6、RHL_4、RHL_5、RHL_6、LINUX_RECOVERY、OTHER_LINUX、SOLARIS_10、SOLARIS_11、OTHER_SOLARISまたはNONE)。


	
-keyboard lang

	
仮想マシンで使用されるキーボード(en-us、ar、da、de、de-ch、en-gb、es、et、fi、fo、fr、fr-be、fr-ca、hr、hu、is、it、ja、lt、lv、mk、nl、n--be、no、pl、pt、pt-br、ru、sl、sv、thまたはtr)。


	
-mouse mouse_type

	
仮想マシンで使用されるマウス・タイプ(OS_DEFAULT、PS2_MOUSE、USB_MOUSEまたはUSB_TABLET)。


	
-domain dom

	
ドメイン・タイプ(次のオプション):

	
ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM)

- カーネルまたはオペレーティング・システムが仮想化対応ではなく、変更せずに実行できます。

- デバイス・ドライバがエミュレートされます。


	
準仮想化ゲスト(XEN_PVM)

- このゲストは仮想化対応であり、仮想化環境に最適化されています。

- PVゲストは一般の理想的なデバイス・ドライバを使用します。


	
ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM_PV_DRIVERS)

PVドライバはハイパーバイザー対応であり、エミュレートされたデバイスの入力/出力を大幅に減少します。





	
-network netlist

	
仮想マシンによって使用されるMACアドレスとネットワークのリスト。


	
-autostart astart

	
仮想マシンの起動オプション(always、restoreまたはnever)。


	
-disk disks

	
仮想マシンによって使用されるディスク(スロット、ディスクタイプおよび内容)のリスト。


	
-bootoption bootstrap

	
仮想マシンのブートストラップに使用されるブート・オプション(PXE、DISKまたはCDROM)。


	
-cpupool pool

	
指定したCPUプールを仮想マシンに割り当てます。


	
-prefnode 0|1

	
仮想マシンの起動を試行する、ノード0または1を定義します。このパラメータは、共有リポジトリに作成された仮想マシンに対してのみ有効です。


	
-failover true|false

	
-prefnodeパラメータで定義したノード以外のノードで、仮想マシンの起動または再起動を許可(キーワードtrueを使用)または禁止(キーワードfalseを使用)します。このパラメータは、共有リポジトリに作成された仮想マシンに対してのみ有効です。













使用上の注意

	
すべてのパラメータ(nameを除く)は、オプションです。


	
コマンドが動作するには、1つ以上のオプションのパラメータを含める必要があります。







	
関連項目:

前述の表に関するオプションの詳細は、http://docs.oracle.com/cd/E27300_01でOracle VM Release 3.1のドキュメントを参照してくださいたとえば、-domain domオプションの詳細は、http://docs.oracle.com/cd/E27300_01/E27309/html/vmusg-ovm-vms.htmlを参照してください。











例

	
	例1   仮想マシンの数と仮想メモリー・サイズの変更
	
次のコマンドを入力して、sample_odarep01という名前の仮想マシンの仮想CPUの数を3に、仮想メモリー・サイズを4GBに変更します。


oakcli configure vm sample_odarep01 -vcpu 3 -memory 4196 









oakcli configure vmtemplate

oakcli configure vmtemplateコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシン・テンプレートを構成します。


構文


oakcli configure vmtemplate name [-vcpu cpucount -maxvcpu maxcpu -cpuprio
 priority -cpucap cap -memory memsize -maxmemory max_memsize -os sys -keyboard
 lang -mouse mouse_type -domain dom -network netlist -disk disks]





パラメータ


表D-7 oakcli configure vmtemplateコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
name

	
仮想マシン・テンプレートに割り当てられた名前。


	
-vcpu cpucount

	
テンプレートからクローニングされた仮想マシンに割り当てられるノードの数。

	
Oracle Database Appliance X4-2: 範囲は1から48です。


	
Oracle Database Appliance X3-2: 範囲は1から32です。


	
Oracle Database Appliance: 範囲は1から24です。





	
-maxvcpu maxcpu

	
テンプレートからクローニングされた仮想マシンが消費できるCPUの最大数。

	
Oracle Database Appliance X4-2: 範囲は1から48です。


	
Oracle Database Appliance X3-2: 範囲は1から32です。


	
Oracle Database Appliance: 範囲は1から24です。





	
-cpuprio priority

	
CPU使用の優先度。値が大きいほど優先度が高くなります(1から256)。


	
-cpucap cap

	
テンプレートからクローニングされた仮想マシンが利用できるCPUのパーセンテージ(1から100)。


	
-memory memsize

	
テンプレートからクローニングされた仮想マシンに割り当てられるメモリー容量(1から88GBまたは1から90112MB)。


	
-maxmemory max_memsize

	
テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用可能なメモリーの最大容量。


	
-os sys

	
テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるオペレーティング・システム(WIN_2003、WIN_2008、WIN_7、WIN_VISTA、OTHER_WIN、OL_4、OL_5、OL_6、RHL_4、RHL_5、RHL_6、LINUX_RECOVERY、OTHER_LINUX、SOLARIS_10、SOLARIS_11、OTHER_SOLARISまたはNONE)。


	
-keyboard lang

	
テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるキーボード(en-us、ar、da、de、de-ch、en-gb、es、et、fi、fo、fr、fr-be、fr-ca、hr、hu、is、it、ja、lt、lv、mk、nl、n--be、no、pl、pt、pt-br、ru、sl、sv、thまたはtr)。


	
-mouse mouse_type

	
テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるマウス・タイプ(OS_DEFAULT、PS2_MOUSE、USB_MOUSEまたはUSB_TABLET)。


	
-domain dom

	
ドメイン・タイプ(次のオプション):

	
ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM)

- カーネルまたはオペレーティング・システムが仮想化対応ではなく、変更せずに実行できます。

- デバイス・ドライバがエミュレートされます。


	
準仮想化ゲスト(XEN_PVM)

- このゲストは仮想化対応であり、仮想化環境に最適化されています。

- PVゲストは一般の理想的なデバイス・ドライバを使用します。


	
ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM_PV_DRIVERS)

PVドライバはハイパーバイザー対応であり、エミュレートされたデバイスの入力/出力を大幅に減少します。





	
-network netlist

	
テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるMACアドレスとネットワークのリスト。


	
-disk disks

	
テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるディスクのリスト(スロット、ディスクタイプおよび内容)。













使用上の注意

	
すべてのパラメータ(nameを除く)は、オプションです。


	
コマンドが動作するには、1つ以上のオプションのパラメータを含める必要があります。







	
関連項目:

前述の表に関するオプションの詳細は、http://docs.oracle.com/cd/E27300_01でOracle VM Release 3.1のドキュメントを参照してくださいたとえば、-domain domオプションの詳細は、http://docs.oracle.com/cd/E27300_01/E27309/html/vmusg-ovm-vms.htmlを参照してください。











例

	
	例1   仮想マシン・テンプレートの構成
	
myol5u7_10gbという名前の仮想マシン・テンプレートで次の構成値に値を設定します。

	
仮想マシンの起動時に割り当てられるCPUの数(vcpu)


	
仮想マシンに割り当てることができるCPUの最大数(maxvcpu)


	
仮想マシンに割り当てられるCPUの容量の最大比率(cpucap)


	
仮想マシンの起動時に割り当てられるメモリー容量(memory)


	
仮想マシンに割り当てることができるメモリーの最大容量(maxmemory)


	
仮想マシンへのアクセスに使用されるネットワーク(network)


	
仮想マシンで使用されるオペレーティング・システム(os)





oakcli configure vmtemplate myol5u7_10gb
-vcpu 2 -maxvcpu 4 -cpucap 40 -memory 1536M -maxmemory 2G
-network "['type=netfront,bridge=net1']" -os OTHER_LINUX











oakcli copy

oakcli copyコマンドを使用して、Oracle Database Applianceの構成中に使用する構成ファイルのコピーを用意します。


構文

oakcli copyコマンドを次のように実行します。absolute_conf_fileは既存の構成ファイルのフル・パス名です。


oakcli copy -conf absolute_conf_file [-h]





パラメータ


表D-8 oakcli copyコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-conf absolute_conf_file

	
構成ファイルのフル・パス名を指定します。


	
-h

	
(オプション)ヘルプを表示します。











例

	
	例1   構成ファイルのコピーの用意
	
以前に構成ファイルを作成し、このファイルをOracle Database Applianceにコピーした場合は、構成プロセス中に使用する構成ファイルを用意します。たとえば、ファイルmyserver1.confを/tmpにコピーした場合は、次のコマンドを入力します。


oakcli copy -conf /tmp/myserver1.conf











oakcli create

oakcli createコマンドを使用して、Oracle Database Applianceでコンポーネントを作成します。


表D-9 oakcli createコマンド・サマリー

	コマンド	説明
	
oakcli create cpupool


	
新規CPUプールを作成します。


	
oakcli create database


	
新規データベースを作成します。


	
oakcli create dbhome


	
新規データベース・ホームを作成します。


	
oakcli create db_config_params


	
データベース構成ファイルを作成します。


	
oakcli create repo


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノードで仮想ローカル・エリア・ネットワークを作成します。


	
oakcli create vlan


	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノードで仮想ローカル・エリア・ネットワークを作成します。










oakcli create cpupool

このコマンドを使用して、1つのOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードでCPUプールを作成します。


構文


oakcli create cpupool poolname -numcpu cpu_count -node nodenum [-h]





パラメータ


表D-10 oakcli configure cpupoolコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
poolname

	
CPUプールの一意の名前を指定します。


	
-numcpu cpu_count

	
CPUプールのCPUの数を定義します。


	
-node nodenum

	
CPUプールが作成されるノード(0または1)を定義します。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。













例

	
	例1   2つのコアのCPUプールの作成:
	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード1で2つのCPUを含むCPUプールを作成します。


oakcli create cpupool twonode -numcpu 2 -node 1









oakcli create database

oakcli create databaseコマンドを使用して、Oracle Database Applianceでデータベースを追加作成します。


構文

oakcli create database -db db_name [-oh home | -version version] [-params params_file]





パラメータ


表D-11 oakcli create databaseコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-db db_name

	
db_nameは、作成するデータベースの名前です。


	
-oh home

	
homeは、データベースの作成時に使用する既存のOracleホームの名前です。デフォルトでは、新規のデータベース・ホームが作成されます。


	
-version version

	
(オプション)versionは、インストールするバージョンです。デフォルトでは、最新のバージョンが使用されます。


	
-params params_file

	
(オプション) params_fileは、構成ファイルです。デフォルトでは、デフォルトの構成ファイルが使用されます。











使用上の注意

	
-ohパラメータおよび-versionパラメータは相互に排他的です。同じコマンドで両方を使用しようとすると、エラーが生成されます。


	
Oracleホームを指定せずにデータベースを作成すると、標準のネーミング規則を使用して(OraDb11203_home3など)Oracleホームが新規作成されます。名前の末尾の数字は、同じバージョン番号でホームが新規作成されるたびに1つずつ増えます。


	
データベース、インフラストラクチャおよびOracle Grid Infrastructureをアップグレードする場合は、既存のホームを指定して新規データベースを作成する必要があります。


	
特定のバージョンのDBクローン・ファイルをダウンロードして解凍する前にオプション-version versionを使用してデータベースを作成しようとすると、このコマンドは失敗します。








例

	
	例1   既存のOracleホームでの新規データベースの作成
	
次のコマンドでは、sales1というデータベースがOraDb11203_home2に作成されます。


oakcli create database -db sales1 -oh OraDb11203_home2


	
	例2   テンプレートからの新規データベースの作成
	
次のコマンドを実行すると、sales2という名前のデータベースがsalesdbtemplated.dbconfファイルから作成されます(指定したファイル名にデフォルトのファイル拡張子が追加されます)。また、Oracleホームも新規作成されます。


oakcli create database -db sales2 -params salesdbtemplate











oakcli create dbhome

oakcli create dbhomeコマンドを使用して、Oracle Database Applianceで新規データベース・ホームを作成します。


構文

oakcli create dbhome [-version version] [-h]





パラメータ


表D-12 oakcli create dbhomeコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-version version

	
(オプション) versionは、インストールするバージョンです。指定しないと、Oracle Database Applianceでは最新の使用可能なバージョンを使用します。


	
-h

	
(オプション)このコマンドの使用方法のヘルプを表示します。











例

	
	例1   バージョン11.2.0.2の新規データベース・ホームの作成
	
次のコマンドでは、バージョン11.2.0.2を使用してsales1というデータベースが作成されます。


oakcli create dbhome -version 11.2.0.2











oakcli create db_config_params

oakcli create db_config_paramsコマンドを使用して、データベース構成ファイルを生成します。構成ファイルは/opt/oracle/oak/install/dbconfに作成されて、デフォルト拡張子の.dbconfが付きます。


構文


oakcli create db_config_params -conf filename -h





パラメータ


表D-13 oakcli create db_config_paramsコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-conf filename

	
filenameは、構成ファイルに付ける名前(パス名なし)です。


	
-h

	
(オプション)このコマンドの使用方法のヘルプを表示します。











例

	
	例1   新規にデータベース構成ファイルを作成
	
次のコマンドによって、データベース・パラメータ・ファイル/opt/oracle/oak/install/dbconf/newconf.dbconfを作成します。


oakcli create db_config_params -conf newconf











oakcli create repo

oakcli create repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで新規共有リポジトリを作成します。


構文


oakcli create repo repo_name -dg data|reco -size size_in_gigabytes -h


repo_nameは、共有リポジトリに割り当てられる名前で、パラメータについては、次の表(表D-15)に記載されています。





パラメータ


表D-14 oakcli create repoコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-dg data | recotag_id

	
共有リポジトリが格納されるASMディスク・グループ、data (DATA+ディスク・グループの場合)またはreco (RECO+ディスク・グループの場合)。


	
-size size_in_gigabytes

	
size_in_gigabytesは、共有リポジトリに割り当てられるストレージのGB数です。


	
-node 0 | 1

	
VLANが作成されるノード(1または2)です。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。











例

	
	例1   新規共有リポジトリの作成
	
次のコマンドでは、DATA+ディスク・グループにrepoprod1という名前の25GBの共有リポジトリが作成されます。


oakcli create repo repoprod1 -dg data -size 25











oakcli create vlan

oakcli create vlanコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノードで新規仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)を作成します。


構文


oakcli create vlan vlan_name -vlanid tag_id -if interface_name -node 0|1 -h


vlan_nameは、VLANに割り当てられる名前です。パラメータは、次の表(表D-15)を参照してください。





パラメータ


表D-15 oakcli create vlanコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-vlanid tag_id

	
tag_idは、パケット・ルーティングに使用される、2から4096 (境界値を含む)のタグ番号です。ノードのVLANを一意に識別します。両方のノードで同じタグ番号を使用できます。


	
-if interface_name

	
interface_nameは、VLANネットワークが作成されるインタフェースの名前です。


	
-node 0 | 1

	
VLANが作成されるノード(1または2)です。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。











例

	
	例1   新規仮想ローカル・エリア・ネットワークの作成
	
次のコマンドでは、bond1インタフェースと番号10のタグを使用して、ノード1でsample10という名前のVLANが作成されます。


oakcli create vlan sample10 -vlanid 10 -if bond1 -node 1


	
	例2   第2ノードでの仮想ローカル・エリア・ネットワークの複製
	
次のコマンドでは、node0で例1と同じ(sample10という名前の) VLANが作成されます。


oakcli create vlan sample10 -vlanid 10 -if bond1 -node 0













oakcli delete

oakcli deleteコマンドを使用して、コンポーネントをOracle Database Applianceから削除します。


表D-16 oakcli deleteコマンド・サマリー

	コマンド	説明
	
oakcli delete cpupool


	
既存のCPUプールを削除します。


	
oakcli delete database


	
既存のデータベースを削除します。


	
oakcli delete dbhome


	
既存のデータベース・ホームを削除します。


	
oakcli delete db_config_params


	
データベース構成ファイルを削除します。


	
oakcli delete repo


	
既存の共有リポジトリを削除します。


	
oakcli delete vlan


	
既存の仮想マシンを削除します。


	
oakcli delete vm


	
既存の仮想マシンを削除します。


	
oakcli delete vmtemplate

	
既存のVMテンプレートを削除します。










oakcli delete cpupool

このコマンドを使用して、1つのOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードからCPUプールを削除します。


構文


oakcli delete cpupool poolname -node nodenum [-h]





パラメータ


表D-17 oakcli configure cpupoolコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
poolname

	
削除するCPUプールの名前を指定します。


	
-node nodenum

	
CPUプールが削除されるノード(0または1)を定義します。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。











例

	
	例1   CPUプールの削除:
	
twonodeという名前のCPUプールをOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード1から削除します。


oakcli delete cpupool twonode -node 1











oakcli delete database

oakcli delete databaseコマンドを使用して、データベースをOracle Database Applianceから削除します。


構文

oakcli delete database -db db_name [-h]

このコマンドの使用方法のヘルプを表示します。





例

	
	例1   データベースの削除
	
次のコマンドでは、sales1という名前のデータベースが削除されます。


oakcli delete database -db sales2











oakcli delete dbhome

oakcli delete dbhomeコマンドを使用して、データベース・ホームをOracle Database Applianceから削除します。


構文

oakcli delete dbhome -oh oracle_home [-h]





パラメータ


表D-18 oakcli delete dbhomeコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
oracle_home

	
oracle_homeは、アンインストールされるデータベース・ホームです。


	
-h

	
(オプション)このコマンドの使用方法のヘルプを表示します。











例

	
	例1   既存のデータベース・ホームの削除
	
次のコマンドでは、ora11_1というデータベース・ホームが削除されます。


oakcli delete dbhome -oh ora11_1











oakcli delete db_config_params

oakcli delete db_config_paramsコマンドを使用して、データベース構成ファイルを削除します。


構文


oakcli delete db_config_params -conf filename -h





パラメータ


表D-19 oakcli delete db_config_paramsコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-conf filename

	
filenameは、削除する構成ファイルの名前(パス名なし)です。


	
-h

	
(オプション)このコマンドの使用方法のヘルプを表示します。














oakcli delete repo

oakcli delete repoコマンドを使用して、共有リポジトリを削除します。


構文

oakcli delete repoコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli delete repo repository_name [-h]


repository_nameは、削除する共有リポジトリの名前です。





例

	
	例1   共有リポジトリの削除
	
次のコマンドでは、testrepo01共有リポジトリが削除されます。


oakcli delete repo testrepo01


このコマンドは、一方または両方のノードでtestrepo01がアクティブであると失敗します。











oakcli delete vlan

oakcli delete vlanコマンドを使用して、仮想ローカル・エリア・ネットワークを削除します。


構文

oakcli delete vlanコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli delete vlan vlan_name -node node_number [-h]





パラメータ


表D-20 oakcli delete vmコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vlan vlan_name

	
vlan_nameは、削除する仮想ローカル・エリア・ネットワークの名前です。


	
-node node_number

	
node_numberは、仮想ローカル・エリア・ネットワークの削除元となるOracle Database Applianceノードです。


	
-h

	
(オプション)ヘルプ・テキストを表示します。











例

	
	例1   仮想ローカル・エリア・ネットワークの削除
	
次のコマンドでは、ノード1からsample1仮想ローカル・エリア・ネットワークが削除されます。


oakcli delete vlan sample1 -node 1











oakcli delete vm

oakcli delete vmコマンドを使用して、仮想マシンを削除します。


構文

oakcli delete vmコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli delete vm vm_name [-server node_number] [-h]





パラメータ


表D-21 oakcli delete vmコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vm vm_name

	
(オプション) vm_nameは、削除する仮想マシンの名前です。


	
-server node_number

	
node_numberは、仮想マシンを削除するOracle Database Applianceノードです。このオプション・パラメータが指定されない場合、両方のノードから仮想マシンが削除されます。


	
-h

	
(オプション)ヘルプ・テキストを表示します。











例

	
	例1   仮想マシンの削除
	
次のコマンドでは、ノード1からovu22仮想マシンが削除されます。


oakcli delete vm ovu22 -server 1











oakcli delete vmtemplate

oakcli delete vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートを削除します。


構文

oakcli delete vmtemplateコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli delete vmtemplate template_name [-server=node_number][-h]





パラメータ


表D-22 oakcli deployコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vmtemplate template_name

	
template_nameは、削除する仮想マシン・テンプレートの名前です。


	
-server node_number

	
node_numberは、仮想マシン・テンプレートを削除するOracle Database Applianceノードです。このオプション・パラメータが指定されない場合、両方のノードから仮想マシン・テンプレートが削除されます。


	
-h

	
(オプション)ヘルプ・テキストを表示します。











例

	
	例1   仮想マシン・テンプレートの削除
	
次のコマンドでは、両方のノードからovu22仮想マシン・テンプレートが削除されます。


oakcli delete vmtemplate ovu22













oakcli deploy

oakcli deployコマンドを使用して、Oracle Grid InfrastructureをOracle Database Appliance上のクラスタに対してデプロイします。


構文

oakcli deployコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli deploy [config] [-conf config_file] [-h]





パラメータ


表D-23 oakcli deployコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
config

	
(オプション)デプロイメント構成の実行が必要かどうかを示します。


	
-conf config_file

	
(オプション)デプロイメントに使用する既存の構成ファイルのファイル名および場所を示します。Oracle Appliance Manager構成インタビューの一部として使用する構成ファイルを指定することもできます。











使用上の注意

	
オブジェクトまたはパラメータを指定せずにコマンドのみで実行すると、完全なOracle Database Appliance構成がデプロイされます。


	
-hパラメータを指定すると、このコマンドの使用方法のヘルプ・テキストが表示されます。











oakcli disable validation storage

oakcli disable validation storageコマンドを使用して、ストレージ検証をオフにします。


構文

oakcli disable validation storage | -h

-hは、このコマンドに関するヘルプ・テキストを表示します。


例

	
	例1   ストレージ検証の無効化
	
次のコマンドは、ストレージ検証を無効化し、新規ステータスをレポートします。


oakcli disable validation storage
Disabled













oakcli enable validation storage

oakcli enable validation storageコマンドを使用して、ストレージ検証をオフにします。


構文

oakcli enable validation storage | -h

-hは、このコマンドに関するヘルプ・テキストを表示します。


例

	
	例1   ストレージ検証の有効化
	
次のコマンドは、ストレージ検証を有効化し、新規ステータスをレポートします。


oakcli enable validation storage
Enabled













oakcli import vmtemplate

oakcli import vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートをインポートします。


構文

oakcli import vmtemplateコマンドでは次の構文を使用します。


oakcli import vmtemplate vmtemplatename -files image_files | -assembly assembly_file -repo repo_name [- node 0 | 1 ]





パラメータ


表D-24 oakcli import vmtemplateコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vmtemplatename

	
vmtemplatenameは、テンプレートに割り当てる名前です。


	
-files

	
-filesオプションは、テンプレートを構成する1つ以上のファイルをインポートするときに使用します。


	
image_files

	
image_filesは、次のいずれか1つです。

	
単一のテンプレート・ファイル名


	
単一のテンプレートを構成するファイルのカンマ区切りリスト


	
テンプレート・ファイルにリンクする一重引用符で囲まれたURL





	
-assembly

	
-assemblyオプションは、アセンブリ・ファイルをインポートするときに使用します。


	
assembly_file

	
assembly_fileは、アセンブリ・ファイルまたはアセンブリ・ファイルにリンクする一重引用符で囲まれたURLです。


	
repo_name

	
repo_nameは、インポートするテンプレートの格納先となるリポジトリの名前です。


	
-node

	
-nodeオプションは、共有リポジトリにインポートするときに、ノードを識別する値0または1を指定して使用します。











使用上の注意

	
このコマンドを実行する場合はその都度、オプション-filesまたは-assemblyの一方のみを指定します。同じ文にこれらの2つのオプションを指定することはできません。


	
このコマンドが1つのアセンブリから複数のテンプレートをインポートする場合、各テンプレートには自動的に一意の名称が付けられます。これらのテンプレート名には、vmtemplatename1、vmtemplatename2、vmtemplatename3などと順序番号が続く、vmtemplate vmtemplatename句で指定された名前が含まれます。


	
共有リポジトリにインポートする場合、有効なノード番号0または1を指定して-nodeオプションを指定します。非共有リポジトリへのインポートに-nodeオプションを使用すると、コマンドは失敗します。








例

	
	例1   Dom 0からのVMテンプレートのインポート
	
次のコマンドでは、必要なテンプレート(OVM_OL5U7_X86_64_PVM_10GB.tgz)がDom 0の/OVSディレクトリからodarepo1リポジトリにインポートされます。


oakcli import vmtemplate OL5U7 -files /OVS/OVM_OL5U7_X86_64_PVM_10GB.tgz -repo odarepo1


	
	例2   リモート・サーバーからのVMテンプレートのインポート
	
次のコマンドでは、URLを使用してサーバーおよびテンプレート・ファイルを指定し、リモート・サーバーからテンプレートをインポートします。


oakcli import vmtemplate OL5U6 -files 'http://example.com/vm-template/OEL-5/OVM_OL5U6_X86_64_PVM_10GB.tgz' -repo odarepo2


	
	例3   リモート・サーバー上のアセンブリからのVMテンプレートのインポート
	
次のコマンドでは、指定されたURLにあるリモート・サーバー上に格納されたアセンブリに含まれるテンプレートがインポートされます。


oakcli import vmtemplate OL6U1 -assembly 'http://example.com/assemblies/OEL6/OVM_OL6U1_x86_PVHVM.ova' -repo odarepo1


	
	例4   リモート・サーバー上のアセンブリから共有リポジトリへのVMテンプレートのインポート
	
次のコマンドでは、指定されたURLにあるリモート・サーバー上に格納されたアセンブリに含まれるテンプレートが、ノード1のrepo4という名前の共有リポジトリにインポートされます。


oakcli import vmtemplate OL6U1 -assembly 'http://example.com/assemblies/OEL6/OVM_OL6U1_x86_PVHVM.ova' -repo repo4 -node 1











oakcli locate

oakcli locateコマンドを使用すると、ディスクのLEDライトをオン(またはオフ)にして、指定されたOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスクと関連付けられている物理ディスクを検索できます。


構文

次のoakcli locateコマンド構文を使用します。disknameは、検索するASMディスクの名前です。


oakcli locate disk diskname on|off 





パラメータ/オプション


表D-25 oakcli locateコマンド・パラメータおよびオプション

	パラメータ	説明
	
disk diskname

	
検索するOracle ASMディスクの名前を指定します。


	
on

	
(オプション)指定されたディスクのLEDをオンにします。


	
off

	
(オプション)指定されたディスクのLEDをオフにします。











例

	
	例1   選択されたディスクのLEDのオン
	
次のコマンドでは、ASMディスクdisk_pd_23のLEDをオンにします。


oakcli locate disk pd_23 on











oakcli manage diagcollect

oakcli manage diagcollectコマンドを使用して、トラブルシューティングやOracle Supportとの連携のために、Oracle Database Applianceに関する診断情報を収集します。


構文


oakcli manage diagcollect [--all | --crs [--crshome crs_home_dir] [--core] | --install | --chmos [--incidenttime time [--incidentduration time] |
--adr adr_location [--afterdate date] [--aftertime time] [--beforetime time] ]
 [excl comp1,comp2,...] [--clean]





パラメータ


表D-26 oakcli manage diagcollectコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
--all

	
自動診断リポジトリ(ADR)およびクラスタ状態モニター(OS)を除くすべての診断情報の収集。これがデフォルトのオプションです。


	
--crs

	
Oracle Clusterware診断情報の収集。


	
--crshome crs_home_dir

	
Oracle Clusterwareホーム・ディレクトリの場所を指定します。


	
--core

	
コア・ファイルとOracle Clusterware診断データとのパッケージ化。


	
--install

	
スクリプトroot.shの実行前にインストールが失敗した際のインストール・ログの収集。


	
--adr adr_location

	
ADRの診断情報の収集。adr_locationはADR情報の場所を指定します。


	
--afterdate date

	
指定された日付からアーカイブを収集します。日付をmm/dd/yyyy形式で指定します。


	
--aftertime time

	
-adrパラメータとの併用のみでサポートされています。指定された時刻後にアーカイブを収集します。時刻をYYYYMMDDHHMISS24形式で入力します。


	
--beforetime time

	
-adrパラメータとの併用のみでサポートされています。指定された時刻前にアーカイブを収集します。時刻をYYYYMMDDHHMISS24形式で入力します。


	
--chmos

	
クラスタ状態モニター(OS)・データの収集。


	
--incidenttime time

	
指定された時刻からクラスタ状態モニター(OS)・データを収集します。時刻をYYYYMMDDHHMISS24形式で入力します。

--incidenttimeオプションを使用しない場合、OAKCLIは過去24時間のクラスタ状態モニター(OS)・データを収集します。


	
--incidentduration time

	
指定された時刻後の期間のクラスタ状態モニター(OS)・データを収集します。時刻をHH:MM形式で入力します。期間を指定しない場合、OAKCLIは指定されたインシデント時刻後のすべてのクラスタ状態モニター(OS)・データを収集します。


	
--excl [comp1,comp2]

	
指定されたコンポーネント・ログを除外します。有効なコンポーネントはacfs、invt、sys、ocr、crs、homeおよびbaseです。


	
--clean

	
このコマンドで集められた診断関連情報を削除しました。














oakcli modify

oakcli modifyコマンドでは、仮想マシンおよび仮想マシン・テンプレートに対してネットワークの割当てまたは削除を実行するか、あるいは初回起動時のインストール構成に関するメッセージを仮想マシンに送信します。


構文

次のoakcli modifyコマンド構文を使用します。nameは、変更する仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレートの名前です。


oakcli modify vm | vmtemplate name  -addnetwork network | -deletenetwork network | -s [-h]


nameは、変更する仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレートの名前で、パラメータについては、次の表D-27を参照してください。


パラメータ


表D-27 oakcli modifyコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-addnetwork network

	
指定された仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレートに割り当てられる新規ネットワークを指定します。


	
-deletenetwork network

	
指定された仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレートから削除されるネットワークを指定します。


	
-s message_key_value

	
ovmdユーティリティに送信されるキーや値のペアで構成されるメッセージを識別します。


	
-h

	
(オプション)ヘルプ・テキストを表示します。











使用上の注意

	
このコマンドに-addnetworkまたは-deletenetworkパラメータを指定するときは、vmオプションとvmtemplateオプションの両方ではなく、いずれかを指定します。


	
このコマンドに-sパラメータを指定するときは、vmtemplateオプションではなく、vmオプションのみを使用します。


	
このコマンドを使用するときは、-addnetwork、-deletenetworkまたは-sパラメータのいずれか1つのみを指定します。








例

	
	例1   仮想マシン・テンプレートに定義されているネットワークの変更
	
次のコマンドでは、gc_11g仮想マシン・テンプレートに割り当てられているネットワークがnet1ネットワークに置き換えられます。


oakcli modify vmtemplate gc_11g -addnetwork net1


	
	例2   実行中の仮想マシンへのメッセージの送信
	
次のコマンドは、gc_11g仮想マシンのrootユーザー・パスワードを更新します。


oakcli modify vm gc_11g -s "com.oracle.linux.root-password:root123"













oakcli odachk

oakcli odacheckコマンドを使用して、構成設定を監査します。


構文

oakcli odacheck [-abhvpmuorc] [-clusternodes list | -localonly] [-nopass] [-profile]





パラメータ


表D-28 oakcli odachkコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-a

	
ベスト・プラクティス・チェックおよび推奨パッチ・チェックを実行します。


	
-b

	
推奨パッチ・チェックは実行せず、ベスト・プラクティス・チェックのみを実行します。


	
-h

	
コマンドの使用方法を表示します。


	
-v

	
バージョンを表示します。


	
-p

	
パッチ・チェックのみを実行します。


	
-m

	
最大可用性スコアカードのチェックを除外します。


	
-u -o

	
アップグレード前のベスト・プラクティス(-u -o pre)またはアップグレード後のベスト・プラクティス(-u -o post)についてチェックを実行します。


	
-f

	
オフラインでコマンドを実行します。


	
-o

	
その後にv、V、VerboseまたはVERBOSEを指定すると、画面出力に合格したチェックも表示されます。デフォルトの画面出力には、不合格のみが表示されます。


	
-r

	
高可用性ベスト・プラクティス・チェックを含めます。


	
-c

	
Oracleサポートと協力して作業する場合にのみ使用します。


	
-clusternode list

	
listは、コマンド実行対象となるノード名のカンマ区切りリストです。


	
-localonly

	
ローカル・ノードでのみコマンドを実行します。


	
-outfile output_html

	
output_htmlは、出力HTMLファイルです。


	
-nopass

	
HTMLレポートの場合、合格したチェックを含めません。


	
-diff [report1 report2]

	
report1およびreport2はディレクトリ名で、zipファイルまたはHTMLレポートとして定義された2つのodachkレポート間の差分レポートです。


	
-profile profile

	
profileは、特定のASRプロファイル(asm、clusterware、dba、maaまたはsysadmin)です。













oakcli restart oda_base

oakcli restart oda_baseコマンドを使用して、ローカル・ノードのODA_BASEを停止して再起動します。


構文

oakcli restart oda_base | -h

再起動するODA_BASEは、このコマンドの実行元となるDom 0と同じノード上にあります。








oakcli show

oakcli showコマンドを使用して、Oracle Database Applianceコンポーネントのステータスを表示します。コマンドの実行対象となるノードに関する情報が表示されます。ヘルプ・オプション(oakcli show -h)を使用して、現在のノードで利用可能なコンポーネントの一覧を表示します。


表D-29 oakcli showコマンド・サマリー

	コマンド	説明
	
oakcli show asr


	
Oracle Auto Service Request構成の表示


	
oakcli show cooling


	
冷却装置のステータスを表示します。


	
oakcli show controller


	
ディスク・コントローラに関する情報を表示します。


	
oakcli show core_config_key


	
コア・デプロイメントに関する情報を表示します。


	
oakcli show cpupool


	
コアと仮想マシンのマッピング情報を表示します。


	
oakcli show databases


	
データベースに関する情報を表示します。


	
oakcli show dbhomes


	
データベース・ホームに関する情報を表示します。


	
oakcli show db_config_params


	
構成ファイルの名前およびパラメータを表示します。


	
oakcli show disk


	
共有またはローカルのディスクに関する情報を表示します。


	
oakcli show diskgroup


	
Oracle ASMディスク・グループに関する情報を表示します。


	
oakcli show env_hw


	
現行サーバーの環境タイプとハードウェア・バージョンを表示します。


	
oakcli show expander


	
エクスパンダに関する情報を表示します。


	
oakcli show enclosure


	
ストレージ・エンクロージャに関する情報を表示します。


	
oakcli show memory


	
メモリー・サブシステムに関する情報を表示します。


	
oakcli show network


	
ネットワーク・サブシステムに関する情報を表示します。


	
oakcli show power


	
電源装置サブシステムのステータスを表示します。


	
oakcli show processor


	
プロセッサ(CPU)情報を表示します。


	
oakcli show repo


	
仮想マシンのリポジトリに関する情報を表示します。


	
oakcli show server


	
サーバー・サブシステムに関する情報を表示します。


	
oakcli show storage


	
ストレージに関する情報を表示します。


	
oakcli show validation storage


	
validation storage errorコマンドのレポートのステータス(有効化または無効化)を表示します。


	
oakcli show validation storage errors


	
ハード・ストレージのエラーを表示します。


	
oakcli show validation storage failures


	
ソフト・ストレージのエラーを表示します。


	
oakcli show version


	
ソフトウェアおよびファームウェアのバージョン情報を表示します。


	
oakcli show vlan

	
仮想ローカル・エリア・ネットワークのバージョン情報を表示します。


	
oakcli show vm

	
仮想マシンのバージョン情報を表示します。


	
oakcli show vmtemplate


	
仮想マシン・テンプレートの情報を表示します。










oakcli show asr

このコマンドを使用して、ご使用のOracle Auto Service Requestの構成の詳細を表示します。


構文


oakcli show asr [-h]





パラメータ


表D-30 oakcli show asrコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。














oakcli show cooling

oakcli coolingコマンドを使用して、冷却装置サブシステムに関する情報を表示します。


構文


oakcli show cooling







例

	
	例1   冷却装置情報の表示
	
次のコマンドでは、コマンドの実行対象となるノードの冷却装置情報が表示されます。


oakcli show cooling        NAME   HEALTH HEALTH_DETAILS LOCATION FAN % FAN SPEED        Fan_0  OK     -              FM0      30 %  6300 RPM        Fan_1  OK     -              FM0      19 %  3800 RPM        Fan_10 OK     -              FM2      34 %  6600 RPM        Fan_11 OK     -              FM2      23 %  4100 RPM        Fan_12 OK     -              FM3      32 %  6300 RPM        Fan_13 OK     -              FM3      22 %  3900 RPM        Fan_14 OK     -              FM3      24 %  4700 RPM        Fan_15 OK     -              FM3      14 %  2500 RPM        Fan_2  OK     -              FM0      29 %  6400 RPM        Fan_3  OK     -              FM0      18 %  3700 RPM        Fan_4  OK     -              FM1      32 %  6400 RPM        Fan_5  OK     -              FM1      20 %  3700 RPM        Fan_6  OK     -              FM1      33 %  6400 RPM        Fan_7  OK     -              FM1      22 %  3800 RPM        Fan_8  OK     -              FM2      33 %  6400 RPM        Fan_9  OK     -              FM2      22 %  3900 RPM









oakcli show controller

このコマンドを使用してコントローラに関する情報を表示します。


構文


oakcli show controller controller_id [-h]





パラメータ


表D-31 oakcli show controllerコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
controller_id

	
情報が表示される対象のコントローラを指定します。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。













例

	
	例1   コントローラ0またはコントローラ1に関する情報の表示
	
次のコマンドはコントローラ0の詳細を表示します。


oakcli show controller 0









oakcli show core_config_key

oakcli show core_config_keyコマンドを使用して、Oracle Database Applianceコアのデプロイ方法に関する情報を表示します。


構文


oakcli show core_config_key







例

	
	例1   Oracle Database Applianceコア構成キーが適用されているかどうかの確認
	
次のコマンドは、構成されていない新規Oracle Database Applianceでのコア数ステータスを表示します。


oakcli show core_config_key
Optional core_config_key is not applied on this machine yet!




	
	例2   構成済のOracle Database ApplianceでのOracle Database Applianceコア数ステータスの表示
	
次のコマンドは、事前に構成済のOracle Database Applianceでのコア数ステータスを表示します。


oakcli show core_config_key
Host's serialnumber = 1132FMW003
Configured Cores = 20









oakcli show cpupool

oakcli show cpupoolコマンドを使用して、コア割当てと仮想マシンとのマッピングを表示します。


構文


oakcli show cpupool -node nodenum


ここで、nodenumは、調査するOracle Database Applianceノードの番号(0または1)です。







例

	
	例1   ノードのコア割当てと仮想マシンとのマッピングの表示:
	
ノード0のコア・マッピング情報を表示します。


oakcli show cpupool -node 0
         Pool           Cpu List          VM List
default-unpinned-pool   [14, 15, 16, 17,  ['test1_odarepo1','sample5_odarepo1', 
                         18, 19, 20, 21,   'vm_very_long_name_sample1_odarepo1',
                         22, 23]           'win_vm1']
         twocpu          [12, 13]         ['vm1_odarepo1']
      odaBaseCpuPool     [0, 1, 2, 3, 10  ['oakDom1']
                          , 11]









oakcli show databases

このコマンドを使用して、データベース名、データベース・タイプ、データベース・ホームの名前および場所、データベース・バージョンなどの各既存データベースに関する情報を表示します。


構文


oakcli show databases [-h]





パラメータ


表D-32 oakcli show databasesコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。














oakcli show dbhomes

このコマンドを使用して、ホームの名前、ホームの場所、データベース・バージョンなどの各既存Oracleデータベース・ホームに関する情報を表示します。


構文


oakcli show dbhomes [-h]





パラメータ


表D-33 oakcli show dbhomesコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。














oakcli show db_config_params

このコマンドを使用して、ホームの名前、ホームの場所、データベース・バージョンなどの各既存Oracleデータベース・ホームに関する情報を表示します。このコマンドは、デフォルトでは/opt/oracle/oak/install/dbconfディレクトリにある、拡張子.dbconfの付いたファイルを探します。


構文


oakcli show db_config_params [-conf filename] [-detail] [-h]





パラメータ


表D-34 oakcli show dbhomesコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-conf filename

	
(オプション)表示される構成ファイルの名前。指定しない場合、すべての構成ファイルが表示されます。


	
-detail

	
(オプション)構成ファイルの内容が表示されます。指定しない場合、そのファイル名(ファイル名が定義されていない場合は複数のファイル名)が示されます。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。













例

	
	例1   デフォルトのデータベース構成パラメータ値の表示
	
次のコマンドは、デフォルトの構成パラメータ値を表示します。


oakcli show db_config_params -detail
Available DB configuration files are:
          Default
          DATABASE_BLOCK_SIZE       =>    8192
          DATABASE_LANGUAGE         =>    AMERICAN
          DATABASE_CHARACTERSET     =>    AL32UTF8
          DATABASE_TERRITORY        =>    AMERICA
          COMPONENT_LANGUAGES       =>    en









oakcli show disk

oakcli show diskコマンドを使用して、ディスク情報を表示します。


構文


oakcli show disk [-local | -shared | shared_disk_name [-all]| -h]





パラメータ


表D-35 oakcli show diskコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-local

	
(オプション)表示されるローカル・ディスクすべての情報を指定します。


	
-shared

	
(オプション)表示される共有ディスクすべての情報を指定します。


	
shared_disk_name

	
(オプション)表示される特定の共有ディスクの情報を指定します。


	
-all

	
(オプション)表示される特定の共有ディスクの物理情報を指定します。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。











使用上の注意

	
パラメータを使用しないコマンドの実行は、oakcli show disk -sharedコマンドの実行と同等です。


	
-allパラメータはshared_disk_nameパラメータと併用される場合のみ有効な出力を生成し、その他のすべてのパラメータはオプションで、他のパラメータと組み合せることはできません。










例

	
	例1   ローカル・ディスクに関する情報の表示
	
次のコマンドではすべてのローカル・ディスクに関する情報が表示されます。


oakcli show disk -local




	
	例2   共有ディスクに関する情報の表示
	
次のコマンドではすべての共有ディスクに関する情報が表示されます。


oakcli show disk -shared




	
	例3   特定の共有ディスクに関する情報の表示
	
次のコマンドではpd_01という共有ディスクに関する情報が表示されます。


oakcli show disk pd_01









oakcli show diskgroup

oakcli show diskgroupコマンドを使用して、Oracle ASMディスク・グループ情報を表示します。


構文


oakcli show diskgroup [disk_group_name]





パラメータ


表D-36 oakcli show disk groupコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
disk_group_name

	
(オプション)完全な詳細が表示される対象のOracle ASMディスク・グループの名前。このパラメータを指定しない場合、すべてのOracle ASMディスク・グループの情報が表示されます。














oakcli show env_hw

oakcli show env_hwコマンドを使用して、現行ノードの環境タイプとハードウェア・バージョンを表示します。


構文


oakcli show env_hw [-h]


-hによって、コマンドのヘルプ情報が生成されます。







例

	
	例1   環境タイプとハードウェア・バージョンの表示:
	
次の例では、Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォームでDom 1にログオンしているときにoakcli show env_hwコマンドを実行した場合の出力を示します。


oakcli show env_hw
VM-ODA_BASE ODA X3-2









oakcli show expander

oakcli show expanderコマンドを使用して、エクスパンダに関する情報を表示します。


構文


oakcli show expander expander_id


expander_idを使用して、特定のエクスパンダを識別します。








oakcli show enclosure

oakcli show enclosureコマンドを使用して、コマンドが実行されるノード上のストレージ・エンクロージャ・サブシステムの情報を表示します。


構文


oakcli show enclosure







例

	
	例1   ストレージ・エンクロージャ・サブシステムの情報の表示
	
コマンドが実行されるノード上のストレージ・エンクロージャ・サブシステムの情報を表示します。


oakcli show enclosure

NAME        SUBSYSTEM         STATUS      METRIC

E0_FAN0  Cooling              OK          3000 rpm
E0_FAN1  Cooling              OK          3220 rpm
E0_FAN2  Cooling              OK          3520 rpm
E0_FAN3  Cooling              OK          3070 rpm
E0_IOM0  Encl_Electronics     OK          -
E0_IOM1  Encl_Electronics     OK          -
E0_PSU0  Power_Supply         OK          -
E0_PSU1  Power_Supply         OK          -
E0_TEMP0 Amb_Temp             OK          25 C
E0_TEMP1 Midplane_Temp        OK          32 C
E0_TEMP2 PCM0_Inlet_Temp      OK          34 C
E0_TEMP3 PCM0_Hotspot_Temp    OK          44 C
E0_TEMP4 PCM1_Inlet_Temp      OK          31 C
E0_TEMP5 PCM1_Hotspot_Temp    OK          42 C
E0_TEMP6 IOM0_Temp            OK          42 C
E0_TEMP7 IOM1_Temp            OK          50 C









oakcli show memory

oakcli show memoryコマンドを使用して、メモリー・モジュールに関する情報を表示します。


構文


oakcli show memory







例

	
	例1   メモリー・モジュール情報の表示
	
コマンドの実行対象となるノードのメモリー情報が表示されます。


oakcli show memory
        NAME    HEALTH HEALTH_DETAILS PART_NO.    SERIAL_NO.         LOCATION MANUFACTURER MEMORY_SIZE CURR_CLK_SPEED ECC_Errors
 
        DIMM_0  OK     -              001-0003-01 00CE02124685D963AC P0/D0    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_1  OK     -              001-0003-01 00CE02124634F65B85 P0/D1    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_10 OK     -              001-0003-01 00CE02124685D963B2 P1/D2    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_11 OK     -              001-0003-01 00CE02124634F6565B P1/D3    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_12 OK     -              001-0003-01 00CE02124634F6598B P1/D4    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_13 OK     -              001-0003-01 00CE02124685D963B4 P1/D5    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_14 OK     -              001-0003-01 00CE02124634F65956 P1/D6    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_15 OK     -              001-0003-01 00CE02124685D96348 P1/D7    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_2  OK     -              001-0003-01 00CE02124685D963B1 P0/D2    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_3  OK     -              001-0003-01 00CE02124634F65B6E P0/D3    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_4  OK     -              001-0003-01 00CE02124634F65C65 P0/D4    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_5  OK     -              001-0003-01 00CE02124685D963AB P0/D5    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_6  OK     -              001-0003-01 00CE02124634F6598E P0/D6    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_7  OK     -              001-0003-01 00CE02124685D9659E P0/D7    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_8  OK     -              001-0003-01 00CE02124685D963A3 P1/D0    Samsung      16 GB       1600 MHz       0
        DIMM_9  OK     -              001-0003-01 00CE02124634F656F7 P1/D1    Samsung      16 GB       1600 MHz       0









oakcli show network

oakcli show networkコマンドを使用して、ネットワーク・サブシステムに関する情報を表示します。


構文


oakcli show network







例

	
	例1   ネットワーク情報の表示
	
コマンドの実行対象となるノードのネットワーク情報が表示されます。


oakcli show network
        NAME           HEALTH HEALTH_DETAILS LOCATION PART_NO MANUFACTURER MAC_ADDRESS        LINK_DETECTED DIE_TEMP
 
        Ethernet_NIC_0 OK     -              NET0     X540    INTEL        00:10:e0:23:f1:08  yes (eth0)    61.000 degree C
        Ethernet_NIC_1 OK     -              NET1     X540    INTEL        00:10:e0:23:f1:09  yes (eth1)    61.000 degree C
        Ethernet_NIC_2 OK     -              NET2     X540    INTEL        00:10:e0:23:f1:0a  yes (eth4)    53.750 degree C
        Ethernet_NIC_3 OK     -              NET3     X540    INTEL        00:10:e0:23:f1:0b  yes (eth5)    53.750 degree C
        Ethernet_NIC_4 -      -              NET4     82599EB INTEL        00:1B:21:B6:09:F1  yes (eth3)    -
        Ethernet_NIC_5 -      -              NET5     82599EB INTEL        00:1B:21:B6:09:F0  yes (eth2)    -









oakcli show power

oakcli show powerコマンドを使用して、電源装置サブシステムに関する情報を表示します。


構文


oakcli show power







例

	
	例1   電源装置情報の表示
	
コマンドの実行対象となるノードの電源装置情報が表示されます。


oakcli show power
        NAME            HEALTH HEALTH_DETAILS PART_NO. SERIAL_NO.         LOCATION INPUT_POWER OUTPUT_POWER INLET_TEMP      EXHAUST_TEMP
 
        Power_Supply_0  OK     -              7047410  476856F+1242CE0020 PS0      Present     113 watts    33.250 degree C 36.688 degree C
        Power_Supply_1  OK     -              7047410  476856F+1242CE004J PS1      Present     89 watts     37.000 degree C 39.438 degree C









oakcli show processor

oakcli show processorコマンドを使用して、CPUプロセッサに関する情報を表示します。


構文


oakcli show processor







例

	
	例1   CPUプロセッサ情報の表示
	
コマンドの実行対象となるノードのCPUプロセッサ情報が表示されます。


oakcli show processor
        NAME  HEALTH HEALTH_DETAILS PART_NO. LOCATION
MODEL                         MAX_CLK_SPEED TOTAL_CORES ENABLED_CORES
 
        CPU_0 OK     -              060D     P0 (CPU 0)
Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2690  2.900 GHZ         8           8
        CPU_1 OK     -              060D     P1 (CPU 1)
Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2690  2.900 GHZ     8           8









oakcli show repo

oakcli show repoコマンドを使用して、仮想マシンのリポジトリに関する情報を表示します。すべてのリポジトリを参照するには、リポジトリ名およびノード番号を指定しません。特定の共有リポジトリを参照するには、リポジトリ名およびノードを指定します。


構文


oakcli show repo [reponame -node 0|1]







例

	
	例1   使用可能な仮想マシンのリポジトリの表示:
	
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの2つのノード上にある仮想マシンのリポジトリが表示されます。


oakcli show repo
        NAME      REPOTYPE  NODENUM
        odarepo1  local     0
        odarepo2  local     1
        repo1     shared    0
        repo1     shared    1


	
	例2   特定の共有リポジトリに関する詳細の表示
	
ノード1上のrepo1という名前のリポジトリに関する情報が表示されます。


oakcli show repo repo1 -node 1
 
Resource: repo1_1
        AutoStart       :       restore       
        DG              :       DATA          
        Device          :       /dev/asm/repo1-286
        ExpectedState   :       Online        
        MountPoint      :       /u01/app/repo1
        Name            :       repo1_0       
        Node            :       all           
        RepoType        :       shared        
        Size            :       102400        
        State           :       Online









oakcli show server

oakcli show serverコマンドを使用して、サーバー・サブシステムに関する情報を表示します。


構文


oakcli show server







例

	
	例1   サーバー情報の表示
	
コマンドの実行対象となるノードのサーバー情報が表示されます。


oakcli show server
        Power State              : On        Open Problems            : 1        Model                    : SUN FIRE X4170 M3        Type                     : Rack Mount        Part Number              : 31324979+1+1        Serial Number            : 1250FML046        Primary OS               : Not Available        ILOM Address             : 10.210.57.26        ILOM MAC Address         : 00:10:E0:23:F1:0C        Description              : Oracle Database Appliance X3-2 AK00050333        Locator Light            : Off        Actual Power Consumption : 268 watts        Ambient Temperature      : 22.000 degree C        Open Problems Report     :Open Problem 1        Problem time        : Tue Apr  2 06:10:37 2013        Problem subsystem   : System        Problem location    : /SYS (Host System)        Problem description : An error has occurred in which no automated diagnosis is available to identify faulty component. (Probability: 100, UUID: a72b4e35-140d-c86d-b87b-daf3eb43f5c7, Part Number: 31324979+1+1, Serial Number: 1250FML046, Reference Document: http://www.sun.com/msg/SPX86-8003-JP)









oakcli show storage

oakcli show storageコマンドを使用して、ストレージ・ハードウェアに関する情報を表示します。


構文


oakcli show storage


oakcli show storageコマンドは、コントローラ、エクスパンダおよびディスクに関する情報を表示します。








oakcli show validation storage

oakcli show validation storageコマンドを使用して、validation storageが有効化または無効化されているかを表示します。


構文


oakcli show validation storage








oakcli show validation storage errors

oakcli show validation storage errorsコマンドを使用して、ハード・ストレージのエラーを表示します。ハードウェアのエラーには、特定のスロットに挿入されているディスクのタイプの誤り、ディスク・モデルが無効、ディスク・サイズの誤りが含まれます。


構文


oakcli show validation storage errors








oakcli show validation storage failures

oakcli show validation storage failuresコマンドを使用して、ソフト・ストレージのエラーを表示します。典型的なソフト・ディスクのエラーは、ディスクのファームウェアのバージョンが無効であるというものです。


構文


oakcli show validation storage failures








oakcli show version

oakcli show versionコマンドを使用して、Oracle Database Applianceソフトウェアおよびファームウェアのパッチ・バージョンを表示します。


構文


oakcli show version [-detail]


-detailオプションを使用して、詳細なバージョン情報を表示します。







例

	
	例1   基本バージョン情報の表示:
	
使用するOracle Database Applianceのソフトウェアおよびファームウェアのバージョン情報を表示します。


oakcli show version









oakcli show vlan

oakcli show vlanコマンドを使用して、Oracle Database Applianceで構成されている仮想ローカル・エリア・ネットワークに関する情報を表示します。


構文


oakcli show vlan







例

	
	例1   仮想ローカル・エリア・ネットワーク情報の表示
	
使用可能な仮想ローカル・エリア・ネットワークの名前、タグID番号、ネットワークおよびノード割当てが表示されます。


oakcli show vlan



NAME                  ID    INTERFACE   NODENUM

net1                  1     bond0       0
net1                  1     bond0       1
net2                  1     bond1       0
net2                  1     bond1       1
net3                  2     bond1       0
net3                  4     bond0       1
net10                 20    bond1       0
net10                 20    bond1       1









oakcli show vm

oakcli show vmコマンドを使用して、仮想マシンに関する情報を表示します。


構文


oakcli show vm [vm_name | -h]





パラメータ


表D-37 oakcli show vmコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vm_name

	
(オプション)詳細を表示する仮想マシンの名前。このパラメータを指定しない場合、すべての仮想マシンの情報が表示されます。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。













例

	
	例1   すべての仮想マシンの詳細の表示:
	
すべての仮想マシンの仮想マシン名、メモリーとvCPUの割当て、ステータスおよびリポジトリ名を表示します。


oakcli show vm






NAME                    MEMORY          VCPU         STATE           REPOSITORY
 
sample5_odarepo1          2048             2         OFFLINE         odarepo1      
sample6_odarepo1          2048             2         OFFLINE         odarepo2      
test1_odarepo1            2048             2         OFFLINE         odarepo1      
test2_odarepo2            2048             2         OFFLINE         odarepo2      
vm1_odarepo1              4096             4         ONLINE          odarepo1      
vm2_odarepo2              2048             2         OFFLINE         odarepo2      
win_vm1                   1500             1         ONLINE          odarepo1       




	
	例2   1つの仮想マシンの情報の表示:
	
次のコマンドは、vm1_odarepo1仮想マシンの情報を表示します。


oakcli show vm vm1_odarepo1
Resource: vm1_odarepo1
        AutoStart       :       restore       
        CPUPriority     :       100           
        Disks           :       |file:/OVS/Repositories/odarepo1/Vi
                                rtualMachines/vm1_odarepo1/System.i
                                mg,xvda,w||file:/OVS/Repositories/o
                                darepo1/VirtualMachines/vm1_odarepo
                                1/u01.img,xvdb,w|
        Domain          :       XEN_PVM       
        ExpectedState   :       offline       
        Keyboard        :       en-us         
        MaxMemory       :       3000           
        MaxVcpu         :       4             
        Memory          :       4096          
        Mouse           :       OS_DEFAULT    
        Name            :       vm1_odarepo1  
        Networks        :       |bridge=priv1||bridge=net1||bridge=
                                net2|         
        NodeNum         :       0             
        OS              :       OL_5          
        PrivateIP       :       None          
        ProcessorCap    :       100           
        RepoName        :       odarepo1      
        State           :       Online        
        TemplateName    :       otml_sample1_odarepo1
        Vcpu            :       4             
        cpupool         :       twocpu        
        vncport         :       0              









oakcli show vmtemplate

oakcli show vm templateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートに関する情報を表示します。


構文


oakcli show vmtemplate [vmtemplate_name | -h]





パラメータ


表D-38 oakcli show vmtemplateコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
vmtemplate_name

	
(オプション)詳細を表示する仮想テンプレートの名前。このパラメータを指定しない場合、すべての仮想テンプレートの情報が表示されます。


	
-h

	
(オプション)このコマンドのヘルプ使用方法を表示します。













例

	
	例1   1つの仮想テンプレートの詳細の表示:
	
次のコマンドは、sample1_odarepo1仮想テンプレートの情報を表示します。


oakcli show vmtemplate sample_odarepo1
Resource: sample1_odarepo1
        CPUPriority     :       100           
        Disks           :       |file:/OVS/Repositories/odarepo1/Te
                                mplates/otml_sample1_odarepo1/Syste
                                m.img,xvda,w||file:/OVS/Repositorie
                                s/odarepo1/Templates/otml_sample1_o
                                darepo1/u01.img,xvdb,w|
        Domain          :       XEN_PVM       
        Keyboard        :       en-us         
        MaxMemory       :       2048          
        MaxVcpu         :       2             
        Memory          :       2048          
        Mouse           :       OS_DEFAULT    
        Name            :       sample1_odarepo1
        Networks        :       |bridge=priv1||bridge=net1||bridge=
                                net2|         
        NodeNum         :       0             
        OS              :       OL_5          
        ProcessorCap    :       100           
        RepoName        :       odarepo1      
        Vcpu            :       2 











oakcli show vmconsole

oakcli show vmconsoleコマンドを使用して、特定の仮想マシンを管理するGUI VMコンソールを開きます。


構文

oakcli show vmconsole vmname [-h]

vm_nameは、コンソールを開く仮想マシンの名前です。-hを指定すると、このコマンドの使用方法のヘルプが表示されます。





例

	
	例1   仮想マシン・コンソールのオープン
	
次のコマンドでは、vm1_odarepo1という名前の仮想マシンのコンソールが開きます。


oakcli show vmconsole vm1_odarepo1











oakcli start

oakcli startコマンドを使用して、仮想マシンの起動、ノードの共有リポジトリの起動、ローカル・ノードのODA_BASEの起動を実行します。


構文


oakcli start [vm vm_name | repo repo_name -node node_number | oda_base ] [-h]





パラメータ/オプション


表D-39 oakcli startコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)オンライン・ヘルプを表示します。


	
vm vm_name

	
vm_nameは、起動する仮想マシンの名前です。


	
repo repo_name

	
repo_nameは、起動する共有リポジトリの名前です。


	
-node node_number

	
node_numberは、共有リポジトリを起動するノードの番号(0または1)です。


	
oda_base

	
ローカル・ノードのODA_BASEを起動します。











例

	
	例1   仮想マシンの起動
	
次のコマンドは、仮想マシンvm1_odarepo1を起動します。


oakcli start vm vm_odarepo1




	
	例2   共有リポジトリの起動
	
次のコマンドでは、ノード0上のrepo1という名前の共有リポジトリを起動します。


oakcli start repo repo1 -node 0




	
	例3   ローカルのODA_BASEドメインの起動
	
目的のノードのDom0に接続し、次のコマンドを入力してそのノードのODA_BASEを起動します。


oakcli stop oda_base











oakcli stop

oakcli stopコマンドを使用して、仮想マシンの停止、ノードの共有リポジトリの停止、ローカル・ノードのODA_BASEの停止を実行します。


構文


oakcli stop [vm vm_name [-force] | repo repo_name -node node_number | oda_base ] [-h]





パラメータ/オプション


表D-40 oakcli stopコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)オンライン・ヘルプを表示します。


	
vm vm_name

	
vm_nameは、停止する仮想マシンの名前です。


	
-force

	
(オプション)仮想マシンを強制的に停止します。


	
repo repo_name

	
repo_nameは、停止する共有リポジトリの名前です。


	
-node node_number

	
node_numberは、共有リポジトリを停止するノードの番号(0または1)です。このノード・パラメータは、共有リポジトリの仮想マシンを停止している場合にのみ有効です。


	
oda_base

	
ローカル・ノードのODA_BASEを停止します。











例

	
	例1 仮想マシンの強制停止
	
次のコマンドを入力して、仮想マシンvm1_odarepo1を強制的に停止します。


oakcli stop vm vm_odarepo1 -force




	
	例2   共有リポジトリの停止
	
次のコマンドを入力して、ノード0上のrepo1という名前の共有リポジトリを停止します。


oakcli stop repo repo1 -node 0




	
	例3   ローカルのODA_BASEドメインの停止
	
目的のノードのDom0に接続し、次のコマンドを入力してそのノードのODA_BASEを停止します。


oakcli stop oda_base











oakcli stordiag

oakcli stordiagコマンドを使用して、ストレージ・シェルフまたはストレージ拡張シェルフのディスクで診断テストを実行します。


構文

oakcli stordiag resource_name -h

resource_nameは、次の形式を使用してストレージを識別します。


[e[0..1]_p]d_[0..23]


e0はストレージ・シェルフ、e1はストレージ拡張シェルフです。最後の番号でストレージ・ユニットを識別します。-hを指定すると、このコマンドの使用方法のヘルプ・テキストが表示されます。





使用上の注意

内部ストレージがあるOracle Database Applianceシステムの場合は、形式d_[..]を使用して診断対象となるディスクを指定します。接続型シェルフ(およびオプションのストレージ拡張シェルフ)に接続しているOracle Database Applianceシステムの場合は、形式e[0..1]_p[0..23]を使用して診断対象となるディスクを指定します。





例

	
	例1   ストレージ拡張シェルフのディスクでの診断テストの実行
	
次のコマンドでは、ストレージ拡張シェルフの4番目のストレージ・ユニットで診断テストが実行されます。


oakcli stordiag e1_pd_3










oakcli test asr

oakcli test asrコマンドを使用して、Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)が正しく構成され機能しているかどうかを判別するために、トラップを設定します。Oracle ASRが正しく機能している場合は、成功メッセージが返されます。


構文

oakcli test asr [-h]








oakcli unpack

oakcli unpackコマンドを使用して、パッケージをOAKCLIリポジトリに解凍します。


構文

oakcli unpack -package absolute_package_name





例

	
	例1   OAKCLIリポジトリへのパッチ・パッケージの解凍
	
次のコマンドは、現行ノード上の/tmpに事前にコピーされたp13982331_23000_Linux-86-64.zipパッケージを、ノードのOAKCLIリポジトリに解凍します。


oakcli unpack -package /tmp/p13982331_23000_Linux-86-62.zip











oakcli update

oakcli updateコマンドを使用して、Oracle Database Applianceパッチを適用します。


構文


oakcli update -patch version [[--infra] | [[--gi][--database]]] [--noreboot] | [--clean] | [--verify]





パラメータ


表D-41 oakcli updateコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-patch version

	
インストールするパッチ更新を指定します。


	
--infra

	
パッチ適用対象のインフラストラクチャ(ファームウェア、OS、ASR、HMP、OAKなど)を指定します。これがデフォルトのオプションです。


	
--gi

	
パッチ適用対象のGrid Infrastructureを指定します。


	
--database

	
パッチ適用対象のデータベース・ホームを指定します。


	
--noreboot

	
パッチ適用後にノードが再起動しません。


	
--clean

	
ローカル・ノード上の一時ファイルをすべてクリーンアップします。


	
--verify

	
ノード上のパッチ適用可能なコンポーネントを表示します。











例

	
	例1   ノードのパッチ適用
	
次のコマンドでは、2.5.0.0.0パッチで現行ノードが更新されます。


oakcli update -patch 2.5.0.0.0











oakcli validate

oakcli validateコマンドを使用して、Oracle Database Applianceの状態を検証します。


構文

次のoakcli validate構文を使用して、Oracle Database Applianceを検証します。


oakcli validate
oakcli validate [-V | -l | -h]
oakcli validate [-f output_file_name] [-a | -d | -c checklist]





パラメータ/オプション


表D-42 oakcli validateコマンド・パラメータ

	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)オンライン・ヘルプを表示します。


	
-f output_file_name

	
出力内容は、画面(stdout)ではなく指定ファイルに送信されます。output_file_nameには、ファイルへの絶対パスとファイル名を指定する必要があります。


	
-a

	
すべてのチェックを実行します。


	
-d

	
デフォルトのチェックのみを実行します。


	
-c checklist

	
checklistに含まれるカンマ区切りのリストの1つまたは全部のチェックを実行します。


	
-l

	
チェックおよびその説明を一覧表示します。


	
-V

	
バージョンを表示します。











例

	
	例1   すべてのチェックおよびその説明の一覧表示
	
oakcli validateで使用可能なすべてのチェックおよびその説明を一覧表示します。


oakcli validate -l

         Checkname -- Description
         =========    ===========
         *SystemComponents -- Validate system components based on ilom sensor data
         readings
         *OSDiskStorage -- Validate OS disks and filesystem information
         *SharedStorage -- Validate Shared storage and multipathing information
         DiskCalibration -- Check disk performance with orion
         *NetworkComponents -- Validate public and private network components
         *StorageTopology -- Validate external JBOD connectivity
         asr -- Validate asr components based on asr config file and ilom sensor
         data readings

* -- These checks are also performed as part of default checks





	
注意:

NetworkComponents妥当性チェックは、Oracle Database Appliance X3-2より前のハードウェアで使用できません。










	
	例2   すべてのチェックの実行
	
次の構文を入力して、すべてのチェックを実行します。


oakcli validate -a




	
	例3   ストレージ・ケーブル接続の検証
	
次の構文を入力して、ストレージ・シェルフと、接続している場合はストレージ拡張シェルフへの接続を検証します。


oakcli validate -c storagetopology




	
	例4   ASRの検証
	
次の構文を入力して、ASR構成を検証します。


oakcli validate -c asr
INFO: oak Asr information and Validations
RESULT: /opt/oracle/oak/conf/asr.conf exist
RESULT: ASR Manager ip:10.139.154.17
RESULT: ASR Manager port:1162
SUCCESS: ASR configuration file validation successfully completed
RESULT: /etc/hosts has entry 141.146.156.46 transport.oracle.com
RESULT: ilom alertmgmt level is set to minor
RESULT: ilom alertmgmt type is set to snmptrap
RESULT: alertmgmt snmp_version is set to 2c
RESULT: alertmgmt community_or_username is set to public
RESULT: alertmgmt destination is set to 10.139.154.17
RESULT: alertmgmt destination_port is set to 1162
SUCCESS: Ilom snmp confguration for asr set correctly
RESULT: notification trap configured to ip:10.139.154.17
RESULT: notification trap configured to port:1162
SUCCESS: Asr notification trap set correctly
INFO: IP_ADDRESS HOST_NAME SERIAL_NUMBER ASR PROTOCOL SOURCE PRODUCT_NAME
INFO: --------------- ------------------------------ ------------------------------ -------- --------- -------------- ------------------------------
10.170.79.98 oda-02-c 1130FMW00D Enabled SNMP ILOM SUN FIRE X4370 M2 SERVER
10.170.79.97 oda-01-c 1130FMW00D Enabled SNMP ILOM SUN FIRE X4370 M2 SERVER
INFO: Please use My Oracle Support 'http://support.oracle.com' to view the activation status.
SUCCESS: asr log level is already set to Fine.
RESULT: Registered with ASR backend.
RESULT: test connection successfully completed.
RESULT: submitted test event for asset:10.139.154.17
RESULT: bundle com.sun.svc.asr.sw is in active state
RESULT: bundle com.sun.svc.asr.sw-frag is in resolved state
RESULT: bundle com.sun.svc.asr.sw-rulesdefinitions is in resolved state
RESULT: bundle com.sun.svc.ServiceActivation is in active state
SUCCESS: ASR diag successfully completed
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